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経営機械化技術論序説

一一
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近代経営にもたらされた産業革命の導因は，機械の発明と動力の採用とに縁由

するものであることは，ここに改めて説く必要はない。これによって，新なる生

産の様式が起り，新なる原料費材の出現を促し，経営の大規模化と高速度化と組

織化とが相次いで招来せられるに至ったのである。広範囲取引の出現 大衆との

決結による新なる経済機構と近代経済生活の基盤もまた，これによって与えられ

たのである。機械化の進展は，経済生活と経営機構との近代化の母体であるとい

っても過言ではない。この意味に於て，近代経営を学ばんとするものは，機械化

の問題を度外視するこ とは許さるべきではない。

機械化の問題は，独り工業生産の問題たるのみならず，業種的には，交通業，

鉱山業の如きより，今日では広く農業 漁業の如き原始生産の領域に及び，曾て

は人力に負うことの多かった土木事業に至るまで著しき発達を遂げるようになっ

てきた。

領域的にこれを見ても，独り工場，事業場の技術的操作に止まらず，輸送，販

売の如き分野，或は経理及び事務管理の如き側面についてもまた著しき発達を見

るようになった。今日，保険業，銀行業の如きは勿論，問屋，百貨店, 取引所，

官公庁の事務処理に至るまで，機械化が甚だ大いなる問題となっておる。

回想すれば既に約三十年の昔になるのであるが，筆者が始めて欧米の士を踏ん

だ頃－－-勿論，欧米と錐も，今日とは比較にならない程度ではあったが－機械

化の萠芽が，．このあらゆる業種と，すべての領域とに現われつつある様相を見て，

驚嘆すると共に，深く心を打たるるところがあったのである。殊に筆者を感銘せ

しめたことは，計算，経理及び事務処理の面に於ける機械化の努力の著しい点で

あって，日本人が何時までも手記と算盤とに依存する間は，到底西洋には太刀打

ができないという感想であった。日本人は小手先の器用で，算盤が便利だという

ようなことに執着しておるが，これでは底が知れておる。小刀とのみと槌とを以

て近代生産ができない如く，生産が機械化し，動力化し，電化しておるに拘らず，

経営経理が，これに照応する機械化，動力化及び電化が行われていないとするな
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らぱ，一方に即応する処理が，他方がこれを為し得ないということになる。高速

度生産には，高速度事務処理が随伴しなければならないものであり，大規模生産

には，経営機械化による大量事務処理が必須の要件である。この簡単な理窟が，

不思議にも今日迄日本人に理解されていない。生産機械に数億金を払う経営者が，

事務室は相変らず\500の算盤で間に合せようとするのである。簿記は手記の帳

簿で正確に書いてあればいいという考え方である。

その結果は，思わざる損失が起っておることが気づかれずにおる。

2

計算は決して答えが出ればそれでいいというだけのものではない。簿記は帳簿

が「正規の簿記の原則」に従って組織的に書がれておればそれでいいというだけ

のものではない。勿論算盤も一算で答が出るのは余程の達人でなければならない

わけであるが，今それをいおうというのではない。簿記を正規に記帳しうるとい

うことは，それ自体困難な問題ではあるが，今そのことをいおうとするのでもな

い。計算及び記録は，それが適時に合目的に解剖せられ分析せられ，経営上の要

具として，また生産を指導する武器として利用せられなければ，近代的な意味に

於て無きに等しいのである。

日常百般のニュースが，夜のうちに高速度輪転機と交通機関の力によって，翌

朝までに新聞紙として配達されて始めて実用に供せられるが如く，刻々の相場が，

チツカー，或はラヂオの電波に乗って，始めて役立つが如く，原価計算も経営分

析もが，夜のうちに電気計録機の力によって計算処理せられ，翌朝重役のデスク
fh

の上にのってこそ，始めてその日の利用に適うものなのである。ところが日本で

は，不思議にも今までこの理法が悟られていない。会計原則とか，原価管理とか，

経営比較とかが，教師と文筆家の思索の領域以外に出ていない。決算が半年を要

し，決算報告がj法律上の責任解除の申訳け以外の何物でもないところに止まっ

ておる現状を何と見るか6

このことが，官庁の事務処理についてもまた妥当する。国勢調査は，数年を経

て結末を得ず，統計は，遂に統計のために止まっておったのが，過去の日本であ

った。経済統制は, 計数的処理の速度の遅れに基いて，遂に萠壊せざるを得なか

った。驚くべきことには，全国の生産指数も, 商品の在庫量も，刻々には判らな

かったのである。判らないものを前提として統制ができる筈はない。日本では，

あれもこれも醗訳理論の産物であり，頭だけ進んで，手足がこれに伴わなかった
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のである｡(平井，統制経済の底流, 1951,東洋経済新報社版）
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私が，経営機械化を唱導するに至った動機の一つは，実にここに在るo1937年，

､再度の欧米出張を機会として，更にその後の欧米の実状を探り，いよいよこの信

念を固め，経営機械化研究の必要を提唱したのである。幸いに，大学はまず経営

計算研究室の設置を許容し,(昭和16雫19狸年）次で，文部省は，経営機械化研

究所の開設を甚力せられた｡(昭和19年，官制公布,1944年）また一方，機械化

要員の養成の必要を感じ，経営計録講習所の設置をも行った。（同年）しかし，

この事業は，なかなかの難事業であって，世間は容易にこれを受入れず，研究者

を得ることも甚だ困難であった。また研究の為にも，各方面より有形無形の援助

を受け得たのであるが，他方，多くの消極的抵抗にも直面せざるを得なかったの

である。

9-才月は必ずしも短しとはしないのであるが，成果は必ずしも多くを挙げうるこ

ともまた為し得ていない。このことは，全く遺憾であって責任を感ずる次第であ

る。しかし, 見えない成果ではあるが，近頃に至って，ぽつぽつ播かれたる種が

誤って思わざるところに芽ばえつつあることを発見することができるのは，望外

の幸いに思っておる。

講習所の卒業生が, 多くの職場で機械化の実務に従事しつつある成果が,ぽつ

ぽつと現われてきておる。また曾ての研究所の関係者が，多くの方面に於て経営

機械化の業績を挙げつつある。それにもまして，最近著しいことは，今や戦後の

混乱期を経過して，日本経済の再建と，国除交通の復帰が実現するに伴い，著し

い速度を以て，官公私の各種の経営体に，経営機械化が実現する気運が漆りきた

ったことである。恐らくは，数年を出でずして，更に見ちがえるようになると思

う。これに伴って，恐らくや，経営学及び経営管理の進展もまた劃期的なものが

現われきたると思う。また心からこれを希望し且つ期待する次第である。 ．
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本書もまた，未発表の曾ての研究の一つである。当時，市販困難と予算不足の

為，空しく筐底に埋れておったものであるが，この度 漸くにして研究所予算の

都合がついたので，日の目を見ることになった。本来は，今少し手を加えて完全

なものにしたいのであるがb女献の少い時であって,各方面の要求もあるから,

最小限度の増訂を加え,。とりあえず印刷に附することとなった。将来機会を得て
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更に完備したものにしたいと思う。殊に本文中，用語の不適当なものなども， そ

のままになっておるが一つまり，当用漢字及び日常語を基礎とする標準訳語の

制定なども，筆者かねての念願であるが，まだできていない。一つには実用の点

も考え，慣用語をそのまま使ってある－これなども将来の仕事のまま残ってお

る。

商学士ぅ 岸本英八郎君は，本学出身者であって，経営機械化研究所及び経営計

録講習所に勤務し, 大学助手を経て大学助教授となり，経営機械化を専攻した人

である。本来の出身は，経営経済畑である力、どうしてもこの研究には，技術的

研究が必要なことを感じ，技官諸君と伍して，工員服に油にまみれながら，配線

からプラグまで身を以て研究した。研究にユニークなものがある所以である。

事務家が技術を研究することは二重の困難がある。しかし，この種の研究は，

技術家だけでもなしえない。等しく技術家とはいうが，この領域は，電気専門家

というだけでもいけず，機械専門家というだけでもいけない。一種の中間領域で

あって，実は，我国には，この種の専門技術家はまだいないといっても過言では

ないのである。

先般も，学術会議の委員会の席上で，機械の研究は，機械の専門家に統一した

方がいいという ような放言があって，私が経験上異議を唱えたことがある。そん

な専門家が日本に居ますか，というのが私の言分である。アメリカでは，専門会

社が特に研究所を造って，技術と経営との中間領域の専門家を作っておるのであ

る。発達の遅れておる日本で，始めから繩張り争いをしておるよ うなことでは，

仕方がない。目的に即して，研究を率直勇敢にどこからでも進めていかなければ

いけないのである。

現に，機械化研究所を始めたときでも，経済大学でそんなことができるかとい

う意見もあったし，社会科学の領域に属する経営学の研究で，実験講座はおかし

いという意見もあった。しかし，自然科学の方では，これをやってくれるところ

が現にないのであって，殊に技術だけではなく，その経営利用まで入るのである

から，目的と使い途とを知っておる大学でやる方がいいという私の主張を，敢然

として採用せられた文部当局には深い敬意を表する次第である。少くとも，過渡

期にはこの行き方も必要である。これからまた，社会科学自身も綜合性を以て中

間領域にも突入しうるのだと思う。

岸本学士の研究は,この意味に於ても尊重せらるべきである。多くの欠点と不

一（5）

⑤

●



～

完全さがあることと思う。協力者として私の能力と努力との足らない点もあるが，

未完成なところは，却って将来の完成の余地があることを示すのであって，長い

道中の一道標だけは果すことと信じておる。幸いに，小窪をとがめたもうことな
ャや

く，各方面の専門家の御誘披と御叱正とをお願いする次第である。

1952年3月

平井泰 太 郎

●

、

、
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第 一 部 總 論

第一章 經営機械の種類

第一節 計 算 機 械

1．計算機械の沿革

歴史上計算機械(Calculating Machine, Calculator, Rechenmaschine)の

最初の考案者はパスカル(Pascal, Blaise l623-1662)であるとせられている。

1641年のことであり当時彼は18才であった。オランダの王室よりパスカルに送っ

た賞状が保存せられている。尚これに先立って，対数の発見者たるネィピア

(Napier l550-1617)が｡｡Napier's bones ''と称せられる一種の計算器具を考

案している。

次にライプニィツ(Leibniz, Gottfried Wilhelm l646-1716)が加算を繰返

すことによって乗算を行ふ四則計算機を製作した｡ ･1671年に設計せられ1釣4年に

完成を見た。此の機賊は現存しているが，段付歯車を用ひ構造は現在の Mg rl2s

型の四則計算機と頗る類似している。然し乍ら材料が木材であった為歯車に所要

の精度を持たすことが出来ず，叉十進法の機構も不完全であった為，抵抗が集積

して円滑に動く所までは行かなかった様である。他に計算機の考案者として s

モーランド(1666), J.H・てユラア(1786), C・バベジ(1812), C.. X.トマス

(1820）等が挙げられる。何れも年吾は製作した年である。

。2．四則計算機の鰯

ライプニィツ以後，諸種の原理に基いて四則計算機が考案，改良，製作せられ

たが，今日大別して次の四種類とする。夫々数字の伝導機構及び計算機構の原理

が相異しているのである6

（1） ライプニィツ(Leibniz)型

段付歯車の原理によるものであり，これに属する有名なものは近時ブメリカに

於て非常に発達したモンロー(Monroe)式計算機であり，フ・レス作業により多

量生産せられている。

（2） オドナー(Ordoner)型
′

（13）′

伊



出入歯の原理によるものであり，我国のタイガー計算機はこの原理によるd

（3）、メルセデス・ユークリッド(Mercedes-Euklied)型

比例運動をなす挺子の原理による。

（4） ハーマン(Hamann)型
少 一

カム機構による歯車の噛合せの原理による。

何れも数字を置数装置に入れ，加減乗除をコントロールするキイを押す以外は

頭脳労働を必要とせず，大量の四則計算を自動的に，正確，迅速に行ふ。計算の

結果を回転数字窓に現すのみならず，その計算過程と結果とを印刷記録すること

が出来る。更に主軸をモーターで自動的に回転せしめた場合は，1分間に約400

回転即ち400回の計算を行い得る。但し乗算及び除算は，加算及び減算の繰返し

によって行はれるのであり，これをProgressive product methodと言ふ°

3.高等數學機械

四則計算機の計算機構の運動は不連続的である。即ち数字を窓に表示し或ひは

印刷を行ふ為に，機械は数字を正確に表示すべき位置に停止しなければならない。

この四則計算機の不連続的運動はバネのコントロール，カムの作用或ひは電気回

路の開閉によって行はれるのである。之に対して一般に高等数学機械の計算機構

の運動は連続的であり，尺度は連続的に移動する。従って読取られる数字は四則

計算機に於けるが如く正確な数値ではなくして近似値である。高等数学機械に属

する.ものにして現在使用せられているのは次の如きものである。

（1） 代数方程式求解機

(a)高次代数方程式求解機

(b)聯立代数方程式求解機

（2） 積分計算機械

i (a) プラニメーター(Planimater)
●

定積分の算定を行ふ機械であり，図上の平面面積の測定に用ひられる。

(b)インテグレーター(Integrator) "

能率面積計であり,胸恥侮“少“伽”の定積分の算定を行ふ。
(c)インテグラフ(Integraph)

不定積分の算定を行ふものであり，所与の曲線 〃=八発）の積分曲線 y=

I")IMm:のｸﾗﾌを機械的に画く。
(d)調和解析機(Harmonic Analyser)

？ （14）

、



／

●

函数の積の定積分'"(蕊)'(鯵)”の計算を行ふ。
(e)調和分析合成機

精密調和合成機

（3） 一般常微分方程式求解機(Differential Analyzer)

F(", y, "', y'',･････y") =0に万能の求解力を有する。

第二節 経 営 機 械

1．経営機械の意義

（1）．社会現象の計数的把握

前項に述べた各種計算機械の用途は多方面に互っている。自然科学の分野に於

ては観察若しくは実験の結果の計算，或ひは諸種の機械の設計に要する計算等，

研究及び応用の各方面に於て広く利用せられている。一方社会科学の分野に於て

は，人間社会生活の諸現象を計数的に把握する為の技術的手段として広く利用せ

られているのであるが，特に経済及び経営科学の領域に於ては国民経済的或ひは

個別経済的立場に基いて，経済諸現象を物量的若しくは貨幣数量的に把握する為

に使用せられるのである。即ち経営管理，統計，及び会計の技術的手段とせられ

ているのである。

近代国家の成立は統計技術の発達を必然ならしめ，濱本主義の発展は簿記会計

の進歩と必然的関聯の下にあった。特に資本主義社会に於ける経営規模の拡大及

び企業経営の合理化の進展は経営管理技術の高度化を要求し,叉大規模組織を有
する官庁に於ても経営管理の合理化の必要が叫ばれるに至ったのである。

（2）意志的組織的構成体としての経営

こ上に於て経営機械と称する場合の経営と言ふ言葉は極めて広い意味に於て用

ひるのであり，その外延は単に企業経営若しくは個別経済は止まらず一つの意志

的組織的構成体たる限りに於ては経済的課題を担ふと否とを問はず，叉社会的公

経営的性格のものたると企業的私経営的性格のものたるとを問はず一切を包含す

るものである。叉その内容は意志的組織的構成体の本質的なる活動に属する限り

・すべてを網羅するものであり，この意味に於て一般的用語に反し経営管理に止ら

ず統計，会計をも包摂するのである。従って経営機械とは一つの意志的組織的構

成体たる経営の技術的手段として用ひられる機械と称せられるものであり，一般

用語としては事務機械(O伍ce Machine, Business Machine, Biiroumaschine)

（15）
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と称せられるものであるが，特に経営機械と言ふ言葉を使用するのは，本稿に於

て取扱はんとするIBM Machine の如きがその規模に於ても機能に於ても叉能

率に於ても箸るしく高度のものであり，事務機械と言ふ従来の言葉と結び付いて

いる一般的通念との区別を明かにすることが必要であるからである。

（3）．経営の本質的機能の技術的手段

この広義の経営の技術的手段として用ひ‘られる機械と言っても多くのものが用

ひられているが，経営の本質的なる技術的手段として意志的組織的構成体の活動

の管理機能を果すものとして，経営体の活動を集中的に把握し且つ機動的に運営

せしめる機能を営む技術的手段に直接的に関聯するものに限定するのである。従

ってその間接的なる手段たる交通及び通信等の機械は包含しないのである。経営

の本質的撫旨と．して意志的組織的構成体の活動を集中的に把握し且つ機動的に運

営せしめる技術的手段とは具体的には記録, 計算，整理の技術的手段であり，従

って経営機械とは記録，計算，整理を行ふ機械である。従来IBM Machlneの

如き大規模高能率の事務機械は計録機械と称せられて来たが，計録機械とは計算，

記録を行ふ機械と言ふ意味であり，整理の機能を軽視しているが，後述する如く

最近に於ける機械の発達は特に整理の機能の機械化に於て箸るしく， この意味に

於て本稿に於ては経営機械と言ふ言葉を使用せんとするのである。

2. 事務労働の種類

（1） 事務労働の性質

かくして，こ上に言ふ経営の機械化とは計算，記録，整理に関する人間の労働，

即ち所謂事務労働を機械化，自動化せんとすることである。事務労働は一般に若

干の肉体的労働を伴ふところの精神的労働である。一切の人間労働は精神的労働

と肉体労働との結合であるが，事務労働の場合は一般の生産的労働と比較して相

対的な意味に於て精神的労働が優位を占めるのであり，且それに附随する肉体的

労働は概して比較的軽微なものである。精神的能力の中，記憶は一切の精神的労

働の基礎をなすが，判断と推理は意志的組織的構成体たる経営に於ては本来的に

は経営者の機能に属するのであるが，それが派生的に階層的に分与せられた意味

に於て広く事務労働の中に包含せられているのである。

（2） 記 録

記録に関する労働は記憶を伴ふ手記労働であり，労働手段としては一般にペン

が用ひられ，や坐進歩した形式としては複写，謄写等の方法が労働節約の為に用

（16）
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ひられる。記録は事務組織の系列よりして原初記録, 中間記録，最終記録に分た

れる。原初記録とは通常単位資料の作成であり，伝票，送り状，契約書，受取り

等の諸種の取引発生の証票．叉は統計に於ける調査票等経営体の活動及びその為

に必要なる実態把握の末端に於て行はれる記録である。最終記録とは経営者が経

営体の活動の運営の為に行ふべき判断，推理に必要なる資料として，原初記録よ

り要求に応じた様式に作成せられた報告書である。会計簿記に於ける決算報告書

即ち貸借対照表，損益計算書，財産目録，統計に於ける作表，各種一覧表等であ

る。中間記録とは原初記録と最終記録との間に於て随時必要に応じて作成せられ

る記録である。経営体の機動的運営の場合にはこれと逆の系列によって，先づ経

営者の判断が原初記録に移され,それが中間記録を経由して末端的指令が最終記
録として作成せられるのである。更にこの末端的指令の実施状況が原始記録とし

ﾞ..、 易 . - 『 ｡.'

て把握せられ，それが再び最終記録に作成せられるのである。この過程が同時的

に且つ連続的に繰返されることによって意志的組織的構成体たる経営は機動的に
ー j 了・ い‘血

運営せられて行くのである。

（3） 計 算

上述の原初記録より中間記録を経て最終記録が作成せられて行く過程に於て，

多くの場合計算が伴ふのである。計算に関する精神労働は特殊の熟練を要するの

である。最も単純な様式は筆算，暗算であるが，我国に於ては特に算盤技術が高

度の発達を遂げている。機能上計算事務には次の三種類のものがある。

(a)件 数 計 算 原初記録若しくは中間記録即ち伝票，カード，調査

票の枚数を計算することである。統計の単位盗料の整理にあたって計算労働の多

くはこの為に費される。

(b) 集 計(Accumulating) ･二枚以上の単位記録若しくは中間記録上

の同一種類の事項を表示する数字を計算することである。この場合計算は加算及
’._．、 5 －

ぴ減算を含む。一般に数量若しくは金額を表示する数字の集計であり，会計の分

野に於て特に多く行はれる計算労働である。

<c) 計 算（同一記録上の計算） 一枚の原初記録，中間記録或ひは最終

記録上に於て一般に異種類の事項を表示する数字を計尭することである。この場
一 ： ‐

合計算は四則計算の何れをも含む。例へぱ数量と単価を乗じて金額を算出し，又

金額に割引率を乗じて算出した割引額を更に元の金額より控除する等の計算であ

る。

（17）
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（4） 鑿 理

原初記録より最終記録に至る事務組織の系列の中には，極めて単純なものを除

いて必ず整理の過程が包まれている。整理は一定の質的な相異に基くべく組別

(qassincation)が盗料に関して行はれていることを前提とする。従って整理の

精神労働は判断を本質とするものである。整理事務には次の四種のものがある。

(a)分 類(Sorting) 原初記録或ひは中間記録を或る一定の質的相異に

基いて分類することである。例へぱ簿記に於て取引毎に作成した原初記録を勘定

科目別に分類し，或ひは貸方借方別に分類する等である。

(b)撰 別(Selecting) 原初記録或ひは中間記録に関して，所要の標識

に基いて特定のものを撰び出すことである。

(c) 照合せ(Matching) 二組の記録の突合せであり，多くの場合撰別と

相伴っている。

(d)組合せ(Merging) 或る一定の標識に基いて分類若しくは撰別した

資料を組合せて，復原若しくは分類のまま集合し資料の蒐集(nle)を組織的に

完成することである。

整理は多くの会計上の処理に見られる如く集計を行ふ前提として行はれること

もあり，叉統計上の処理に於ける如く資料の数の計量の前提として行はれること

もあり，叉計算とは無関係に単に分類した一覧表を作成する為に行はれることも

ある。整理事務の中心をなす判断の基準は組織上一定した原則に基くか，或ひは

随時経営者がなす判断に鰭ふかの何れかであって，一般事務労働には創造的な判

断は加へられない。但し経営者の機能を派生的に分担する限りに於てその余地が

残されている。

3．経営機械の種類

（1） 補助経営機械と独立経営機械との区別

意志的組織的構成体たる経営の活動の実態を把握し，それを機動的に運営する

経営の神経組織とも言ふべき事務組織は，上述の記録，計算，整理の諸種の機能

が有機的に結合し構成せられた原初記録より最終記録に至る一つの一貫した系列

を庫しているのである。経営の機械化とは従来この機能を担当していた諸種の事

務労働を機械化し自動化することである。初期に於ては事務労働が僅かに部分的

に機械化せられたに過ぎなかったが，今日に於ては経営機械の箸るしい発達の結

果原初記録より最終記録に至る殆んど全系列を機械化することが可能となるに至
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っているのである。勿論この様な一貫した機械化の行はれているのは，経営規模，

業種等より見てその条件に適った経営体に限られ，現実に於ては機械化の諸種の

程度のものが夫々の条件に応じて並存し且つ充分にその存在の意義を有している

のである。．

ここに於ては機械化以前の事務組織の様式をとりつつ，部分的に事務労働を機

械化している場合に用ひられる機械を補助経営機械と言ひ，一つの事務組織の系

列が一貫して殆んど機械化せられるに至っている場合，即ち機械化様式を原則と

する機械を独立経営機械と称する。勿論同一経営体に於て数系列の事務組織が存
、 。

在する場合,一部を機械化し他の機械化に適せざるものに関しては補助機械を用

ひることは一般に行はれている所である。

（2） 補助経営機械

補助経営機械の主要なものは記録労働を機械化したタイプ．ライター，及び計算

労働を機械化した計算機である。

(a)タイプ・ライタ- (Typewriter)

文字及び数字の記録を機械により行ふのであるが，この場合手記労働はキィ

(Key)を識別して押す馨作に変る。手記作業に比較して，迅速なること，記録
が鮮明なること，複写が容易なること等に於て優っている。英文タイプライター

ではRemington, Underwmd, Smith等が有名である。筒タイプライターに簡

単な計算機を装備したものがあり，この種のものはRemington製のものが有名

である。

(b)計算機(Calculator) .

集計計算及び同一記録上の計算が行はれる。これにより計算が迅速化，正確化

せられるのであるが,計算機の多くは計算の経過及び結果即ち累計(Progressive

'Ibtal)及び合計(Grand Tbtal)を記録する印刷機構を具へており，計算の正

否を明かにする記録を作製･し得る便利がある。

一般の四則計算機の外に，特に事務用機械として計算機構を必要に応じて分割

し，同時に印刷機構が諸種の書式に直接記録し得る様に考案せられたものがある。

叉タイプ・ライターが装備せられて計算を行ひつつ同時に文字をも記録するものも

あり，更に集計計算と同一記録上の計算が同時に行はれる如き機械もある。この

様に複雑な機構は特定の目的に専用の機械として用ひんが為に考案せられたもの

であ‘り，会計機(Accounting Machine),計算書作成機(Billing Machine)
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等が代表的なものである。

此の様な特定の目的の為に考案し改良せられた計算機は記録の機能をも兼ね〉

又必要に応じて簡単な整理機能をも営むものであり，次第に独立経営機械に近づ

いて行くのである。これに対して一般のタダフ．ライター及び計算機は最も単純な

ものであるが，その為に却って用途が限定せられず融通性が大きく，如何なる仕

事の為にも臨機に用ひられ得るのである。

（3） 独立経営機械

一系列の経営事務組織を原初記録より最終記録に至る迄一貫して記録，計算,

整理の機能を機械化するものである。これには#目反する二つの系統がある，即ち‐
単能式機械として発達せる金銭登録機と万能式機械として発達せるパンチカード

方式(Punched Card Method)である。

(a) 金銭登録機(Cash Register)

前項に於て述べた特定の目的の為に考案し改良せられた計算機が，完全に単鰐

式機械に迄発達したものが金銭登録機である。従って金銭登録機に於ては特定の

目的の為にのみ用ひられる様に，計算，記録機構が作られ，整理機能も完全に固

定した様式に製作せられている｡．即ち鍵(Key)の配置，計算機構，印刷機構の‘
･

何れも特定の種類の業務の事務を行ふ為に設計せられているのである。例へぼ
催

Banking Machineに於ては，計算せられる数字に対するKeyの外に日附の為

のKeyが設けられてあり，計算機構は預金と払出しに区別せられ，且つ繰越残

高との加減が自動的に行はれ, 其の経過及び結果を日記帳，元帳，預金帳の三つ、

の帳簿及び通帳に同時に記録するのである。更に日記合計は預金の種類別に自動

的に計算機構中に集計せられ，必要なる時期に特別の鍵により此の合計を記録し〉

合計監査を行ひ得るのである。かく原初記録より， 中間記録，整理，計算，及び

最終記録に至る迄のすべての機能が一貫して，一つの機械の中に於て機械化せら､

れているのである。

此の様にして金銭登録機に於ては単に計算，記録の事務労働が機械化により迅

速化，正確化せられ，或ひは帳簿及び通帳の同時的なる鮮明な印刷により事務労

働が減少せしめられるに止まらず，不正行為の危険が防止せられ，更に重要なる

計数報告の監督，保護が行はれ得るのである。叉従来見られなかった判断を伴ふ

整理労働の機械化が実現せられた結果，事務労働が極めて単純化せられ，従って

担当者は専問的知識及び熟練を要求せられること少く，労力，及び経費の節約が

（20）



行はれ得るのである。

然し乍らCash Registerは単一の機械である故，複雑なる事務組織に対して

Iま自から限界があり，且つ機構が固定せられている為に弾力性に完全に欠如して

おり，事務組織の変化に適合することが全く出来ないのである。然し乍ら其の故

にこそ取扱が簡単となり，事務労働が単純化せられ，未熟練事務労働者にても操

作し得るのである。

此の種の機械は主にプメリカのNational Cash Register Companyで製作せ

られ, 標準型として次の如き種類のものがある。

1,900号式

郵税機，約束郵便用，郵便切手自動発行用，現金収納登録印刷用，諾税・手数

料収納用 ‘ 、

2,000号式

1．一定書式会計用, 諸税金収納・月賦販売業用，家屋土地会社・貸附業用

2． ホテル・病院・倶楽部用

3．貯蓄銀行・特別当座預金・郵便貯金・記帳会計機

4．（30個の部別分類合計器付）官衙予算．歳出入計算用，鉄道・船舶・保険

・鉱業・製造会社用

5．百貨店・小売卸売商店用，商品・店員能率・売上統制用

6．陸海軍酒保集会所用会計機，消費・購買組合用

7．計算書作成機，小切手・証券・支払証用，給与計算用

3,000号式

1．タイプ．ライター附一般会計記帳用，諸計算・請求書作製用，貿易業用

2．電気・瓦斯・水道料金並に各種保険料領収書作成用

3．特殊摘要釦付（2ケ所異なる日附自動印刷） ，

銀行・信託・無尽会社並に証券業用

4．タイプ°ライター附

統計･原価計算・賃銀計算用，製造会社・問屋・鉄道・船舶業用
涯

(b) パンチカード式経営機械(Punched Card Method, Ipchkartensystem,

Lochkartenmachinen, I"hkartenverfahren)

Punched Card Methodに於げる経営機械は独立経営機械として，原初記録

を機械のKeyに伝達してより最終記録が作成せられる迄一貫して事務作業が機
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核化せられている点に於てC3sh Registerと同様であるが，その機械化構成の

原理に於ては全く正反対である。即ちCash Registerに於ては業務の種類に応

じて機械が分化し,､一の系列の経営事務に関しては何処迄も一個の機械であり，

機械が純粋に単能式であるのに対して, Punched Card Methodに於ては, 原

則として機械は機械化さるべき事務労動の種類に応じて分化し，機械は全く多龍

式である。従って若干の種類を異にする機械を目的に応じて組合はせ，数種の機

械の有機的結合即ちsystem (組織）を構成することにより初めて所与の目的の

為に用ひることが出来るのである。勿論Cash Register の場合とは異り，一の

systelnを構成する機械を相互に結合する為には人間の労働を必要とするのであ

る。然し乍らCash Registerに於て完全に失はれていた仕事の変化に即応する

弾力性(fexibility)に関しては, systern の巧みな運用によりこれを充分に発

揮することが出来るのである。

此処に於て諸種の機械の有機的結合であるsystexn の構成を設計し，その運

用を機動的に管理すると言ふ全く従来に見られなかった新しい精神的労働が出現

するに至ったるのである。恰も交響楽に於て諸種の楽器を有機的に結合して最大

の芸術的効果を発揮せんとする作曲者と指揮者の仕事を兼ねたものであり，更に

機に臨んでsystern を変更し，編成し直し，機動的に運用しなければならない‐

のである。正にこのsysteln を編成し，これを機動的に運用して行く機能こそ，

Punched Card Methodによる経営管理の中枢であると言はなければならない。

X Cash Registerに於ては原初記録より最終記録迄一個の機械の内で行はれ

る故，計算，記録，整理の作業はすべてその機械の機構の内部に於て伝達せれ

て行くのであるが, Punched Card Methodに於ては各作業が機械別に分化し

ている故，一のsystexn を構成する各機械の間を一貫して結合する基礎的記録

として統一せられた様式のCardが用ひられるのである。このcardは機械化せ

られざる帳簿組織に於ける伝票に類似するものであるが，記録事項(Informa-

tion)はペンによって記入せられずして, punch (lochen)せられる故，これを

Punched Card (Lochkart)と称し，此の経営技術の様式を Punched Card

Method (Lochkartensystem, Lochkartenverfahren)と言ふのである｡Card

は45若しくは80行で各行には9，8，7，．….･3,2,1,0,11,12,の12のpunch position

がある。標準型Cardのザイズは縦3%,横7%である。此の点に於て従来の

経営事務技術と全く異った原理に立つのである｡ faCard上にpunchせられる

（22）
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記載事項は，数字と英字とであるが，英字は同一行の二つの数字を組合すことに

よって表示せられる。英字式の鯛青を具へていない機械に於ては数字のみが表示

せられる故，数字でない事項は数字暗号･ ("de)により表示せられねばならない。

Punched Card Methodは構造上の原理の相異よりPowers式とHollerith

式の二種類に分たれる。

(c) Powers式経営機械(RR式）

(i) 特 徴

James Powersが1907年に完成したものである｡ 1910年に於けるアメリカの

第12回国勢調査に使用する為に時の国勢調査局長ノース氏に迎へられて，既に用

ひられていたHollerith式機械を基礎として考案せられた。其の後Remington

Rand会社によって製作せられ一時Hollerith式機械を凌ぐ普及を見た｡ Powers

式統計機（経営機械）の機構の原理は一般計算機に見られる歯車の原理の外, 写

真のシャッタ －(shutter)の如き針金による遅鍾ｶの伝達装置である｡ 後者の原

理がWwerS式の特徴であり, Hollerith式の電気式と称せられるに対して機

械式と言はれる所以である。Cardは原則として45行である。

mwers式経営機械は次の三種類の機械よりなる。

(ii) Slide Punch (Key-set gang Punch,二期式､Punch)

原初記録及び複写記録を行ふ機械であるo cardへのpunchは二種類の操作

によって行はれる。第一期に於てはkey-setが行はれる。即ち9,より0, 11,

12の12個のkeyを所要の事項を表示すべき数字の順に押すと，第1行より第

45行に至るまで1行づつ, punch dieの上部構造の中の45行，各行12個のpunch

(穿孔針）の中, keyが押された残のpositimlに当たるpunchに, keyより

伝はる針金が作用してそのpunchは下げられsetせられるのである。第二期に

於てStart Keyを押すとxnotorの作用により，前方に位置するCard Feed jg

り1枚のcardが表を上に向け上部即ち12の側を先にしてpunch dieの中に送

り込まれ，そこに於て1度に所要のpunchが行はれ，次の瞬間には後方に位置

するCard Stackerの中へ排出せられるのであるo Gang-punching即ち同一

punchを多数のcardに行はんが為には, key-setしたまま所要のkeyを押す

と連続的にcardがpunchせられるのである。続いて異った事項をpunchせ

んとする場合は，前のkey-setを抹消して新たに所要の事項をkey-setするの

である。1枚づつ相異せる事項をpunchせんとする場合は,後述するHolleri-

（認）

■



一

th式のkey punchに比較して能率的であるとは言ひ得ないが，全部のgang ･

punchingは勿論，一部をgang-punchingし他の部分をhand-punchingせん

とする場合には, Powers式の方が有利である。叉key-set中の誤りに気付い

た場合にはcardを無駄にすることなく訂正することが出来る。

(iii) Horizontal Sorting Machine (水平式分類機）

整理特に分類の機能を営むものである。punchせられたcardを一度に1行
’ 1

に関してそのpunchの位置によって9-0, 11, 12及びpunchなき場合は
！）

Rejectの13のpocketに分類するのである。若し3桁の事項に関して分類せん

とするならば,三回機械を通過せしめればよいのであるoInotorにより作動せら

れるcard knifeの往復運動によりcard feedより1枚づつ機械中に送り込ま

れるcardは，先づReading positionに於て一瞬間停止する。その時12本の

針が下って来るがj針はspringにより調節せられている故, punchの孔のな

い場合は紙の抵抗によって留るが, punChの箇所に当った針は孔を通して，下

部構造にその先端を有つ針金に触れ，それを押すのである。押された針金によっ

て運動が伝達せられて, pocketの蓋が押し上げられる。かくてcardは読取ら

れたpunchのpmitionに該当するpocketに収容せられるのである｡特に全

体の分類を崩すことなく特定のcardを撰別せんとする場合には，不要の針を働

かない様にsetすることにより目的が達せられる。叉Card countingの機構を

装備せる機械に於ては，分類せられて各pocketに収容せられたcardの枚数

が直ちにcounterの窓に表示せられる故，単純なる統計資料の計量はこの数字

を読み取ることによって行はれるのである。速度は1分間に350～4側枚であり，

Sorterに関してはHollerith式のものに比較して遜色はない。

(iv) Printing Tabulator (製表機） 〆

・集計計算及び最終記録を行ふ機械である。cardが機械の下部のReading Unit

を通過する時punchせられた数字が読み取られるのであるが, Tabulatorの

Reading unitに於ては45行の各/々に12本の針が設けられている故, cardが

一度機械を通過する間にcard上のすべてのpunchが読み取られるのである。

cardより読み取られた数字は機械の上部の計算機構に於て集計せられ, 同時幅

1枚毎或ひは合計のみが最終記録と-して製表せられるのである。

上述の三種類の機械の外，近年Visible Key Punch, Typewriter Key Punch,

Alphabetical Punch, Multiple Translatar等が設計せられている。

（理）
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(v) 欠 点

Powers式経営機械は其の機構が全く機械的伝達装置に依存している故，一つ

の機械の中に於ける機構の配置には限度があり，機構の構成上高度の発達は望ま

れないのである。此の点に関してHollerith式は電気的伝導装置である故，電

気回路に依て機構の各部分が自由に結合せられ，従って附加的機構が容易に装備

せられ，諸種の応用上の要求に相応じて発達を遂げた為, mwers式は競争に後

れ，現在に於ては利用の割合はHollerith式の85%に対して15%の程度に減少

している。

" Remingten Rand会社は其後Powers式機械の改良に努力し，今日カードは1枚

に4野ﾃ2段即ち90行となり，次に掲げる機械が紹介せられている。

連動式穿孔機，自動検孔機，重複カード検出機,穿孔雛訳機，乗算穿孔作表機，宛名
P . ･曾忌 ・・'

印刷機，総括穿孔機附製表機，アルチステーヂセレクタ附製表機,印画間隔自動補正装

置附製表機,再製機多能調合再製機多能照合調合再製機。

Hollerith式機械との比較に就ては両式の最近の機械の発達を考慮し,稿を改めて検

討し度いが,最も重大な問題点は個々の機械の性能の比較よりも寧ろ，原理的に一方が

機械式であるに対し他方が電気式であるところより来る両者を組織の性格の相違にある。

(d) Hollerith式(IBM式，或ひはWatson式）経営機械

1890年Dr・Hollerithにより考案せられた。其の後International Business
， J

Machines Cooperationにより製作せられる様になったのでIBM式とも言は

れ，叉同会社の社長Watsonの名をとりWatson式とも言はれる。前項に於て
1 .. ｡ L

述べた如くPOwers式機械がその機構上の制限より発達の限界に達した為，一

時mwers式機械に凌駕せられていたHollerith式機械は機構の改良，新種の

装置及び機械の考案等により目覚しい発達を遂げたのである。現在に於ては各業

種に於て経営技術を一貫して機械化し得る程度に迄至り，略従来の原理に基く発

達の限界に迄達し，更に巨人計算機の出現，弱電原理の利用等新しい原理の採用

により，経営及び計算技術に関する劃期的なる発展を遂げんとしているのである。

他に追随を許さない最も高度化せられた経営機械として，本研究はHollerith式

機械による経営技術を主題とするのである。

Hollerith式機械の原理は一般計算機の歯車の組合せよりなる機械的構造に加

へるに，電気的原理を極めて有効に利用しているのである。採用せられている主

な電気的原理はmagnet, selebtor, commutator, emitter, holding circuit等

である。此の様に電気的原理が巧みに利用せられる為に，機域内に於て諸種の機

（25）
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の間に縦横に運動が伝達せられ得るのである｡従って機械の性能は著るしく発達

し，一機械の内部に於て諸種の機能の結合が自由に行はれるのみならず，更に多

数機械の結合により，経営技術の高度の機能及び能率が発揮せられるのである。

即ち最も簡単なる計算，記録の機構，及び機械的電気的原理が意のま上に結合せ

られ，複雑なる経営事務組織を構成し，事務系列の一貫した機械化により，鬼大

なる経営事務の量が迅速，正確に処理せられるのである。

かくHollerith式経営機械の構成は，最下部に於て最も単純なる諸種の機械

的電気的原理が基礎となるのであり，それが組合さって一定の機能を営む機構が

出来上り，次に若干の機構が組合さって一つの機械が出来上るのである。更に各

種の機械が有機的に結合して,一つの目的を達成する事務系列としてsystem (組

織）に編成せられるのである。この様にsystexn の編成を下部より制約するも

のは究極に於て工学研究の発達に基く技術的手段の発展であるが，更にsystem

を上部より制約するものは応用面より来る経営技術に対する要求である。更にそ

れとの関聯に於て経営機械自体の研究が応用面に於ける他の社会諸科学と密接な

関聯を持つに至るのである。後述する如く，経営機械に対する経営学的研究の焦

点はsystexn の編成と運用即ち組織に関する研究にある。特に事務系列の一貫

した機械化が実現せられた今日に於ては，組織に関する研究は実際的にも極めて

重要なるものであると言はねばならない。

次に我々は，原理，機構，機械，組織，応用，研究の六つの階層的関聯に於て，

Hollerith式経営機械が今日迄如何なる発達の過程を歩いて来たか，叉将来に対

して如何なる展望を有するかに就いて考察することにしたい。

●

第二章 Punched Card Methodの系統的発達

1890年に発明せられてより今日に至る迄のj約60年間の発達の趣呈を次の6期

に分つ。各期の区間は勿論嚴密な意味のものではない。第1期，揺篭期1890-

19“，第2期，実用化期1900-1920,第3期，普及期1920-1930,第4期，発展

期1930-19401第5期，完成期1940-1945,第6期，再発展期1945-

第一節 第1期，揺篭期（18帥-1900）

1．応用及び研究

（26）



前述せる如くPunched Card Meth"の最初の考案は,1890年（明治23年）

ブメリカに於てドイツ系市民 Dr,Hollerithによってなされたのである。当時

のアメリカに於ては10年毎に国勢調査(Census)､が行はれていたが，旧来の方法

によれば調査を行ってよりその盗料の蒐集を完了する迄に7年半を要しており，

残りの2年半乃至3年間で次の調査の準備をす．ることになっていた。この様な事

情であったが為に，国勢調査の結果集計し算出せられた資料は7年以上の遅れが

あり，漸新な実状を知るには甚だ遠いものであった。為にアメリカの統計局

(Bureau Of Census)は1”0年の第10回Censusに対して，能率的な統計法を広

く世界に募集した。これに応募したものの中より, Dr. HollerithのPunched
Card Methodが採用せられたのである。

この最初の機械はCensus Tabulamrと言はれるものであり，この機械の採

用の結果，以前に7年半を要した集計期間は2年半に短縮せられ，経費に於ては

500万弗の節減となったのである。この機械は第10回Censusに実際に用ひられ

るに先立って試験的にパルチモプー市(City of Baltimore)の死亡統計(mor-

tality statistics)の為に用ひられた。その他Bureau M Vital Statistics of

New Jersy及びBoard of Health of New Yorkに於て使用せられ成功を納

めた。同じく1890年オーストリブ・ハンガリー政府が人口調査の為に採用したが，

その機械は同国の電気技師シュブラーがDr. Hollerithと協議し改良を加へた

ものであった。続いて1896年フランスに於ける職業調査,1W7年ロシアに於ける

第一回人口調査，1900年に於けるアメリカ及びオーストリア・ハンガリーに於け

る国勢調査に用ひられ，その能率的な効果を示したのであった。この様に揺篭期

に於ける応用面は全く統計の分野に於てのみであり，その研究に関心を示したの

は統計実務家及び電気技術であった。

2．原理，機構及び機械

この期間に出現した機械はPunch及びCensus Tabulator, Integrating Ta-

bulator, AummatiC Feeding Tabulamrの三種のTabulatorであったo'Ia･

bulamrは資料の枚数計算及び集計計算を行ふと共に，簡単な分類の機能をも併

せ行ふものであった。この様な程度の機械の段階に於ては,組織の編成はPunch
e

とTabulamrの結合以外にはなく，重要な意味を持つに至っていないのである。

尚この機械は電気機械としては比較的旧く，直流モーターと略同時代の発明であ

るc・

（27）
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( 1 ) Census Tabulator

この機械は二つの機構即ちReading unitと，計算機構即ちCOunterとより

構成せられて いる｡ Reading unit lX cardのpunchを読み取る装置であるが，

前述せる mwers式のTabulatorのReadind unitがこれと類似の構造であ

る。機械の前面に水平にcardと同型にしてcard上の45行各12のpUnch po-

sitionに応ずる孔のある盤があり，その上にcardを置いてleverを手で押す

と，上から45×12の孔に応ずる針が降りて来る。Powers式機械に於て説明した

のと同様に針はspringにより調節せられている故, card上にpunchのない

場合は紙の抵抗で止るが, punchのある場合cardのpunchを通過して下の盤

の孔の中に入るのである。盤の下部にはPowerも式の機構と相異して水銀を満

した台が各孔毎に具へられてあり，針は水銀の中に浸されるのである。針と水銀

とが触れることにより電気回路(circuit)が結成せられ, card上のpunChは

その行(column)と位置(position)が電流(impulse)によって読み取られる

のである。

Counterは機械の上部に4段10列に配置せられた，時計の如く目盛と針とを

具へた円盤である。その円盤の脊後にはInagnetが取り付けられてあり，その

xnagnetはそれぞれReading unitに於ける針と水銀台とによって結成せられ

るcircUitと接続しているのである。card上のpunchが読み取られる度毎に

circuitが作られ, impulseが通じて Xnagnetを働かせ，そのXnagnetの作用

により円盤上の針が1目盛進むのである。かくして一度に40の事項に関して，そ

れを区別して, cardの枚数を計算することが出来るのである。

この機械の機能には次の如き大きな欠点が免がれなかった。

(a) Cardの送り込み及び排出が手動式である故，速度が極めて遅いこと。即

ち熟練者の手によって1分間に’50-80枚であった。(b)単に事項別にcardの

枚数を計算するに過ぎず, card上の数字を集計し得ないこと｡ (c) COunterが

各々独立しており，繰上げが出来ないことである。

( 2 ) Integrating Tabulator

Census Tabulamrの欠点(b)及び(c)を改良したものである｡ Reading
lj

unitはそのままであるが，計算機構及び数字の伝達の原理に新しい考案が加へ

られたのである。即ちAdding Counterと Timingによる数字の表示及び伝

達の原理であり，特にTimingの原理はHollerith式経営機械の最も基本的な

（認）
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原理をなすものである。

(a) Counterの機構

先づmunter wheelは今日一般に見られる計算機のCounter wheelと同様

に10のmsitionを持つ。従って例へぱ1が加はる場合には1 position前進即

ち淵0回転し，5が加はる場合には5 position前進即ち910回転するのであり，

10 msition前進即ち1回転し終る毎に繰上げ(carry over)が行はれ,1桁上

位の隣りのCounter wheelを1 position前進せしめるのである｡

計算機構に於てはCounter wheelは各々平均に配列せられ，数個の･ munter

wheelが結合して一つのCounterを構成する。通常一つのCounterは8桁よ

り成り，更に1桁の繰上げのWheeIを具へている｡ Counterに表示せられた数

字は一般計算機に於ける如く，窓より読象取られるのである。このCounterの

構造は今日に於ても，405型のものを除いてすべてのCOunterの基本をなすもの

である。

(b) Timingの原理

Census Tabulatorに於ける如く単にcardの枚数を計算するのでなくして，

cardのpunchによって表示せられた数を計算せんが為には，その数即ち同一

行上のmsitionの相異を読み取り，劃一的に眉盛を1つ進めるのではなくして,

例へぱ5が読み取られた場合には目盛を5つ進める様に考案せられなければなら

ないのである｡ Powers式に於ては数字の伝達構造たる針金の屈折の角度の相異
によりmmterの回転が調節せられるのであるが, Hollerith式に於てはm-

unterの rnagnetに伝達せられるimpulseの時間的相異により調節せられる．

のである。

この為にReading unitに於て，各桁毎に10本の読み取針によって読み取ら、

れた数字を, timingの差に変更する装置が考案せられたのである。然し乍らこ

の装置は極めて過渡的なるものであり， 直ちに次のAutomatic Card Feeding
，

Tabulatorに於て改良せられるのである。叉timingの相異により区別せられ．

てimpulseにより伝達せられた数字が，如何にてCounterに伝へられるかに

関しては，便宜上次の機械に於て説明する。

( 3 ) Automatic Card Feeding Tabulator

Census Tabulamrの欠点の(a)を改良したものである｡ Reading unitを

全く新しい原理に基いて改良し，同時にcardは一枚一枚手で出し入れするので

（”）



はなく，自動的且継続的に機械の中に送り込まれ(feeding),排出せられ(eje.

cting)るのである。

(a) Automatic Card Feedingの機構

card送込機構(Card Feed)に置かれた多数のcardは，上下に往復運動す

るPicker-knifeにより一枚づつ機械の中に送り込まれ，更にrollにより下方

へと進められるのである。cardを正確に一枚づつ送り込む為には，機械のこの

部分の調達は相当精密なることが要求せられる。モーターによりこの機構を作動

する場合は，1分間に約150枚の速度であるo cardはReading unitを通過し

て,Card収容装置(Card Stacker)の中に納められるoHollerith式経営機械

のCard feedの構造は原理的にはすべてこれと同様であるが，帥型mrter等

に於ける如く水平式のものと,4-S型Tabulamrに至る迄の各種Tabulator

に於ける如く垂直式のものとがある。一般に水平式の場合の方がCard feeding

の速度が大である。

(b) Reading Brushの原理

Reading unitに於ける重要なる改良はReading brushの採用である。この

reading brushによる= ､unchの読み取りは前述のtimingによる数の表示と

相俟って, Hollerith式経営機械の最も基本的なる原理となすのである。これ迄

1行に対して10-12本の読取針が用ひられていたが, reading brushは1行に

対して1本備へられているのである｡ card feedより送り込まれたcardは，

reading unitに於て従来の如く一且停止することなく, brushとrollの間を

通過する。この場合cardにpunchがある場合，その孔を通じてbrushとroll

とは瞬間的に接触して, circuitcを作り, impulseを送るのである｡ card iX

裏面向けに（表面をfeeding knifeに当てて）下部即ち9のpositionを先にし

て機械中に送り込まれる故, Reading position即ちbrushとrollの接触点を

最初に通過するのは9のposidonであり，続いて8,7,6……1, 0, 11, 12の

positionが通過するのである。この様にしてimpulseのtimingの相異が，

読み取られた数を表示するのである。

(c) Addingの原理

一方計算機構に於ては, counter wheelを貫くshaftが, cardがreading

br''shの位置に差し掛ると共に回転を始める。而しcounterwheelはclutch

が作用しない限りは, shaftが回転しても静止している。このclutchはclutch
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1nagnetの作用によってcounter wheelに噛合ってshaftの回転をcounter

wheelに伝へるのである。しかして, clutch magnetはbrushと.rOllとの

接触によって結成せられるcircuitと接属しているのである。要するにcard上

のpunchをbrushが読み取った場合，そのimpulseはclutch magnetに伝

達せられ, clutchが働いてcOUnter wheelが回転するのである。 clutchは

shaftが一回転し終った時,自動的に外れcounter wheelは回転を止めるので

ある。

例へぱcard上の7のpunchがbrushによって読み取られたとするo 9,8

の2つのposidonに対してはcounter wheelは静止しているo7のpunch

がbrnghにより読み取られた瞬間, impulseがclutch magnetに働いて，

Clutchはcounter wheelに噛合ってshaftの回転をcounter wheelに伝へ

る。counter wheelが7,6,5……1の7 position回転して後, clutchが自

動的に外れてcOunter wheelは停止するのである。この様にして加算が行はれ

るのである。このAddingの原理はHollerith式経営機械の計算機能の基本的

原理をなすのである。

（4） 基本的原理の確立

この揺篭期に於ては，使用せられた機械は甚だ素朴なものではあったが，この

時に確立せられた, Timingの原理, Addingの原理, Aummatic Card Feeding

の機構, Reading Bmshの機構, Counterの機構は, Hollerith式経営棚戒の

最も基本的なる原理,機構であり，その後第5期の完成期に至る迄は，これらの

原理，キ謝背を基礎として更に諸々の考案が附加せられて発達を遂げたのであり，

第6期の再発展期に至って初めて，基本的原理，雛に対しても根本的な変更が

加へられるに至ったのである。

第二節 第2期，実用化期（1900-19別）

1，應用及び研究

揺篭期に於ける試行時代を経て, Hollerith式経営機械は1900年（明治33年）

頃より愈盈実用化時代に入るのである。アメリカに於ける第11回Censusの終

り頃1920年にDr.Hollerithは更にTabulamrに改良を加へ，単に国勢調査に

止まらず，広く各種の統計に用ひられるに至ったのである。即ち New york

Centralの貨物統計，及びペンシルバニア鉄道の輸送統計等の諸種の統諦こ用ひ
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られた。

この期間には，Punch及びTabulatorの改良の外にType 80 Horizontai

"rter (分類機）が考案せられ，不完全乍らも基本的機械の組織の構成が完成せ

られるに至ったのである。特にSorterの出現により，一つの単位記録を諸種の

観点より迅速に，繰り返し分類することが可能となり，統計資料の多面的把握が

容易となったのである。要するにこの期間に於ては，応用は殆んど統計の領域に

限られ，従って機械に関する研究も統計研究の分野に包含せられ，機械は専ら統

計機械と呼称せられていたのである。

筒前述せる如く此の期間中1907年（明治40年)，1910年の第12回Censusに対

して，ノース統計局長指導の下にJames Powersの考案によるPowers式機

械が用いられるに至ったのである｡ PowerS式機械はSorterに於て特に能率高

く｡ X Tabulatorは単純な集計計算に適しており，従って通常比較的単純な機

械と簡単な組織の下に行はれる統計事務に対しては適当しており，製作費の低廉

なることと相俟って特にこの期間に箸るしい発達を遂げたのである。

2，原理 機構及び機械

この期間に考案せられた機械は，原初記録に関するものとしてはType l Me-

chanical Key Punch, Type ll Electric Key Punch, Type 51 Mechanical

Verifierであり，計算に関するものとしてはType 90-92 Tabulatorであり，

整理に関するものとしてはType 80 Horizontal Sorterである。

( 1 ) Punch及びVeri6er

(a) Type l Mechanical Key Punchは構造上，現在使用せられている各

種のPunchの基本となるものである｡ Card rackによって機械中に拝入れら

れたcardは, Punch dieを第1行より始まって次第に最終行に達する迄通過

吻する｡ punch dieを通過する際,keyを押す運動が挺子の原理によりpunch

に伝はり，所要のpositionに孔が明けられるのである。12のkeyは3列に配

置せられてあり，熟練によってTypewriterよりも迅速に操作が行はれる｡12

のpositionに対するkeyの外，行を明ける作用をするSpace key,行を飛ば

す作用をするRelease keyが設けられてある。

(b) Type ll Electric Key Punchに於ては．card に孔を明ける力は

Xnagnetの作用によって加へられ, keyはpunch (穿孔針）への力の伝達機構

のcontrolと, Inagnetへのcircuitを結成する作用を営むのである。
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(c) Type 51 Mechanical Verifierは間接的に原初記録の作成の機能を果

すものである。即ちPunChによって作成せられたcardのpunchの正誤を検

査する機械である｡構造上殆んどType l Mechanical Key Punchと同様で

あるが, punch(穿孔針）は先端を鈍くせられ，且つ根元はspringで調節せら

れている。punchせられたcardに対して再びVerinerによって同様のkey

の操作を行った場合,正しい場合はcardは前進するが, miss punchの場合は

機械は停止するのである。

( 2 ) Tabulator

(a) Type 90 Electric Tabulator .及び Type 91 Veritical TabUlator
◆●

前期間に於けるTabulatorは何れもReading unitとCounterとの間の配

線が固定しており，仕事の変化に応ずる弾力性に欠除していた。この欠点を除く

為, Type卯に於ては各counterにswitchを設け，内部のcircuitの開閉に

よって不用のcounterを働かない様に考案したものであるo Type 91はcoun‐

terを縦に配置したものであるが，この様な配置は後にはType297に至る迄行
はれなくなった｡ Type90及び91の欠点は, cardの桁に対満するbmshと

counterとを任意に接続することが出来ない点にある。此の様な仕事の内容の変

化に即応する機構の弾力性(flexibility)は，次に記すplugboardの考案によ

って始めて達成せられたのである。

(b) Type 92 Tabulator

この機械に於て新らしく考案せられた原理及び機構は(i) Plugboard (ii)

Group lndicator (iii) Automatic Resetである。

(i) Plugboardの原理

Type 90及び91に於ける欠点である, reading brushとcounterとの接属

に於けるHexibilityの不完全さは, plugboardの考案によって全く除去される

に至った｡ Plugboardは最初機械の裏面下部に装備せられていたが，後に前面

下部に移された。電話のSwitchboardの原理を応用したものである。PlUgboa-

erdの上半部には45-80のcardの行に対応するreading brushよりのoutlet

hud(電流排出孔）が，各3個づつのCOmmon hubとして配列せられてあり，

下部には3-5個のcounterへのinlet hub (電流導入孔）が各々8個づつ配置

せられてある｡このoutlet hubとinlet hubとを任意にplugwireで繋ぐ謬こ

とにより，従来の機械に於てはbrushよりcounterへ直接に流れていた電流を，
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plugwireを通じて間接に流すcircuitを作るのである。重要なことはこの場合，

br'1shとcounterとの間の接続を意の儘に行ふことが出来ることである。叉仕

事の内容の変化に応じて直ちにpluggingを変更することにより，弾力性のある

作業を行ひ得るのであるo

reading brushよりのoutlet hUbが3つのcommon hubとなっているた

め，1つの事項を3つのcounterで同時に集計することが出来る。即ち後述の

Reset Mechanismと結合(combiuation)することにより, minor (小計),

intermediate (中計), major (大計）と3段にtotalをと ることが出来るので

｡． ある。counterへのinlet hUbの左端に配置せられてある2のc､c (card cou･

nting) hubはcardの枚数を勘定するためのものであり，ここよりcardが1

枚feedせられる度に1のimplUlseがoutletせられる故に，これを所要の

counterにplugすれば，そのcunterにcardの枚数が表示せられるのであ

る。

Type90及び91に於けるswitchによる不完全なcounterのcontrolが，
O

Type 92に至ってplugboardによる高度の弾力性を有った controlに変った

ことは, Hollerith式機械の発達の一般的傾向として，不完全なswitChによ

るcontrolが，弾力性を有ったplugging (配線）によるcontrolへと移り行

くことを示しているo X Pluggingとは本来的には，一つの機械を構成する諸種

の機構を結合(combination)し，或ひはその結合の仕方をcontrolするもので

．あり，更に諸種の機械を一定の目的のために，一つの事務系列として有機的に結

合するものがsystexn である故, Hollerith式経営機械に基くPunched Card

Methodによる経営管理の技術的手段は，機構今機械今組織の順にplugging及

び組織編成によって結合し，構成せられて行くのである。

(ii)℃roup Indicator

card上の諸事項の中には，工場番，部門名の如く項目表示の意味を有つもの

がある。これらのものはcounter中に表示せられるだけであり，集計せられる
噂

必要がない故，各groupのarst cardの桑よりaddingを行いg･後に続く

cardが読取られる時には, adding circuitを切断しておかなければならない。

この機能をGroup Indicationと言ひ，その機構をGroup lndicatorと言ふ。

Type 92に於てはplugbOard上のswitchによってcontrolせられるが，後

にpluggingによってcontrolせられる様になる。
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,(iii) Automatic Reset

counterをresetをする為に，各counterには ccumulating Collorが

装備せられている。これをSetして作用せしめておくと, gearの働きでreset

shaftの運動がcounterに伝はり, resetが行はれるのである。reset shaftは

reset nlotorの作用により廻転する。特に大計，中計，小計等をとらんとする場

合，その都度Accumulating Collorを操作するのであるが，後にこのcontrol

もpluggingにより行はれる様になるのであるo

(c) Type 80 Horizontal Sorter (水平式分類機）

前述せるPowers式のHorizontal mrterと同様に, cardを1度に1行に

関して9，－0，11，12，及びno punchの場合の.Rejectを加へて13のpoCket

15分類し，且つ所要のcardを撰出する機能を有っている。撰出の場合は1度に

1行に関して，13の分類の中所要のものを1つ或ひは2つ以上行ふことが出来る。

外観もPowers式と頗る類似しているが，分類及び撰出の原理は全然異なって

いる。

分類機構はSorting brush, "rting magnet及びChute bladeより構成せ

られている。このType帥に於ける分類機構及び分類原理は，後に第5期完成

期に至って Type.77 Collatorに於ても用ひられるのである。撰出の機能は

COmmlltatOrと称せられる機構と分類機構とを結合することによって行はれる。

分類機械及び撰出機構の説明は本稿第2部に譲ることにする。

第三節 第3期，普及期（19別-1930）

1．原理及び機構

この時期に考案せられ，従来の機械に附加せられて改良をなし，或ひは新しい

機能の機械を生み出した原理及び基本的機構は次の如きものである。

( 1 ) COmparing relayの原理の採用により, Type 93 Tabulatorに於て

Automatic controlの機能が附加せられるに至ったのである。

( 2 ) Printing magnetの原理と従来の計算機の印刷機構とを結合すること

によってPrinting mechanism が考案せられ, Type3－B ･Tabulatorに於て

printing即ち最終記録作成の機能が附加せられ，且:つ新種のType 550 1nter･

preterが生まれた。

( 3 ) AUtomatic punching即ち自動的にPunchを行ふ機構が考案せられ，
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従来のpunchに附加せられてType l2 Duplicatorが出来上り，且つ新種の
， n

MultiPlierに附加せられた。

（4） 全く新しく考案せられた Hollerith式機械独特の, Partial Product

Methodを行ふ乗算機構(multiplyingmechanism)によってType"1 Mu-

ltipierが出現した。

（5） このMultiplierの乗算機構にはFmitterが結合している。Rmitter

の原理は後に各種の機械の改良に際して，広く利用せられるに至るのである。

2．機 械

( 1 ) Type l2 Duplicator

従来のPunchにAutomatic punchingの機構が附加せられることにより，

Type l2 Electric Duplicating Key Punchが考案せられたのである。前態せ

るPowers式のKey.set Gang Punchと略同様の機能を営むものである。即

ちcard上にpunchせられる事項が，全部若しくは一部同一の事項の繰り返し

である場合，それを自動的にpunchすることによって, hand punchを繰り返

す労力と時間を節約するのである。この複写機能はreading brush ZE ,それに

よって読み取られたimpulseをpunchに伝達するcircuitとよりなるodup-

licatingせんとする共通事項が予めpunchせられたmaster card .(親カー”

を Master card rackに入れておき，所要のkeyを押すと共通事項はCara

上に自動的にpunchせられるのである。

( 2 ) Type 550 Interpreter (魏訳機）

(a) 鎌 訳 機 能

Punchは原始記録を行ふものであるが, card上にpunchせられた事項は眼

で読み取ることが困難である。この欠点を除かんが為に考案せられたのがType

550 Automatic Jnterpreterであり，この機械によってcard上のpunchは
更にcardの上部に印刷せられるのである。この機能は Reading unit及び

Printing unitの二つの機構によって行はれる。reading unitは従来のTabu-.

latorに於けるものと同様であるが,printing unitは新しき考案である。

(b) 印刷機構(PrintingMechanism)

これば従来の計算機の印刷機構と類似しており，数字の活字が植付けられてあ、

るType barの動きを, Stop pawlと称せられる爪が所要の位置に留め，更に

hammerがこれを打つことによって印刷が行はれるのである。この場合Holle-
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rith式機械の印刷機構に於てはstop pawlはprinting magnetによって作用

せしめられるのであり，このprinting magnetはreadind brushと接続せら

れており, card上のpunchがreading brushによって読み取られると，そ

のimpulseがprinting magnetに働き，所要の位置にtype barの働きを止

め, card上のpunchと同じ数字が印刷せられるのである。

( 3 ) Type 93 AutomatiC Control Tabulator

Type 93 Tabulatorに於ける改良は, comparing relayの原理に基くAuto-

matic Controlの機構が附加せられたことである。

(a) Comparing Relayの原理

comparing relayは2つのcoilよりなる。この2つのmilは電線の捲き方

が逆方向となっている。旧型のものは2つのcoilが内外の関係に組合されてい

るが，新型のものは並行の関係に組合されている。この2つのcoilに同時的に

impulseが流入した場合，両者のxnagnetとしての作用は相殺せられて作用し

ないが，何れか1方のcoilにのみimpulseが流入した場合, comparing relay

は rnagnetとして作用するのである。この様にして2つのcircuitがcornpa"

ring relayの2つのcoilに夫為接続せられることによって,2つのimpulse

が同一の数を表示するか否かが比較せられ得るのである。このcomparing relay

の原理はHollerith式機械に於ては, Tabulatorに於けるautomatic control

の外，諸種の目的の為に広く応用せられるに至る。

(b) Automatic Controlの機構

Ty"93以後のTabulatorはすべてautomatic controlの機構を装備して

いる。これはある表識（例へぱ日附，工場番号，部門番号等）に基いてgroup

別に分類せられたcardが，継続的にTabulatorの中に送り込まれて来る場合，

そのgroupの境界を識別し，機械を一旦停止せしめる機能である。この場合

counterは自動的にresetして小計が表示せられる。中計，大計は累計せられ

て行き，更に中分類の区分に至って中計は表示せられ，そのcounterはreset

するのである。叉この機能により同時にCheking,即ちcardのgroupの分類

の正誤が照合せられる。即ち或るgroup中に異種のcard が混入している場

合，直ちにそれが発見せられ得るのである。

aUtOmafiC COntrOlを行ふTabulatorのreading unitは，外観上従来のも

のより高くなっておりdouble deCkedと称せられる。その内部には夫々"－釦

●
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本のbrushとcontact rollとよりなる2組のreading brushが装置せられて

いる。上位のものをcontrol brush或ひはupper brushと言ひ，下位のもの

をadding brush或ひはlower brushと称するo2組のbrushの間隔は正確

に1 card cydeの開きである。従って1枚のcardがlower brushを通過し

つつある時，それに続くcardは同一の関係位置を正確に保ちつつupper bursh

を通過しているのである。

plugboardには, upper brush 及びlower brushよりのoutlet hubと，

comparingrelayの2組のrelayに対するinlet hubとが設けられている。

従ってpluggingにより数個のcomparing relayの2組のrelayの夫々に対

して, upper brush及びlower brushの各々よりimpulseを導くことが出来

るのである。この様にして, lower brushを通過しつつあるcardと，それに

続くupper brushを通過しつつあるcardとが比較せられて，その数字の異同

がcomparing relayに於てimpulseとして比較せられるのである。同-a group

に属するcardがfeedingせられている間，即ち同- group 番号がlOWer

brush及びupper brushにより読み取られている間は,2組のimpulseの作

用はcomparing relayに於て相殺せられて働かないが，数字が異っている場合，

即ちgroupが相異している場合には, comparing relayが nlagnetとして作

用して, contactを開いて motor drive cirCuitを切断するのである｡その紡

果機械は停止する｡ Type93に於ては8組のcomparing relayが装置せられ

ている故，8行迄の事項に関してautomatic controlが行はれ得るのである。

新式の機械に於ては更に多く装置せられている。

( 4 ) Type 3-B Tabulator

(a) Printing Tabulator

Type 93に至る迄の Tabulatorは集計を行ふの象であった故，その結果は

counterの窓より読承取って書写さなければならなかったのである。然るにこの

期間に考案せられた印刷機構(Printing Mechanism)が附け加へられること

によって, cardにpunchせられた事項を個別的に或ひはその集計の経過と結

果,又は結果のみを一定の書式に報告書として印刷することが可能となったので

ある。これより後TabulatOrは集計計算と最終記録との機能を結合して行ふも

のとなる故，特に計録機とも称せられるのである。又これ迄の Tabulatorを

Non-printing Tabulotorと言ひ，これより後のものを Printing TabUlator
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8 の

と称する。後者は更に Type 200及び Type "0代の N11meric Printing
TablllatorとType 400代の Alphabetic Tabulatorとに分たれる。第3期

に用ひられたPrinting TabUlatorの代表的なものは Type 3-B と称せられ

るものであり，外観上Type 93 Tabulatorの右側，即ち水平に配列せられた5
つのcounterを挾んでreading unitと反対側に, Printing Unitが取り付け

られたものである。

(b) Printing Unitの機構

printing mechanism の原理はType 550 1nterpreterの項に於て述べた所

と同様であるが，機構が若干相異している｡ Tabulatorのprinting unitに於
ては，上下に運動するtype barは通常10本が1組となって1つのbankを構

成する。即ちprinting unitは内部配線によりcounterより直接に接続せられ
ている故，1つのbankを構成する9つのtype barは1つのcounterを構成

する9つのcounter wheelに夫々接続せられているのである。最右端のtype
barは合計符号たる傘(asterisk)を印刷する為のものである。

Tabulatorのprinting unitは通常S－7のbankよりなっている｡ 7bank

の場合，左端の2 bankはcounterを通らずしてreading brushより直接に
配線せられ, listingにのみ用ひられる故list bankと言はれる。残りの5 bank
はCOun"rと直接接続している故, counter bankと称せられるのである。か

くprinting unitに対しては機減の内部に於てcounterより直接に配線せられ

ている故, reading brushとcounter -との間に於けるが如・き配線上の弾力性は
欠除しているのである。このcounterとprinting unitとの間の配線は，後に
Type 405に至って始めてpluggingによって間接的に接続せられる様になり，

全き弾力性が得られるに至る。

card上にpunchせられた事項を1枚毎に印刷するか,或ひは合計のみを印刷

するかは, Tab-List ISverによってcontrolせられる。前者の機能をListing,

後者の機能をTabulatingと言ふ｡ tabulatingの場合card feedingの速度は

1分間150枚であり, listing speedの場合は1分間70-120枚である。

( 5 ) Type "1 Multiplier

従来Hollerith式機械に於て機械化せられていた計算機能は, card枚数の計

算及び集計計算のみであったが，遂に同一資料上の計算の機械化が実現せられる

に至ったのである｡ Type 601 Automatic Multiplying Punch に於ては,2
余
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factorの乗算即ちA×Bが計算せられ，その結果は被乗数(multiplicand)及び

乗数(Multiplier)が続み取られたcard上に，自動的にpunchせられるので

ある。加算，減算，及び割算は数値の機械への導入に際しての特別の工夫によっ

て行はれ得るのである。

Type601に於て用ひられる乗算原理は, Partial Prmuct Methodと称せら

れるものであり，縦来の計算機のProgresive Product Methodに比較して，

極めて高い能率を発揮するのである。乗算機構は夫々機能を異にするMultiplier

及びCounter, Multiplicand COunter, Right Hand COmponent Counter,

Left Hand Component Counter及びSummary Counterの5つのcounter

と，乗算装置及びemitterよりなっている｡ Type 601の乗算原理及び機構に

関する説明は第2部に譲る｡ ･card feedは水平式であり, punch mechanism

はType l2 Duplicatorの機構と同様のものである。

3．組 織

繍俄上の観点より即ち機能を中心として考察するならば，この期間に於ける

Hollerith式経営機械の機能に於ける発展は次の如くである。

（1） 記 録

先づ記録の機能に関しては原初記録に於て, punchingと相並んでinterpre-

ting (cardへのprinting)の機能が, Type 550 Interpreterの出現によって

可能とせられた。又新しく中間記録の一種として複写記録(duplicating)の機

能が Type l2 Duplicator及び Type 501 Automatic Numbering Gang

Punchにより実現せられた。更に同じく中間記録の一種として，同一資料上の

計算に関する計算記録が, Type "1 Multiplierによって行はれる様になった

のである。一方印刷機構がType 3-B以後Tabulatorに附加せられることに

よって最終記録の作成が遂に実現を見るに至ったのである。

（2） 鑿 理

次に整理の機能に関しては, aummatic controlの機構が Type 93以後の

Tabulatorに附加せられることによって' grOupの標識を識別して, 連続的に

feedingせられるcardのgroupを区分する機能が, Tabulamrの計算及び記

録の機能と結合して利用せられる様になったのである。

（3） 計 算

計算の機能に関してはType 601 Multiplierの出現により，同一資料上の計
●
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算, 原則として2 factorの乗算が可能となったのでおる。叉Ty"75 Card

Counting Horizontal Sorter及びTym92以後のTabulatorのcard coun-

ting装置によって, cardの枚数の計量が前者に於ては分類機能，後者に於ては

集計或ひは印刷機能と結び付いて行はれるのである。

（4） 組織 の 発 達

この様な機能の分化及び複雑化と，これら諸種の機能を結合して新しく諸種の

機械が構成せられるに至った結果，機械の種類の増加と相並んで一つの機械に於

てもその機能の弾力性が箸るしく増大するに至った。ここに於て機構及び機械を，

最も効果的に一つの経営上の目的を達成する為に，一貫した事務系列として有機

的に結合する組織編成の技術が，重要な意義を有つに至ったのである。勿論この

段階に於ては，組織の中に未だ多種類の人間の事務労働が混入しており ，機械化

･systexn の完成には未だ遠いものであった｡ iacardはこの期間に"行のものが

用ひられる様になり，孔の型は円型より角型へと移行し，それに応じて各機械の

reading brushは帥4に改変せられた。

4．應用及び研究

上記の如くHollerith式機械の発達の一つの特徴は, 基本的な機械に附加的機

構が次第に附け加はって，複雑な叉極めて弾力性の大なる機械が出現して来るこ

とである。勿論新種の機械が考案せられることもあるが，それもMultiplierに

見られる如く，一つの新しい基本的考案に従来の諸種の機構が結合して構成せら

れるのである。これは既述せる如くPowers式と異って, Hollerithが電気的原

理に基いている結果，一つの機械内に於て諸種の機構が自由に結合せ られ得るこ

とに原因するのである。従ってこの頃より，統計の分野に於てのみ比較的優れた

能率を挙げ得たWwers式機械と異って, Hollerith式機械はその性能の弾力性

を発揮して，広く各分野へその応用面を拡張して行くのである。

この期間に新しく開拓せられた領域の中，特に重要なものは会計方面でありq

Tabulatorはやがて Electric Bookkeeping and Accounting Machineと称

せらるに至るのである。実際に利用せられたのは商業方面に於ては一般会計，販

売分析等，製造業方面に於ては賢材管理，原価計算，賃銀計算等，金融業方面に

於ては銀行，保険，信託等の業務に関してであった。その他倉庫業，交通業，電

気，水道，瓦斯等の公共事業方面にも広く普及を見るに至ったのである。特にこ

の時期はアメリカに於ては前大戦後の経済状勢に際して, 企業経営の合理化 経
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営の科学的管理等が叫ばれた時代であり, Hollerith式機械は時代の要望に応へ

て，上述の様に概ね私企業の合理的経営の技術的手段として，広く普及せられる

に至ったのである。此の期間に於ける経営機械の普通発達は，自由経済を前提と

し自由資本主義の理念に導かれた，経営の合理化の発展と結び付いたものであっ

たことは，注目を要する事実である。Powers式機械は構造上の制約より, 機銭

の弾力性を伸長してこの時代の要求に即応することが出来ず, 次第に凋落に赴く

のである。

fa, Hollerith式機械が我が国に初めて輸入せられたのは1926年であり，何れ

もこの期間であった。

この様な機械の応用面の拡張，各分野への普及は，必然的に研究者との接触面

を拡大した。即ちこの段階に於ては統計学者のみならず，機械の応用の関係諾部

門の研究者の注目する所となり，特に会計等の立物より研究の対象として取り上

げられるに至ったのである。即ちW､A・Paton編輯のAccountants'Hand

boOkに蒐録せられたのを初めとして，巻本に挙げる諸交献中，会計学よりの取

り扱ひは概ねこの期間より始まるのであるo

第四節。第4期，発展期（1930-1940）

1．原理及び機構

この期間に於て新しく考案せられた原理及び機構は(1) Alphabetic Inform-

ation (2) Automatic Plugboard、(3) Selector (4) Balance Counter (5)

Balance Printing

( 1 ) A1phabetic Information

記録の機能に関して，従来原初，中間，及び最終の何れの記録に於ても, 又

PUnching, interpreting及びprintingの何れに於ても,記録せられ得るのは数

字即ちnumerical informationのみであった。 従って文字即ちalphabetic

informafonは直接記録することが出来ないので，これを一旦数字codeに換

へ，最後に再び数字より文字にdecodeしなければならなかったのである。こ

の期に至ってalphabetは直接に記録せられる様になり，数字codeを用ひなけ

ればならない不便が箸るしく軽減せられるに至ったのである。たとへ数字code

を用ひる場合でも, alphabetを混用することによって，簡単にして而も意味の

明瞭なcodeが作られるのである。
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(a) Alphabetic Punching Code

alphabetが直接に記録せられると言っても．勿論punched card method

は12の数字のpunchを基本とするのである故, alphabetは一旦数字の組合せ

のcodingに換へて伝達せられるのである。しかしその "ding及びde oding

が，機械内部の機構によって自動的に行はれる故, alphabetic i㎡ormationが直

接に記録せられると言って差支へないのである｡ alphabetic punching codeは，

1-9のnumeric punchingと,12, 11, 0のzone punchingとの同一行に於ける

組合せ,即ち二重punch (multide punching)として下表の如く構成せられ

る。

藍竺と 1 2 3 4 5 6 7 8 9

２
１

０
１

１

ｒ
Ｒ

Ｚ

Ｇ
Ｐ
Ｘ

Ｄ
Ｍ

Ｕ

Ｆ
Ｏ
ｗ

Ｈ
Ｑ

Ｙ

Ａ
Ｊ

Ｂ
Ｋ

Ｓ

Ｅ
Ｎ

ｖ

Ｃ
Ｌ

ｎ

Type 31及びType 34の AlphabetiC Key Punchには，数字のkeyと

typewriterと同様のalphabetのkeyとが備へられてあり, alphabetのkey

が押されると，そのalphabetを表示する数字のmultiple ptmchが行はれるの

である。例へぱ,Kの場合には2と11, Hの場合には8と11の如くである。

(b) Alphabetic lnformationの読取り

このcard上のalphabetic punchingは, Type 405 Alphabetic Electric

Bookkeeping & Accounting Machine及びType 552 Alphabetic In"rpreter

のreading unitに於て読取られるのである。先づType405のreading unit

に於ては，従来automatic contrd の為にのゑ用ひられていたUpper brush

が，この為に特別の機能を果すのである。即ちalphabetic punclingの中，

numeric punchingはlower brushによって読取られるが, zone punchingは

upper brushによって読取られ,2つの異ったixnpulseとしてprinting unit

へ伝へられるのである。Type 552 Interpreterに於てもreading unitは，

Type 405と同様に2組のbrushよりなっている。

(c) Alphabetic Informationの印刷

Type 405のtype barは従来のものよりも遥に長い。活字は上より9group,

8 groUp, ･･･…, 1group, 0groupの順に植付けられてある。9 groupは更に9,

1, R, Z, 8 groupは8, H,Q,Y,と,夫々1つのgroupは，数字とその数字と3
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つのzoneとの組合せの女字との,4つの活字よりなっているo type barの下

部のoutside casingには, 9,8,...…, 1,0,の各groupの位置を決定する10の

歯が備へられてあり，それに作用する爪はPrint magnet latchと言はれる。

type barの最下部には0, 11, 12,の3つのzone及びno・の位置を決定する

zoning stepが設けられてあり，これに作用する爪はzone magnet latchと言

はれる。

reading unitのlower brushによりsenseせられたimpulse lX print ma-

gnetに伝達せられ, upper brushによりsenseせられたimpulse" zone

Inagnetに伝達せられるのである。かくして2つのimpulseが同時的にprint

magnet latch及びzone magnet latchを作用せしめる結果，所要の活字の位

置が決定せられ, hammerがこれを打つことによって印刷が行はれるのである。

Type 552. Interpreterの印刷機械構も同様の原理である。

( 2 ) Automatic Plugboard

第2期に於てplugboardが考案せられて以来，所要の配線を任意に行ふこと

に要り，1つの機械を構成する諸機構を，極めて弾力性の富んだ仕方で結合する

ことが出来る様になったのであるも然し乍ら，従来のplugboardは機城に固定

せられているため，機構の結合の仕方を変更し，異った機能を発揮せしめんとす

る場合，その度毎にplugwireの挿替へを行はねばならなかった。叉plugboard

は箸るしく大型であり，且つ機械の下部に取り付けられてあるため, plugwire

の挿替へは頗る不便であった。従ってplugwireの挿替へ及び新しいplugging

のtest等に要する時間は少なからざるものであり，この為に一つの組織中に於

て機械が果すべき機動性が減ぜられ，組織自体の弾力性が箸るしく阻碍せられる

のである。この欠点を除去せんがために考案せられたのがautomatic plugboard

である。

automatic Plugboardは小型の取り外しの自由なplugboardであるo plug-

board上には，機械の各種の基本的及び附加的機構のoutlet hub及びin let

hubが，秩序正しく配置せられてある。機械よりplugboardを取り外して，

dugwireをsetし，それを機械に取り付けると，機械はpluggingにより決定

した通りの機能を発揮するのである。従って一つの機械が幾つかの異った機能の

為に用ひられる場合には，夫々の機能に応じたpluggingをsetした数個の

plugmardを予め準備しておき，必要に応じ取り替へをすれば機械は直ちに機

（44）
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能を変じ，組織は機動的に運用せられて行くのである。

automatic plugboardには二種類のものがある。一つは永続的使用のための

-もの(permanently wired)であり，上述の如く一定の組織の中に於て，常に

固定した機能の為に用ひられる｡ plugwireは細い電線であり，一旦配線せられ

た後は鉄板の蓋で覆はれる。蓋の上にはその機能の作業名が表示せられれてあり鯵

plugmardは整理棚の中に納められ，必要に応じて機械に取り付けられて用ひら

れるのである。他は一時的使用の為のものであり，箱太いplugwireが用ひら

れ，容易に取り替へが出来るので一時的な機能のpluggingのために用ひられるo

automatic pluglmardの出現と共に, switchによる機械のcontrolは更に

pluggingによるcontrolに変更せられ，機械の作業の機動性が増大することに

よって，組織運用上の弾力性，機動性が箸るしく増大することとなったのである。

( 3 ) Selector-X mntrolの原理

この原理は整理の中撰別の機能を行ふものであるが，独立した機械を構成せず

して，他の機械の附加的機構として記録，計算の機能と結合して広く応用せられ

ているのである。selectorは元来,電流が流れて来る方向，若しくは流れて行く
●

方向に関して，2方向の中の1つを撰別する機構である。この撰別は Inagnet

の作用によって自動的に行はれる。従ってselectorを構成するcircuitには，

撰別せられる電流の流れるcircuitと，撰別を行ふ Xnagnetにcontrolling

(piCk up) impulseを伝へるcircuitとの二種類のものがあるo aUtOmatiC

controlは既に分類，配列せられたcardのgroupの識別であったが, selector

の場合は撰別せられる事項は分類，配列せられていることを必要としない。但し

撰別の標識は特定行のXpunchであり,X若しくはNo-X の二種類に関して‐

撰別せられるのみである。二種類以上の区別を行はんが為には，更に他の行の

X Punchを標識に加へ,2つ以上のselectorをpluggingによって結合しなげ

れぱならない。

selector ( X X, No-X, C (common)の3つの接点を有する。 普断はno－x

とcとの接点が接触しているが, Xnagnetにcard上の x punchより読み取

られたpick-up impulseが伝へられると,Cの接点はno-xの接点より離れ

てxの接点と結び付くのである｡ plugboard上には, x, no-x, cの3組のinlet
‐ げ

若しくはoutlet ,hubが設けられてあり，更にそれに対するcontrOl hub即ち

pick-up hubが通常2つのcommon-hubとして設けられてある。
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例へばTabulatorに於て，或る特定行にx punchの標識のあるcard上の

数を# 1 counterに, nO-x card上の数を# 2 counterに於て区別して集計
せんとする場合，計算せんとする数字の行に該当するlower brushのoutlet

hubよりcomxnon hubへ配線して，一且selector ､/､ impulseを導くのであ

る。次にselectorのoutlet hubとなった x hub を# 1 counterのinlet

hub '､, no-x hubを# 2 counterへと配線する。標識である x punchは

upper brushによって読み取られる故，その行のdutlet hubよりselectorの

pick-up hubへと導入するのである。逆に一つのcouterにx cardよりは11

－15行, no-x cardよりは16-20行の数を集計せんとする場合は, selectorの

xhub及びno.x hubはinlet hubとしてlower brushと配線せられ，

commnonhubはoutlet hubとしてcounterへ配線せられるのである。前者

の場合をCounter Selection,後者の場合をField Selectionと称するのであ

る。叉Card Seleclionと称して，特定cardよりのimpulseを抹消すること
も出来る。

selectorには2種類あるo1つのpick-up impulseによって多数のimpulSe

が撰別せられる場合と，1つのimpulseの承が撰別せられる場合がある◎上述

の例は何れも前者の場合であり，後者は撰別せられるimpulseが更に他の機構

をcontrolする如き場合に用ひられる･x distributorと言はれることもあり，

次に述べるbalance counterのcontrolはその一例である。

( 4 ) Balance COunter Subtractingの原理

従来のcounterはAdding COunterと称せられ，加算を行ふのみであり，減

算を行はんとする場合には，予めcard上のpunchを補数(complement)に

打ち替へておかなければならなかった。即ちHollerith式機械に於ては，一般

計算機に於ける如く減算のためにcounter wheelを逆転せしめることは出来な

いのである｡ balance counterの出現によって, Tabulatorに於ては集計計算，

Multidierに於ては同一資料上の計算に関して，加算の外に減算が行はれ得る
様になったのである。

減算の原理は次の如くであるocardがreading unitに送り込まれてlower

brush に差し掛つた時, Inagnetの作用によってclutchが働らきcounter

wheelは廻転し始め､る。card上のpunchがlower brushによってsenseせ

られると，そのimpulseが別の nlagnet〃こ伝達せられ，その作用によって

（46）
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clutchが外れcounter wheelは停止するのである。例へぱ6が減算せられん

とする場合,最初のmagnetの作用によってcounter wheelが廻転して加算を

始め,6のimpulseが読み取られた瞬間に後のXnagnetの作用によってcoun‐

ter wheelが停止するのである。然るにこの間に9,8,7の3 positionの加算

が行はれるのであり，かくして6の補数たる3が加算せられたことになるのであ

る。勿論6の補撒は4であるがj･counterの1の単位(unit)を除いてはすべて

counter wheelに於ては,9との補数関係となるのである。従ってcounterの

1の単位に於ては，別に1が自動的に加算せられ，6の補数が4と表示せられる

様になっている。

1つのmunterが加算に用ひられるか，減算に用ひられるかは，前項に述ぺ
、

たselectorの作用によって決定せられる。即ちcardが加算せられるか減算せ

られるかは,card上の特定行のxapunchの有無によって標識せられるのであ

り, counterを加算せしめるかをcontrolするcounter control impulseは，

selectorによって更にcontrolせられるのである。例へぱ, x-punchを有する

cardが減算せられるべきものであるならば, selectorの xhubとcounter

"ntrol hubの中の一hUbとを配線し，他方selectorのno-x hubとcounter

control hubの中の+hubとを配線するのである。この場合counter mntrol

impulseの電源は機械内部より得られるのであり，そのoutlet hubをselector

の mmmon hubに配線してimpulseを送り込むのである。

( 5 ) Balance Printing

counterの合計を印刷することをtotal printingと言みが, balance munter

に於て合計が負数即ち補数として表示されている場合，それをCR (credit)符

号を附けた正数として印刷する機構であるo emitterの原理と結合したものであ

るが，説明は第2部に譲る。

2．機 械 、

この期間に於ける諸機械の構造の改良，性能の進歩は特に箸るしいものがあり，

略現在一般に使用せられている機械が揃ふのである。

[1) Type285(3-S)及びType 297 (4－s) Electric Bookkeeping &

A"unting Machine

機構上より見れば, Trpe3-Bに更にbalance counter, balance printing,

selectorが附加的機構として結合せられたNumerical Printing Tabulatorで

（幻）
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ある。勿論automatic plugboardを整備している｡ Type3－SとType 4-S

とは機能上殆んど相違はないが，外観に於て箸るしく異っている。即ち Type

4－sに於てはcounterは従来の如く水平に配列せられないで，機械の内部に配

置せられてあり，従ってcounterの数を読み取る窓がなくなる。printingunit？

は機械の中央部に移されreading unitと接近した為, operatorの操作に便利

となった。このprinting unitの配置はType 405と同様である。

( 2 ) Type 405 AIphabetic Electric Bookkkeeping & Amounting Machine

(ATFS)

Type 405はHollerith式機械の中で最も大型のものであり，機能上より見

ればType3-S及びType4-Sの技能に更にalphabeticprintingの機能
／

が加はったものである。この外機構上，この機械に於て多くの改良がなされた。

その重要なものは新型 counterであり，従来の機械的の構造の多くが電気的構

造に取り替へられ，従来9つづつ結合していたcounter wheelが小単位のもの

に分離ぜられ，しかもそれがpluggingによって任意に結合せられるのである。

叉前述せる如く, )munterよりprinting unitへの配線が間接的にplugging

によ'って行はれ, printing unitには43の文字及び数字の何れをも印刷する

alphabetic type barと45のnumeric type barが連続的に配置せられてあ

る等，機械の諸機能の持つ能力，弾力性は各方面に於て箸るしく増大したのであ

る。従ってplugboard上に配置せられるhUbの数は非常に増加し，標準型の

automatic plug boardの三面の大きさとなった。機械的構造が電気的構造に代

って行くことは，経営機械の発展の一般的傾向であり，最新式の機械に至っては〉

殆んど電気的原理のみより構成せられているのである。

(3) Type516及び'Iype 518 Summary Ptmch

中間記録の中，集計記録を行ふ新種の機械である｡ Tabulatorに於ては集計せ

られた結果が印刷せられるのみであったが, Summary PunchをTabulatorに

接続することによって, counterに於ける合計を別のcard上にpunchするこ

とが出来るのである。このcardをsumlnary cardと言ふ。それはTabulator

の中のemitterを電源とするimpulseによってtotal printingと同時的に行

はれる。

Type 561 Duplicating Summary Punchは従来のDuplicatorと殆んど同

様のものであり, Tabulatorよりのimpulseが, duplicatingに於て maSter
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cardより読承取られるimpulseと同様に働き,cardは横に移動しつつpunch

せられる。Type 518 Gang Summary Punchに於ては, punching unitは全

く新型のものであり,cardは縦に移動しつつpunchせられるo Xgangpunch

を単独に或ひはsummary punchingと結合して行ふことも出来る。
●

( 4 ) Type 512 Reproducer 。

Type 518のgang punchingの機能にreprmucingの機能を結合したもの

である。構造上reading unitの機構が新たに附合せられ, gang punchingの

他にreprmucing (複写）が行はれる様になったのである。即ち夫を異った内容

の1群のcardを新しく別のcardに対して，自動的に且つ迅速に複写するので

ある。叉両者の機能を結合して行ふことも出来る。Type 512には, selector及

E)f comparmg relayが設けられてあり, reproducing及びgang-punchingに

関してneld selection及びchecking等が行はれ得るのである。

( 5 ) Type "1 Automatic Multiplying Punch

前期間に完成せられた基本機構に, Cross footer及びAdditional cross mter

が附加せられ，又balance counterの原理をも応用して,: 2 factorの乗算の外

に3 fa"orの加減算例へぱF-(A×B+C+D)等が行はれる様になったのであ

る。勿論計算し得る数式は機械の構造上の制約を受ける。

( 6 ) Type l6 Motor Drive Key Punch

Punchは更に改良を加へられて, cardの送り込承(feeding)及び排出(eje？

cting)の何れも自動的に行はれる様になった。

( 7 ) alphabetの使用に関して, Type 31, Type 34の Alphabetic Key

Pmch, Type 552 Alphabetic Interpreter,が考案せられた。

3．組 織

組織上の観点より，この期間に考案せられた機能を次の如く要約することが出

来る。

（1） 記 録

．最も重要なものは alphabetic information が punching, interpreting,

printingの何れに於ても可能となったことである。其の他中間記録に関しては，

Type 512によって複写記録(repr"ucing)が自動化せられ, XType516,

Type 518によって計算記録の中，集計記録が行はれる様になった。最終託緑た

るprintingに関しては, balance printingが可能となった｡〃
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（2） 鑿 理

整理に関しては単独の機械は出現しなかったが, selectorが各種の機械に附加

せられることによって, xpunchによるcontrolが重要な役割を担ふ様になっ

たのである。
缶

（3） 計 算 ・

集計計算に関しては, Tabulatorに於けるbalancecounterの考案は, Multi-

plierに於ける. crass-footerの附加による同一覺料上の計算能力の拡大と共に，

計算機能の箸るしい進歩である。

（4） 組織 の 発 展

かく各種機械に於ては機能の箸るしい発達の結果，原初記録より最終記録に至

る間の事務系列中，人間の事務労働に依存する部分を益々減少するに至ったので

ある｡ RePrmucer及びSummary punchの出現は, hand punchに要する人

間労働を箸るしく節減し, Multiplierの改良, Tabulatorのbalance counter

の考案は人間計算労働を減少し, selectorに基く諸機能は人間の整理労働を簡略

化したのである。かく人間労働が次第に組織中より排除せられて行くことは，単

に労力的，時間的，経費的節減であるに止まらず，事務作業の能力が標準化せら

れることを意味するのである。その結果，組織の有機的編成が一層合理化せられ，

高度の機動性を発揮し得るのである｡ X automatic plugboardの出現は，この

組織運用の機動性の増大に重要な役割りを果したのである。

4．應用及び研究

この期間に於ては，前期間に拡張せられた各方面に於て，機械の利用が箸るし

い発展を遂げ，そこに於ては機械系列の中心となり，事務室の様式も機械の配置

を中心として設計せられるに至ったのである。この期に至って特に新しく拡張せ

られた応用面は，自然科学研究特に気象学，天文学関係の計算である｡ 1926年の

イギリス海軍省の気象年鑑，1936年のアメリカに於ける天文年鑑の作成，ソ聯邦

に於ける地軸変化の計算，1937年のソ聯邦に於ける天文年鑑，土地の測定，三角

函数の計算等に於て使用せられた。

叉アメリカに於てNew Deal政策の一環として1935年施行せられた釦cial

Security Act等に基き,賃銀計算方面に於て需要が箸るしく増大し，これが機

械の発達を促す機運となったのである。前期間に於ては自由資本主義を背景と"し

てPunched carg methodの普及が行はれたのであるが，この期間に於ては寧
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ろ修正資本主義を背景として躍進を遂げたと言ひ得るのである。即ち修正賀本主

義の施行には，自由資本主義時代に劣らぬ経営管理技術の合理化，経営盗料の完

備が必要とせられるのである。丁度この期間にソ聯邦に於ては後述の如く，社会

主義を背景として，強力な計画経済実施の技術的手段として Punched card

methmが目覚しい発展を遂げつつあったのである。．

第五節 第5期，完成期（1940-1950）

1．原理，機構，機職 及び組織

この期間に出現した機械はType 602-A Calculator, Type 513 Reprodu-

cimg Punch, Type 519 Document Originating Machine及びType 77
心

Collatorであるが, これ等は夫々異った意味で, Hollerith式経営機械の発展の

完成を示すのである。

( 1 ) Type "2-A Calculator

Type "2-AはType "1に欠除していた割算の機能を具へるのみならず，

更に計算要素の桁數及計算の組合せの限界が増大し，四則計算機として一応の完

成の域に達したものである。乗算の場合は乗数8桁，被乗数22桁，積30桁，割算

の場合は被除数15桁，除数8桁，商7桁の能力を有し更に加減算及び其等の組合

せを一定の限度迄なし得る。

( 2 ) Type ･513 Reproducing Punch及びType 519 Document Originating

Machine

機構上より言へぱType 513はType 512 Repr"ucerとType 518 Gang

Summnary Punchとを結合し，更に Mark Sensingの新しい機構を附加した

ものである｡ Type 519は更にType 513に特殊な印刷機構を結合したもので

ある｡ Type 513及びType 519の発達の経路は要するに何れも既存の機械の

結合に基づく一つの機械の機能の増大,大規模化を意味しているのである。即ち

略前時期に於て単能式機械として発達し分化し切った機械が, 逆に組織上常に緊

密な結合関係にあるか，或ひは機構上共通部分の多い機械同志が結合して,一つ

の機械へ発展して行くのであるo勿論その結合に上記の如き必然性がある故，単

能式機械へ変化することを意味するのではない。

この様な機械の結合は次の様な利便を生ずるo (a)先づ如何に機構が発達し

組織が完全なものとなっても，最後迄残存する人間労働即ち機械から機械へと
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cardを運ぶ労働とそれに要する時間とが，この機構の結合によって更に節約せ

られるのである。(b) 次に一つの機械の持つ機能の増大は，機械の機能の弾力

性の増大を意味する。従って小規模の組織の場合には，例へぱ Type 512と

Type 518の2台の代りに> Type 513を1台備へることによりすませることが

出来る。又大規模の組織の場合には, Type 512とType 518を1台づつ備へ

る代りに, Type513を2台備へておけば，組織の有つ機動性，弾力性は一層増

大せられるのである。

かくしてこの期に於ける機械の結合及び大規模化の傾向は，機械が発達し組織

が完成せられて，最早発展の余地を見失った完成期の行詰まりを，突破せんとす

る1つの道であると考へられるのである。事実この傾向は次の再発展期に至って

巨人計算機を生むに至るのである｡

Type 513に附加せられたMark-sensing Deviceの説明は後に譲るが，これ

は叉完成期の行き詰まりを突破せんとする今1つの道を暗示しているのである。

即ち揺籠期に確立せられた基本原理を中心として，それを改良し新しい考案を附

加することによって今日迄発達して来たHollerith式機械は，その基本原理の

枠の中に於て完成の域に達したのである故，今後の発展はその基本原理の枠を打

ち破り新しい原理を採用することによる以外にはないのである｡ Jmark-sensing

deviceはcardにPunchをしないで, punchに代る markによって数字を

表示し，しかもそれによってpunchと同様の作用を機械に与へんとする試みの

萠芽である。即ちpunched card methodの基本原理に変更を加へんとするも

のであり，このcardにpunchをしない方法は後述する如く他にも考案せられ

ているのである。この従来の基本原理に変更を加へ，完成期の行き詰まりを打開

する道を開かんとする態度は，再発展期に至って全面的に具体化せられるのであ

る。事実後述する如く，再発展期の機械は大胆に旧来の基本原理を改変すること

によって，今や目覚ましい発達を遂げんとしているのである。 ．

(3) Type77Conator

完成期に於て最も重要な意味を持つものはType 77 COllatorの出現である。

この機械の機構は, Type 80 Horizontal "rterに於ける分類機構と，特殊な

構造のcomparmg relayとよりなっている。即ち機構上新しい原理は見られな

いが，その機能は組織運用の立場よりして, X Plmched Card Methodの応用

の側面よりしても，非常に重要な役割りを果すのである。この機械の主要な機能
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は, checkin9,'~ merging, matching, selectingである。cheCkingとはsorter

で分類せられたcardの分類順序の正否を照合するものである。mergingとは

整理の機能の中組合せを, selectingは撰出を, matChingは2組のcardの照

し合せを行ふことであり，通常selectingと結合している。

Hollerith式経営機械の諸機能の中整理の機能に関しては従来, Type80

mrterが考案せられて以後，他の機械の附加的機構としてselectorが採用せら

れた以外には，僅かにTabulamrの附加的機構たるaUtOmatiC COntrOlを挙げ

得るのみで，甚だ貧弱であったと言はなければならない。勿論整理の機能は人間

の事務労働の中特に判断力を伴ふものであり，その機械化は事実甚だ困難であっ

たと言って過言ではないのである。然るに一方組織の立場より見れば，同種類の

機械を同一作業に並行的に用ひる場合,cardの分離及び組合せが頻繁に必要と

せられ，これが機械化せられず人間労働によっていた状態に於ては，これに要す

る時間と労力とは少なからざるものであった。前期間に於ける箸るしい機械及び

機能の発達の結果，極めて合理化せられるに至った組織に於ても，遂に機械化せ

られずして残っていた機能のうち主要なものは整理に関するこれらのものであっ

た｡ X mllatOrのselectingの機能は頗る多面的にして且つ弾力性に富んだも

のであり，そ⑥運用宜しきを得るならば，極めて弾力性の豊かな判断が機械によ

って発揮せられ得るのである。

かくしてT"e 77 "llatorの出現は，特に組織の立場よりして, Punched

Card methodの完成を意味するのである。ここに於て,原初記録より最終記録に

至る迄の事務系列は,cardの移動及び機械の操作以外の労働は殆んどすべて機

械化せられ，事務系列の一貫した機械化組織の実現が見られるに至ったのである。

かく事務労働がすべて機械化せられ，事務機能が合理化, 標準化せられた結果,

諸機械及び諸機能の有機的結合たる組織の運営は，その運用の宜しきを得ば極め

て大なる機動力と，豊かな弾力性を発揮し得るのである。而して完備した技術的

手段を具へた意志的組織的構成体たる経営の事務組織は，極めて鋭敏なる神経系

統の如く経営体の運営を，その目的のため最も効果的に管理して行くことが出来

るのである。ここに第5期を完成期と称する真の意味があるのである。

この段階に於ても未だ残存しているcardの移動及び機械の操作に要する人間

労働が，機械の結合及び大規模化によって更Iご節減，合理化せられんとする傾向

にあることは前述せる通りである｡XType 77の新型たるTube.controlled
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Collatorに於ては, contactのsparkを隣止せんが為に，弱電を用ひtubeに

よって増幅せられる構造になっているが，これは従来全く強電のみを使用して来

た基本原理を改変せんとする萠芽であって，後に再発展期に至って弱電が全面的

に使用せられる様になるのである。

2.鳶應 用

Type 77 Collatorの出現によって新しく拓かれた応用面は，各種の経営管理

の分野である。例へぱ，人事管理，濱材管理，工程管理等であるが，逆にこの経

営管理そのものの発達が, Collatorの考案を要求したとも言ひ得るのである。管

理技術には根本的にnleの整備が必要であり , 51eの更新，目的に応じて所要

のcardを61eよりの撰出すること等の作業が常に要求せられるのである。即

b ~Collator .のchecking, merging, matching, selectingの機能が最もよく応

用せられるのである。 ‘

一方近年，社会諸科学が静態的研究より動態的研究へとその重点を移動するこ

とに伴って，国民経済或ひは企業経営等の実態の動態的把握，即ち綴密にして迅

速なる観察とそれをあらゆる角度より分析研究することが必要とせられるのであ

る。punched card mathodの完成はよくこの必要に応じ得るのであり，最近ア

メリカに於ける社会科学の実証的，統計的研究は殆んどすべて，技術的手段とし

てpunched card methOdの経営機械に依存しているのである。

叉企業たると官庁たるをとはず，意志的組織的構成体たる経営の合理的運営へ

の関心は近年とみに高まり，官庁に於ては行政経営, 企業に於ては人事管理，資

材管理，生産管理，財務管理たる予算統制，販売管理たる市場分析等の各種の経

営管理の研究が盛んとなるに至ったのである。上述の如く経営管理の為には，正

確に して迅速なる実態の動態的把握及びその分析研究に止まらず，経営者の判断

と意志によって樹立せられた計画が完備せるfileに基いて常に機動的に末端機

構へ伝達せられて行き，更にその実施状況が動態的に把握されなければならない

のである。この為にはCollamrの出現によって完成せられ,特に極めて大なる

機動力を備へるに至った Hollerith式経営機械の組織が，最も有力な技術的手

段として役立ち得ることは言ふ迄もないところである。

かくこの期間に於て, Type 77 Collatorの出現は経営管理の発達と相表裏し

ているのであるが，既述せる如く Hollerith式経営機械の発達は，技術的原理

を最下部として，機構，機賊，組織，応用と言ふ階層的な関聯に於て，一方応用
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面より来る目的意識に導かれつつ，他方技術的原理の発達に促がされつつ，両面

からの制約の中に揺篭時代より完成期に至るまでの発達を歩み来つたものとして

『理解せられ得るのである。

3．研 一 究

- Hollesith式機械は，一方その機構の側面より工学的研究の対象とせられるが，

他方応用の側面より社会諸科学の対象とせられて来たったのである。この側面に

於ては，応用分野の拡大が常に研究領域の拡張と相表裏していたのである。この

詳細は発展段階たる各期の説明に於て述べたところであるが，大体に於て統計学，

会計学, 経営管理学へとその研究領域が拡張し，それらの諸科学の研究者が夫々

の学問的立場に於て，その技術的側面に対する研究として経営機械の研究を取り

扱って来たのである。即ち統計学に於ては計算技術として，会計学に於では帳簿

組織の研究として，経営管理学に於ては管理技術に関する研究に於て,社会科学

的研究の対象とせられて来たのである。工学的研究の側面に於ては，電気機械と

して或ひは数学機械として若干の学問的立物の相違があるにしても, 比較的統一

せられた基礎に於て研究が進められ来たったのであるが，社会科学的研究の側面

に於ては，上述せる如く孤立した基礎の上に立って夫を独立的に研究が進められ

ているのである。従って，この機械を統計学者は統計機械と言ひ，会計学者は会

計機械と称し，簿記学者はpunched card meth"のことを機械簿記と呼称する

のである。然るに事実は同一の機械であり，その何れの分野に対しても弾力性の

ある機能を有しているのである｡本稿に於て，経営と言ふ言葉も頗る広義に用ひ，

‐この機械を経営機械と称するのは，上記の様な混乱を避けて各応用面の研究を包・

括する意図に基いているのである｡

‐一方Hollerith式機械の近年に於ける目覚ましい発展と･9それに伴ふ紐織に於
の

ける規模の拡大，内容の複雑化，機動力の増大の結果，各種機械の機龍と組織編

成技術に関する研究は，内容的に相当多量のものとして成熟し来たったに止らず，

原理, 機構の発展の結果基礎知識として，基本的構造に対する工学的研究に対す

る理解をも必要とせられ，相当専門的なる研究が要求せられるに至ったのである。

その結果,､従来の如く統計学者戸或ひは会計学者の如く， 一つの特殊科学を専攻

する研究者がその技術論との関聯に於て取り扱ふ程度の研究にては不徹底でありう

たとへそれが可能である場合も，その取り扱ひはその専攻科学の立場に限定せら
〆

れて一面的であり，経営機械に関する研究の全きは期し得ないのである。
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、

ここに至って経営機械に対する工学的研究とは反対の側面より，特に機能，組

織及び一般的応用に関する研究が一つの学問研究の領域として確立せられること

が，機械及び組織の内面的発展の結果として，或ひは現実的要請として，必然的

に要求せられるに至ったのである。これは叉第5期に於ける mllatorの出現に

よる機械化組織の完成，即ち一つの事務系列中より人間の事務労働を殆んど排除

して,… 合理的にして殆んど純粋なる機械化経営技術が実現せられたことと期を一

にするのである。

本稿に於ては,この側面よりするpunched card meth"に対する研究を，一

方経営機械に対する経営学的研究として経営機械に対する工学的研究と対立せし

め，他方応用面に於ては統計学，会計学，経営管理学のすべてに亙ってその機械

化技術に関する研究を包含し，広義の経営科学の機械化技術論として展開し，組

織化せんとするのである。同じ経営機械に対する工学的研究との限界，及び他の

経営諸科学との関聯等に関しては節を改めて詳述することにして，ここに於ては

機械化経営技術論が確立せられなければならない必然性を説明するに止める。

尚現在の一般に使用せられている機械化組織に於て，使用せられている機械の

機能に関する研究は第2部に於て，組織編成に関する研究は第3部に於て詳述する。
参

第六節 第6期，再発展期（1946-）

1．再発展期の特徴

前項に於てmmllamrの出現による機械化systemの完成及びpunched card

methmの機械の発達の一応の完成，更にその内容的充実に基き経営の機械化に

関する研究が成熟を遂げその独立の機運に臨んでいることを述べた｡ mmllamrの
●

出現に至る迄のHOllerith式機械の発達は，略揺篭期に於て確立せられたpml-

ched card, brushとrOllによる読象取り,10進法, counmrWheelへのtiming

による数値の導入等の原理が基準となり，その上に多くの考案が附加せられて，

幾多の種類の機械へと分化発展し来たったものと見ることが出来るのである。即

ちmmllamrに於ては機構的にはWrterの分類原理とTabulamrのautnmatic

control及びreproducerの mmparing relayに見られる comparing relay

の原理の結合である。今後の発達はTy"519 Rep oduCerに於けるType513

と′rype 552 Interpreterの結合の如く各種機械の結合による大規模化の外は

ない様に見受けられるのである。ここに Hdlerith式punched card meth"
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の発達は一応の行き詰りに直面したと言ひ得るのである。之を打開するために最

近多くの考案がなされ，一部は既に実行に移されている。而しその新しい考案の

殆んどすべてに共通な特徴は，揺篭期以来守られて来た原理に対して根本的に違

った新しい原理の採用にある｡ punched cardに対してno punChed card,強電原

理に対して弱電原理の応用,10進法に替る2進法,cardに替るにtym,印刷機構

に替る写真記録等である。かくの如く前項に於ても述べた如く，再発展期の特徴

は機械の結合による機能の増大と大規模化，及び新しい基本的原理の採用にある。

勿論之等根本的に新しい原理の採用と言っても,従来のpunched card method

のsysteXn と組合されて用ひられるのであり従来の機械がすべてその意義を失

ったと言ふのではない。例へぱmarkbsensing deviceは現在一旦punchに打

ち巷へられて用ひられており且事実その用途よりするもpunched card methOd

の補助的役割りを果すものである。最も発達し飛躍的な前進を遂げた電子計算機

Electronic cal ulamrにしても，従来のsystexn の中計算即ちTabulamr及

E): Multiplierの機能を高度化したものであり，其の他の機械とはsystexn 的

に結合しているのである。

以下再展期に於て出現した新原理及び機械に関して若干の説明を加へる。これ

迄の期間の機械即ち旧原理に基く機械に関しては第2部に於て詳細なる研究を論
述するが，再発展期のものに関しては他にその機会を持たない故，本項に於て前

期間のものよりも梢冷詳細な叙述になることを，ここに断っておかなければなら

ない。

2．Mark-senging

従来のScoring maChine (採点機）と同一の原理であり,card上の鉛筆の

nnarkを読み取る装置である。cardに対してpunchに替れるに鉛若しくば特

殊なmark･sensing pencilを以て，通常のpunch positionに markするの

である。此の場合cardの3行に亙ってmarkしなければならない。即ちmgrk･

sensingの場合は3行を以て1行とするのである。此の card を Type 513

Reproducerの punching unitに入れると， 同- cardの他の行に改めて

punchせられるのである。

Mark亭sensmgdeviceの主要な装置は, punching brushとcard feedとの

間に設けられた10組のMark･sensing brushである。此のbrushは3本1組

となっており，通常の配ading brushの場合, senseせられた電流が真鋳roll
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よりcard上の孔を通ってbrUshに通ずるのに対して,3本の中の中央の1本

より流出した電流はcard _Eの鉛叉はmark-sensing pencilの標識を通って最
端のbrushに通ずるのである。かくて読み取られたmarkはpunching position

に於て所要のcardの行にpunchせられるのであるocardへの設計はcardの

右端に行ひpUnchする行と重っても差し支へない。

上述の如く此のdeviceの特徴はcardへの直接の手記による数字の標識が

機械に読み取られることにあり, punched card methodの根本的な特徴たる

cardのpunchに対してcardへの直接の手記の原理を実現した所にある。而し，

現在に於ては, "rter, Tabulator, Multiplier等の機械には整備せられておら

ず, T"e 513 RepoduCerにより一旦punchに改められて後, systexn に組み

入れられる様になっている。勿論，用途もDual cardとして設計せられた特殊
な場合にのみ限られている。

3．互人電子計算機

（1） 概説一巨人電子計算機の発達

再発展期に於て取り入れられた諸種の新しい原理の中最も重要なるものは弱電

原理である。その最も簡単なるものは従来の機械に対する附加的装置として真空

管が装置せられたType 77 Tube-mltrolled Collatorである。此の場合は単に

relay contactのsparkを防止するため弱電を用ひ之を真空管で増幅するので
ある。

弱電原理の応用の中，最も顕著なものは第2次世界大戦中アメリカに於て考案

せられ,軍事力の増強に一役担った電子計算機Electronic Calculatorである。

この機械に於ては計算は光電管に よって行はれ，これによって計算能力は従来の

最も発達した計算機に比して飛躍的進歩を遂げたのであり，叉機械の規模も極め

て大規模なるものとなり, 曾ての卓上計算機に対するpunched card method

の機械の出現以上に，計算機に対する全く違った観念を生んだのである。大型の

計算機械(gigantic mechanical robot)の出現より，今日最も高性能のIBM

Selective SequenceElecnFoniC Calculator (撰択式遂次連続電子計算機）に

至る迄の発達の経過は次に述べる如くである。 ：

1948年8月 Aummatic Sequence Controned Calculator叉は Harvard

Calculator (Mark lと言はれる）がIBM会社によってHarvard大学の地下

室に設けられた。之は戦時中海軍の専用であったが,､1947年1月に初めて公開せ
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られた。海軍は更にMassachusetts Institute of Techndogy (マサチューセッ

ツ工業大学研究所）と協力して, Mark lの3倍の能力を有するMark IIを製

作した。

之に対して，陸軍は1945年, IBM 及びPennsylvania大学と協同してEle･

ctronic Numerical Integrator & Computar (電子式数値積分及び計算機) (EN

IACと称せられる）を製作した。之は1946年2月公開せられた。陸軍は更に

Elechonic Discrete Variable Computer (電子式離算変数計算機) (EDVAC

と称せられる）を製作し，最近にはPrinceton大学に於てMeChanical Arith-
metic Numerical lntegrator & Calculator (機械式数値積分機兼計算機）が

作られていると言はれる。

電子計算機が戦時中陸海軍の要求により製作せられたのは, 主として弾道学

(Ballistics Research)の複雑にして遁大な計算を短時間に且正確に行はんが為

であって，砲弾やrocketの飛翔の計算が秘密裏に行はれ，其の他航空力学，気

象学等の方面にも応用せられたのである。戦後最新のものがIBM会社により科

学研究のために作られ，同会社のNew Ywk本社に据え付けられ,1947年1月

仕事を始めたのである。之がIBM Selective Sequence Electronic Calculator

と称せられるものでありHarvardの機械の25倍の能力を有するのである。以下

代表的なものとして, Harvard Calculator, ENIAC及び最新のIBM電子計
算機に関し若干の説明を加へる。

( 2 ) Automatic Sequence Controlled CalcUlator (自動的逐次連続計算機）
-Harvard Calculator Mark l

(a)概 説 、

此の機械は前述せる如く1944年8月Harvard大学の計算研究所(Computa｡
tion Laboratory)に於て，応用数学のP of. Howard H. Aikenの指導の下に

田M会社との協力により整作せられ，戦時中海軍の用に供せられたが,1947年

1月公開せられるに至った。此の機械は計算に弱電原理を応用するに迄至ってい

ない故電子計算機と称することは出来ないが,巨人計算機(gigantic mechanical

rObOt)としては最初のものである。即ち外観はガラスと煉瓦の低い四角な建物

であり，その中にはgear, electrical cOntact wheels及びrelayが51沢に亙

って配置せられてある。

(b) 特 徴
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(i)記憶機構(Mechanical Memmy)

此の機械の特徴は, 複雑な方程式を解くために通常の加減乗除の基本的な操作

と，既に解かれた問題の解答を必要に応じてroutine tagkとして参照(loW

up)することが併せ行はれる所にある。即ち従来の計算機に見られなかった全

く新しい機能は機械的記憶(Mechanical MemOry)であり，最初に行った計算

の結果を一度setupしておくと，それを次の計算の材料として自動的に計算過

程中に導入することが出来るのである。人間の事務労働の中計算，記録，整理に

関しては既に機械化が進んでいたが，此処に至って既に計算し終った数字を一旦

記憶し参照の必要に応じて迅速正確に引き出す記憶参照の仕事が機械化せられる

に至ったのである。

(ii) PerfOrated Tape

更に此の機械に於ける新しい考案は数字の読み取りに関して，従来のcardに

替れるにtapeを以てすることである。此のtape iX punched cardの連続せ

るものとも見ることが出来，直接tapeに対してpunch せられるか叉はcard

より更に複写せられたものである。これをperforated tapeと言ふ。かくtape

を使用することにより数字を読み取る速度は著るしく迅速となり，且前述の

mechanical memoryが可能となるのである。

解答はelectronic typewriterにより自動的にprmtせられるが，此の場合

checkが行はれて誤りがあった場合にはbellが鳴りerror lightがつく｡

(c) 応 用

現在(Jan､20. 1947) 1日の中釦時間海軍硫術局(Navy Bureaw of Ordn-

ance)の為の仕事をしており,1948年6月迄続く大砲の距離測定表(range
／

"ble)を作製中であるが，既に一般に使用せられる数値表(mathematical

bmk)を2冊発行し，他にrocket及びguided missilies (誘導弾）の弾道

("ajectory)を研究中である。 。

( 3 ) Electronic Numerical Integrator and COmputor (電子式数値積分

及び計算機)-ENIAC

= (a) 慨 説

此の機械はWarvard Calculamrに先立って1946年2月Pennsylvania大学

に於て公開せられた。発明者は銘才の物理学者Dr.J. W・Mauchlyと26才の統

計技師J. PreSper Eckertである。完全に電子化せられた計算機(all･electro-
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nic mathematical)として最初のものであり，従来の計算機の機構がgear,

wheel, schaft等の複雑な迷宮であったのに対して，全く電子機構の計算機(ele-

cho･mechanical computer)に変ったのである。前項の Wan･vard Calculator

は従来通りの機械であり，其の後Vannevar Bushにより設計せられたマサチ

ュセッツ工業大学の微分解析機(Direrencial Analyzer of Massachussetts

Institute of TeclmolOgy)に於ては 帥% electro meChanicalであり20%

electronicであった。

(b)機 構

.U字型30×50沢の部屋の三面に約180“のtubeが100沢に亙って配置せら

れてあり30tonの重量を有する。計算機構は次の部分よりなる。

伝達機COnstant transmitter

計算資料(information>を受け取り，且之を電子的(electronically)に貯

蓄して記憶する｡

集計機Accumulator 20

加減し同時に後の計算に必要な解答を記憶する。

乗算機MultiPlier 3

除算機Divider l

開平機Square rooter l

函数表Function table 3

函数表を貯蓄している。

他の一面には次の機構が設けられてある。

指揮機構Initating unit

機械をstart及びstOpせしめる。

電流発生機構cycling unit

1秒間に100, 0m cycleのel"trical impulseを発生する。

中枢計画機構 Master programmer

機械の脳髄であり，機械に仕事の内容とその時期を指令する｡、

<c) 計 算 能 力

公開の時次の如き奇蹟的な計算能力を発揮した。

2の10桁の加減 1/5,000秒

10桁の乗数のsingl multiplication l/360 秒
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5桁の数同志の乗算 1/500 秒

9桁の除算 1/38 秒

1～100の数の平方及び立法 、 1 分 間

一最近の実例によれば原子物理学(Nuclear.physics)の計算に於て，熟陳計算

者100 man-yearの仕事を2週間で完了したのである。而も1日2時間が正味

計算の時間であり，残りは資料を処理したり，結果を調べたりする時間であった。

(d) 応 用

ENIAC第1号は陸軍の弾道研究所(Ballistics Research Labaratory)の為

に複雑老大な計算を行っていたが，今後はMaryland州のAberdeen Proving

Gro'1ndへ移されて，同じ仕事を引き続いて行ふ予定である｡ 新型のENIACが

近く製作せられて，原子物理学(Nuclear-physics)航空力学(Aerodynamics)

等の平和的研究の為に用ひられることになっている。製作費は第1号は＄400,0

00，第2－号･が約＄250,000であった。

( 4 ) IBM Selective Sequence Electronic Calculator (撰択式逐次連続電

子計算機）

(a) 慨 説

今日迄に現れた巨人電子計算機の中で最も高性能のものであり, New York

のIBM本社に備へ付けられてあり, 1948年1月公開せられた。‐

(b) 計 算 能 力

Harvard Calculatorの250倍の性能と称せられているが，計算速度は次の如

くである。

18桁の如減算 1/3500秒

14桁づつの乗算（積28桁） 1/50 秒

14桁の除数被除数の割算（商14桁）1/30秒

例へぱ現在行っている月の動きの計算に於て次の如き能力を発揮している。月

の位置の移動は理論上は良く知られているが，而し之を実際に一月前に正確に予

測する為には次の様な計算を行ふ必要があるo 10, 710回の加減算,8,680回の乗

算，1,870回の既に計算してある数値及び公式への参照，1,170回の計算順序及び

方法に対する指令。この計算を普通の計算機で行ふと17,000時間を要するが, 此

の機械は7分間で行ふのである。且つ，計算の結果は自動的に作表せられる。此

の機械の製作費は$75b OOOである。
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(c) 2進法の原理’

電子計算機の従来の計算機との大なる相違は10進法に替るに2進法を以てする

ことである。即ち従来の計算機は1つのcounter wheelに10のpointがあったが，

此の計算機の1桁は0と1と2つのpointより成っており,1～10迄の数は1,2,4,8

の4桁の数字の組合せに変更せられる。即ち0は㈹00であり，1は0001である。

従って2は0010,3は0011,．…｡、7は0101,8は1000,9は1001として表はれる。：

(d)機構及び操作原理
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(i)テープ｡ Perforated Tape

原初記録即ち計算の素材として機械に提供せられる数値を機械内に導入する為

には, Havard Calculatorと同様に連続した紙のtape即ちperforated tape

が用ひられる。原初記録はIBM式の標準型punchedcardに一旦punchせら
学

れ，更に分類整理せられた後特殊Reproducerによりtapeに複写せられるの

であるが，叉所要の数字をtape punchで直接打ち込むことも出来る。此の場

合10進法にpunChせられた孔は2進法に変って複写せられるotaPeは横に78

桁-19の数値及び代数記号がpunchせられ，縦には連続式なる故容量に制限は

ない。

(ii)読 取 装 置

計算の素材たる数値を読み取る機構であり，新しく数値をcardより読み取る

場合と，既にtapeに打ち込まれた表より所要の数を撰出して読み取る場合があ

るo

（α）カード読取装置(Card Readers)

cardから数値を読み取り計算機構へと送り込む機構で,2つのcardfeedを

備へている。速度は1分間に釦,0(X)桁, punched cardにして375枚である。

（β）数表読取機構(Table Look-up)

36個の読取箇所があり, tapeにpunchせられて保存されてある所要の公式

や表を自動的に参照して，撰出した数値を記憶機構へ送り出すのである。之には

捜索装置があり，機械的に回転する表の数値をpunchされたtapeの中より所

要の数値を自動的に発見して，其の箇所でtapeを止める様になっている。捜索

速度は表の桁数によって違ふ。例へぱ8桁のsine表をひくのに最大3秒である。

使用し得る表の桁数は1回に最大38桁とこれに附随する代数記昌であるo38桁以

内で2つ以上6つまでの公式を組合せて読象取ることが出来る。

"iii ) 記憶機構(Memory)

矼迩pe, Relay, Tubeの3つの記憶機構がある。読み取られた数値が計算機構

へ送り込まれる為には，必ず此の記憶機構を経由しなければならないのである。

最も迅速に計算機構へ送り込まれる必要のある数値ばElectronic Memoryに

保存せられ，計算の過程に必要とされたり照合したりせられる数値はRelay Me-

xnoryに，その他はTape Memoryに保存せられるのである。前二者は一時的

記憶機構である。

》
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（α）テープによる記憶機構(Tape Memory)

3つのunitからなり,1つのunitには10読取箇所と1つのtape punch箇

所とがある。読み取りの速度は1分間に1,1m段(1段は78行-1"値）であり，

3つのunitを働かす場合は19×1, 100×3 = 62,7"の数値を読象取って, Relay

Memory叉はElectronic Memoryへ送る｡ tape punchの速度も同じであ

る。

（β） 真空管記憶機構(Electronic Memory)

8つの皿itがあり，各皿itは19桁の数と代数記-吾を収容するo此の記憶機

構より所要の数を取り出す速度は1/ 1, 000秒である。

（γ）リレイによる記憶機構(Relay Memory)

wire contact式で3,0M桁まで記憶が可能であり, 1/5M0,秒に12の回路を変

更することが出来る。

以上3つの記憶機構全体により，400,000～500,000の数値を機械全体として自

由自在に使用し得るのである｡･

記憶機構には16個のBusが連絡せられてあり，計算中の数の流れを連結し，

何時いかなる時機に何を何度行ふかを伝達するのである。

(iv) 計 算 機 構

（α）数値計算機構(Arithmetical Unit)

実際の四則計算及び桁数の調整が行はれる。

速度 19桁の加減算 、 1/3,500秒

14桁の乗算 1/50秒

14桁づつの除算（商14桁） 1/鉛秒

（β）計算順序発生器(Sequence Control )及び脈流発生器(Cycling Unit>

計算機構に於ける数の順序進路などを調整する。 ＝

(v)記 録 機 構

(") Card Punches

計算完了後の解答叉は計算中の所要の数値を更にcardに自動的にpunch L,

中間記録として将来の使用に備へんとするものである。速度'分間に'6,000桁，

card枚数にして200枚である。

（β） 製表印刷機構(Printers)

進行中の計算の結果を適宜記録印刷する為に，高速度印刷製表機が設けられて
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ある。速度は1分間に24,㈹0桁である。

(vi)指令伝達装置(COnsole)

此の機構は記憶機構及び計算機構に接続せられてあり，それぞれの機構の中で

計算及び数値の動きが如何に進渉しているかの状況を示す表示盤と，これを調整

するswitchが備へられてある。此の機構より機械の諸機構に対し，記憶機構中

の如何なる数値を用ひ，どの數表を使用し，何時何処で如何なる種類の計算を行

ひ，計算中の結果の何れを取捨撰択するかの詳細な指令を与へるのである。計算

過程の根本的変更を行ふためにはAutomatic plugboardを用ひる◎之により

約40,000のplugによる接続を数分間に行ふことが出来る。

(e)機 械 設 備

上述せる諸機構はすべて100×36沢のU字型の部屋に設置せられてある。此の

部屋は耐火式であり，防音,照明,換気装置等完備しているotubeの数は12,500,

Relayの数は21, 400, electrical connectionの数40, 000,各機構を接続する電

線は延長4,500哩である。供給電力は直流1"KWである。

(f)応 用

此の機械の計算の原初記録は最終記録が田M式punched cardとせられてい

る故，肥M標準型の各種機械と此の機械とは1つのsystem として有機的に常

に結合して用ひられ得るのである。即ち従来のsystexn の中'rabulator及び

Multiplier の果していた機能が此の機械に於て極めて高度の発達を遂げたので

ある。

現在月の位置の問題を解いており，7分間に半日後の予測を行っている。而し

現在頗る手持ち無沙汰の模様でありNews Weekには次の様に伝へられている。

｡｡ it waits hungrily for more Challenging problems from the nations

scientists.，, 了

此の機械の有益な仕事は，科学者達が容易に参照し得る様な数値表 mathem･

atical tableが必要とせられる場合，直ちに正確に計算し，明瞭にtypeし且

OHSetとして書物を作り科学者の要求に即刻応じ得ることであると考へられてい

る。

（5） 巨人電子計算機出現の意義

(a)機構上の特徴

上述せる巨人電子計算機の原理及び機構上の特徴を要約すれば次の如くである。
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(i) 二 進 法

二進法の採用の結果十進法に対し，数値の読み取り及び計算が箸るしく迅速化

せられた。

(ii) Tape

Tapeは連続的なる故, cardの断続的なるに対し数値の読み取りの速度が増

大し, 且記憶及び数値表の参照が可能となった。

(iii) tube

tubeの採用によって計算速度及び計算機構のへ数値の送込み速度が飛躍的に

増大した。

(iv)高速度印刷製表機

(v)機構の大規模化

機構の大規模化により同時的に諸種の計算が行はれ，各種機械をsystexnで結

合する以上に性能が増大したのである。

(b)機能上の特徴

機能上よりは次の如き特徴を挙げることが出来る。

'(i)四則計算能力の極度の高度化

二進法の原理, tape特にtubeを採用することにより，四則計算能力が飛躍

的に増大したのである。

(ii)記憶及び数値表参照

_tapeの採用により可能となったのであるが, 此の事は人間の事務労働の中既

に機械化せられた計算，記録，整理に対して新しく記憶，参照の人間労働が機械

化せられたことを意味するのである。

以上二つの機能の出現により，複雑，渇大なる計算，方程式の求解が，迅速且

正確に行はれるに至ったのである。

(c) 影 ‐響

此の様に複雑，老大なる計算を迅速，正確に行ふことが可能となったことより，

如何なることが結果せられるであらうか。理論的に比較的簡単なることも，之を

実際に移す場合は具体的なdataが多く加はる為，従来応用技術家(practical

engineer)は予感(hunch)とか熟練した推察(educated guess)に逃げたり，

比較的重要でない要因を無規したり，叉近似値に満足する外はなかったのである。

或ひは試行錯誤法(traial and error methods)により費用を掛けてmodelを
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作り，叉其の為に往々危険な事故の可能性を敢て冒さねばならなかったのである。

此の様な事態が電子計算機の出現により面目を一新するのである。

(d)応 用

平和的研究として今後此の種の機械が応用せられ得ると老へられるのは次の如

き方面である。

(i)電気及び電子工業(Electorical and Electronic lndustries)変圧機

整流機, rnotor等の改良が，従来迄知られなかった要素の正確な知識の結果可

能となる数学的問題が解かれる。

(ii) 航空機の設計(Aircraft DeSign)

従来の高価にして危険なるtrial and error methodを避けて, test model

を製作する前に複雑なる数学的問題が解かれる。

(iii ) 気象学(Meteorology)

長期に互る正確な天気予報が可能となる。

(iv) 統計(Statistics)

統計資科の集計が迅速化せられ且複雑な数式を迅速正確に解くことが出来る。

(v) 銀行及び保険(Banking & Insurance)

数年を要していた計算が数時間で可能となる｡

(e)結 語

前項の応用方面の外，更に各種の高度の計算を必要とする方面に於て用ひられf

夫々の分野に於て従来計算技術上の障碍により閑却せられていた部面の発達を促

し，人類分化の高度化の為に重要な役割りを果すであらうことは想像に難くない。

此の種機械の出現に対してジャーナリズムはelectrical brain diviceのfamily

と言っている。事実人間の事務及び計算労働がかく迄機械化せられた場合，此の

様な表現も肯けるが，機械は何処迄も人間の指令に従ふものであり, creative

abilityに欠如している故brainと言ふことは出来ないのである。寧ろ此の様な

性能の機械を生んだ人間のbrainこそ偉大なものであり，且此の様な高性能の

機械を運用するには人間の高度の知力と精神力が必要とせられるのである。

4． 其の他の原理

（1） 写真による記録装置

Tabulatorのprinting unitを改めて，写真によって記録を行ふ様にしたも

のである。従来のprinting mechanismに於ては，多くのtypebar, planten,
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之を動かす諸種の機構からなりその運動部分の重量が大であるため，速度に制限

があり， 又騒音激しく且印刷機構に摩滅が生じ易い。此の装置より之等の欠点が

除去せられるのである。

(2) Film記録の色彩によるControl

film 記録と言ふのは, cardを連続的にfil mの一駒毎に撮影したものであり，
●

多量の計算濱料を極めて小型の記録として保存し得るものである6数値即ち金額

及び数量はfilm上にcardのpunchと同じ位置に点として標識せられるo film

は連続的である故cardの如く釦rterによって分類されることが出来ないと云

ふ不便がある｡此の装置によればfilmの色彩（赤，青，緑，黒）によって4種

類以内の類別に関してcontrolすることが出来るのである。

此の装置に用ひるfilmは着色写真roll filmであり, Agfacolar film即ち

素地に各原色の1に特に感光性のある感光乳剤数種を数層に施してあるfilmを

使用する。このfilmを以て着色されたcardを撮影すると，三種類の記録を同

時にfilmに納め得る。
、姿

この記録の種類を分つ為に次の如き装置が設けられてある。film が不透明体

の隙間を通過する時，光源よりの光線に照される。三又石英棒よりなる導光体に

於てfilmを映写した光線は三つに分れて光電管(A) (B) (C)に達する。然る

に光電管(A)に備へられたfilterは，赤色光を吸収してそれ以外の色光を通過

せしめる青緑色filterであり，光電管(B)に備へられたfilterは緑以外の色

光を通過せしめる赤色filterであり, (C)のものは青色以外の色光を通過せし

､める「マゼンダ」filterである。従って

赤色光線の場合 B,C光電管

青色光線 〃 A,B "

緑色光線 〃 AﾀC 〃

黒色光線の場合 A,B,C光電管

に働き，之は増幅器を通じて機構に働くのである。

（3） 磁気記録の原理

Mark-sensingとは別に, cardにpunch .をしない方法である。ここに用ひ

られる原理は「残留礎気」の原理と称せられるものである。即ち或る磁化性材料

の上に起磁力の変化を与へると，此の磁化性材料により若干の残留磁気束密度が

保留せられるのである。之を「残留磁気」と称する。磁化性材料内の合成界の強
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度は之に作用する磁界の大きさと磁化性要素を構成する物質により正確に定まる。

此の原理に於て, cardを構成する磁化性物質は，その残留磁束が無限の時間

に亙って保持せられる様な保磁特性を必要とする。この様な性質を有する磁化性

物質として，鉄，ニッケル，コバルト若しくはこれ等の或る種の合金の様な正磁

休を材料として撰ぶ。此の場合, cardに保持せられた残留磁気密度は，次に必

要に応じて電気impulseを発生することが出来る。即ちpunched cardに於

ける孔の如く電流により読み取られることが出来るのである。

card上の磁気印象状態の記録を抹消することも出来る。

即ち既に記録せられたcardを所要強度の交番磁界に入れその作用を受けしめ

ると, card上の単離磁気印象を抹消し, Cardの磁気化物質を非磁化状態に複帰

せしめて, card上の残留密度を0に減少することが出来る。

上述せる所で明かな如く，此の原理は従来のpunched cardに対して，特殊

なcardと機械のpunch及びreadingの装置を備へることにより， 孔のない

cardを使用し，其の他は従来の機械のすべてに対して用ひ得るものである。、

特に此の原理に於て従来の機能に比較して有利なことは次の諸点である。

: (a) cardに孔がない故, cardの面上のすべてを手記若しくはtypewriter･

による記録に当てることが出来る。

(b) card上の磁気記録は抹消することが出来る故，使用済象のcardは必

要なるものをfilmに納めて保存した後，残留磁気を全部抹消して幾度も使用す

ることが出来る。

(c) card上の記録を部分的に抹消し得る故, card上に記入せられた古い記

録はその儘留めておいて，変化せる事項を機械の操作によって抹消し，そこに新

しい事項を記録することが出来る。即ち融通性，適合性の増犬である。

(d) cardは充分な剛性，強靭性が与へらる為，機械内の操作に耐えること

が出来る。即ち従来punchedcardの如く容易に破損することはない。

機械としては, cardに起磁力を加へる従来のpunchに替るべきもの，残留

磁気を抹消せしめる機械の他は, Sorter, Tabulator, Multiplier, Reproducer>

Interpreter, "llator等すべての機械に対して唯reading及びptmchingの

機構を替へぢだけで此の原理を応用し得る。

ー

マ
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第三章IBM式経管機械の憐成

第一節IBM式経営機械の名称

1．訳語及び分類法

前章に於ては各種Hollerith式機械が一方応用面よりの要求に導かれつつ,他

方原理，機構の考案即ち技術的進歩に促されつつ，諸機構の結合により構成せら

れそれが6つの段階を通じて如何なる発達を辿ったかを述べたのである。本節に

於ては，特に第五期即ち完成期までの機械に於て，旧型のものは除き現在に於け

る組織に使用せられている機械の名称を一覧的に列挙する。但し，機械の名称の

邦訳は今日迄一般に使用せられているものをそのまま用ひるが，これは必ずしも
適訳とは言ひ難く，用語の統一の必要が叫ばれているにも拘らず未だその実現を
見るには至っておらない。従って本稿に於ては機械の名称も又機構の名称も寧ろ
一般に呼び慣らされている原語をそのまま用ひ,不正確にして誤解の多い叉一般
に通用しない訳語を無理に使用することを避けたのである。特に現在，全く外国

特にIBM会社に依存している状勢の下に於ては，寧ろ原語に親しむこ_とが必要
でありj,この様な意味に於て本稿に於ては，比較的適当な訳語のある場合も敢て

原語を用ひ，或ひは併用するのである。下に挙げる機械の配列の分類法は，一般

に使用せられてい．る所に従ったものであり，これに対して織哉的見地即ち機能を

中心とした統一的な分類は第二節に於て行ふ。

釧機…㈱

A. 主要機械

B. Auxiliary Machine (補助機械）

2．YRM式経営撒戒一鯨(1952年現在一補）

A.基本機械(Basic Machine)

1.PunCh (穿孔機）

Tym 001 Mechanical Key Punch 手動穿孔機

Type O11 Flectric Key Pmlch 電気穿孔機
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Type O12 Electric Duplicating Key Punch 電気複写穿孔機
4IyW 015 MotorDrive Key Punch 電動穿孔機

'Iym O16 Motor Drive Duplicating Key Punch 電動複写穿孔機

TyF O31 Alphabetical Dudicating Key Punch 英字複写穿孔機
Type O36 Alphabetical Printing Punch 機英字印刷機孔機

Type O24 Card Punch 穿孔機

Type O26 Printing Card Punch 印刷穿孔機

'Iype 516 DupUcating Summary PUnch 複写会計穿孔機

Type 522 AIphabetic Duplicating Summary PunCh英字複写会計穿孑{機

Type O43 Tape-Controlled Card Punch テープ式カード穿孔機

TyPe O63 Card-Controlled Tape Punch テープ穿孔機 ．

2. Verifier (穿孑{検査機）

Type O51 Mechamcal Verifier 手動穿乳狼査機
Type O52 Motor Drive Verifier 電動穿孔検査機

Type O54 Alphabetical Verifier 英字穿孔検査機

Type O55 Alphabetical Verifier 英字穿孔検査機

3. Sorter (分類機）

Type O80 Sorter 分類機
. Type O82 Sorter 分類機

Type O75 Card Countmg Sarter 計算器付分類機

4. A"ounting Machine (統計機，会計機）

Type 285 Electric Accounting Machine (3-S)

Type 297 Electric Accountmg Machme (4-S)

Type 405 AIphabetical Accounting Machme

Type 404 AIphabetical Accounting Machme with Multiple Lme Printmg

Type 416 Numerical Acmunting Machine

Type 402 Alphaetical AccOtmtmg Machine

Type 403 Alphabetical Accounting Machme with Multiple Line Printmg

Iype 407 Alphabetical Accounting Machine

Type 921 Automatic Carriage

Type 923 Tape-cmltrolled Carriage 。

. Type920 BillFeed

B.補助機械(Auxiliary Machme)

1. Card lnterpreter (識訳印刷機）

心

●
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Type 550 Ailtomatic Interpreter 複写穿孔統訳機

T"e 551 Check Writing lnterpreter 〃､切手複写穿孑{醗訳機

Type 552 Alphabetical lnterpreter 英字穿乳魏訳機

2. COllatm (照合機）

Type O77 Collator 照合機

Type O89 AIphabetiC COllat" 英字式照合磯

3. Reproducing-Gang-Summary Punch (集団複写合計穿孔機）

Type 517 Gang Summary Punch 集団合計穿孑{機

T,ype 518 Gang Summary P1mch 集団合計穿孔機

Type 523 Gang Summary Punch 集団合計穿孔機

Type 513 Reproducing Punch 集団複写合計穿孑戯

Type 514 Reproducmg Punch 集団複写合計穿孑{機

Type 519 Document miginating Machine 集団複写合計印刷穿乳機

4. Calculatmg PunCh (計算穿孔機）

TyPe 601 Electric Multiplier 乗算穿孔機

Type 601-3 Multiplier 乗除算穿孑{機

Type 602-A Calculating Punch 計算穿子{磯

. Type 604 Electronic Calculating Punch 電子式計算穿孔機

5. Statistical Machme

Type lO1 EIectrmlic StatisticaI Machine 電子式分類統計機

~

第二節IBM式経営機械の機能による分類
一

1．分 類 原 理

本節に於ては, Hollerith式経営機械を経営学的見地より，その機能に従って

組織的に分類せんとするのであるが, 一般に一つの機械は多くの機能を兼ね備へ

ている故，機能を中心としてそれに該当する個所に機械のType番号を挙げる

ことにする。経営機械の機能は次の如く分類せられる。

隙麗鰯
｜鯛::::妻::喋職〕

に要舞幟麗謡：|鰯駕
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I③P………鰄菖隙麓麗
句

A・記録（

｜①…録曾駕鶚圖爆Ⅱ､中間記録

縢鑿蝋漂･……(Card作製)I(2)計算記録

聰繍|鰹菫鰡職鰯駕協
1．分 類("rting)

Ⅱ.組 合 せ(Merging)

皿.照 合 せ(Matching)

IV6撰 別(Selecting)

1．件数計算(Card Counting)

’B・整理

,'

Ⅲ集計計算(A…'athng) {鯛蟄:WZing)C.計算,’

｜皿…計※

2．分類一覧表

上掲の分類原理は純粋に機能上の見地よりなされたものであるが，次に諸機械

をこの分類原理に当嵌めるに際しては，実際の機械に於ける諸機能の結合状態を

考慮して，若干の変更を加へる。

A.原始記録及び中間記録(Cardの作製）

1. Punching及びVerifying

（1） 原初記録

(a) Numerical InfOrmationのみ

(f) Hand Punching及びVerification:

(") Punching

Type l, Type ll, Type l5, Type 12, Type l6.

(6) Verification

- Type 51, Type 52.
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(ii) Mark-sensing及びVerification

Type 513, Type 519.

(iii) Gang-punching (集団記録）

Type 3, Type 501, Type 512, Type 513, Type 517, Type 518,

Type 519.

(b) Alphabetic及びNumerical Information

(i) Hand Punching及びVerifiCation

(") Punching

Type 31, Type 34a, Type 34b．．

(8) Veriacation

Alphabetic Motor Drive Verifier ･

(ii) Gang-punching

Type 512, Type 513, Type 517, ype 519.

（2） 中間記録

(a)複写記録(Duplicating)

(i) Duplicatingのみ

(") Numerical lnfOrmationのみ

Type l2, Type l6b Type 516.

(6) A1phabetic及びNumerical Information

Type 31, Type 34a, Type 522

(ii) Reproducing (複写), Gang-Punching及びVerificatin (Alpha-

betic及びNumerical lnformation)

Type 512b Type 513, Type 519.

（3） 計算記録

D.計算のところと同じである。

n. Printing (card上への印刷）叉はInterpreting (鎌訳）

(1) Interpretingのみ

(a) Numericl Informationのみ

Type 559, Type 551.

(b) Alphabetic及びNumerical lnformation

Type 552
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(2) Printing及びHand Punching (Al,habetic及びNumerical InfO-
●

rmation)

Type 34a

(3) Printing及び Hand Ptmching, Duplicating (Alphabetic及び

Numerical Information) ，
Type 34b

(4) End printing,及びGang-Punching, Reproducing (AIphabetic及
Of Numerical lnfOrmation)、

Type 519

B・鑿 理

1．分類及び検査

(1) "rting (分類）

Type 71, Type ", Type 75

(2) Checking (検査）

Type 77

Ⅱ、Merging (組合せ）及びMatching (照合せ）

Type 77

m・Selecting (撰別）

' (1) File中よりの撰別

Type 77

(2) X-punched cardの撰別．

Type 77 Selector (各種機械の附加的機構）
(3) Groupの撰別

Type 77 Automatic Control (各種のTabulatorの附加的機構）

C・集計(Accumulating)及び最終記録(Printing, Listing叉はTabulating)
1．Non Listing Tabulator

( 1) Non Automatic Card Feeding Tabulator

(2) Automatic Card Feeding Tabulator

(a) Non Automatic COntrolled Tabulator

Type 90-Type 92

(b) Automatic COntrolled Tabulator

（76）

、



負

Type 93-Type 95

Ⅱ、Listing Tabulator

(1) Numerical Printing Tabulator
G

(a) Addingのみ

Type 201-Type 210代

Type 213 (3.B)

(b) Adding及びSubtracting

Type 270-Type "0代

Type 285 (3-S), Type 297 (4-S)

' Type 298, Type 375

(2) Alphabetic Printing Tabulator

(a) Counterの性能による区別

. (i) Addingのみ

Type 400-Type 402

(ii) Adding及びSubtracting

Type 403-Type 406, Type 405 (ATFS)

(") Non Net Balance munter

(6) Net Balance Counter

(b) Special Device of Printing Unit

'Iype 920 Automatic Bill Feed

4 Type 921 Automatic Carriage

D・同一費料上の計算及びCard･ COunting

L 件数計算(Card Counting)

(1) "rtingとの結合

Type 75

(2) Accumulating及びPrintingとの結合

(a) Census Tabulator

(b) Type 93以後のすべてのTabulamr

Ⅱ、同一盗料上の計算

(1) 2 factorsの乗算

Type "1 Standard Style

争

↑

4

冬一

氏 夕

～
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〆

(2) 2 faclbrsの乗算及び2factorsの加減算

Type "1 with C oss-Footer

(3) 2 factorsの乗算及び3 factorsの加減算

Type "1 with Additional Cross-Fboter

(4) 2 factorsの割算と乗算の複合及び加減算

Type "3

筒この他に各種機械に於て，上述の基本的機能と更に附加的機能との結合によ

って発生する諸種の機能の組合せに関しては，後に機能の組合せとして述べる。

第四章 各國に於ける使用状況

第一節 ア メ リ カ

1．概 説

Punched card methodの発生の地であるアメリカに於ては，経営機械の利用

は最も普及せられている。第二章に於て述べた応用面の発展は主としてアメリカ

に於ける事情であった故，ここに重復して述べることは省略し，アメリカに於け

る機械応用の特色に就いて若干の考察を行ふ。

・既述せる如くアメリカに於てPunched card methodは,1890年Dr・Holle-

rithによって考案せられた後その揺篭期に於ては，主として国勢調査及び其の他

の官庁統計に用ひられたのであるが，1900年頃より実用化期に入るに従って官庁

に止まらず広く民間諸事業の統計に使用せられるに至ったのである。即ち! Pun-

ched 8ard methodの高度の事務能卒は，アメリカに於ける資本主義の発達の

趨勢に即応して企業経営に広く応用せられ，現在に於ても主として諸種の民間企

業に於ける合理的経営の為に使用せられており，ここにアメゥカに於けるPun-

ched card methodの応用の特色が見られるのである。

2・アメリカ資本圭義の發逵と經曹の機糊上

アメリカに於ては19世紀の末葉よりTaylor Systemを始めとする科学的管理

法(Scientific Management)の著るしい発達が見られたが，これは単に工場

内に於ける作業の科学的管理に止らずして，オフダス内に於ける事務管理(OHi

ce Management)へと拡張せられ，更に企業経営全般の事務作業に応用せられ
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るに至ったのである。アメリカに於てPunched card methodが劃期的な発展

を遂げる地盤は，既にこの様にして醸成せられていたのである。特に経営体自体

の組織に関する事務の科学的管理に止らずして，更に経営の業務活動に関する技

術的手段として販売分析，市場分析等の経営統計に応用せられ，経営合理化の高

度の技術的手段たると共に，自由競争の有力な武器として使用せられたのである。

一方独占資本主義の発展と生産技術の発展に伴って企業規模は箸るしく拡大化せ

られ，従って一経営体に於いて処理せらるべき事務量は危大なものとなり,Pun-

ched card methodはその要求に適合して益々発展を遂げたのである｡ Hollerith

式械機の機能の発展と相俟って，特に金融業及び製造工業に於ける大規模化は，

銀行，信託，保険業務への応用，原価計算，賃銀計算，資材管理等への応用を拓

いたのである。

1933年に於ける産業復興法(National Recovery Act)に基くニューデール

New Deal政策は，従来のAnti.trust Lawの趣旨を貫いて独占資本主義に対

する修正費本主義の確立を意味するものであったが，経済統制の遂行には統制主

務官庁に於いて統計資料が完備せられてあることを必要とし，経済統制に不可分

的な統計の技術的手段としてPunch card methodが採用せられたのであるO

即ち経営機械の能率的な使用によって危大な統計盗料を迅速に処理し，経済界の

実情を動態的に把握することによってのみ，始めて機動的にして有効なる経済統

制が行はれ得るのである。叉経済統制下に於ては単に統計事務のみならず，諸種

の手続きに要する事務量が箸るしく増大し，事務機能の高度化なくしては亦経済

統制の運営の全きは期し難いのである。ここにも特に19釦年以後に於てHolleri-

-th式経営機械が箸るしい進歩を遂げた一つの原因が見られるのであるo特に前

述せる如く1935年に施行せられたSocial Security Actに基く保険制度の実施

の結果，尤大な計算量の処理が必要となり, Punched card meth"の普及が促

されたのである。

3．アメリカに払ける經警機棚上の特徴

軍隊に於ける例は別として，アメリカに於けるPunched card methodの特

徴は，資本主義の高度化及びその発展の帰趨と相表裏し，叉近代個人主義的なる

合理主義精神に貫かれていることである。即ち営利原則に基づく経営の合理化の

精神と，機械で出来ることは人間がしないと言ふ人間智能の尊重即ち人格価値と

個人生活を重視する人道的精神とが結合して，豊饒なるアメリカ資本主義の発達
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の上に経営機械化を発展せしめたのであったb又自由資本主義時代より修正資本

主義時代に進むに従って，益を経営の機械化は高度化せられるのであり，アメリ

カが資本主義的機構の上に立ちつつその繁栄を維持し大なる混乱を経験しないの

は，その豊かな資源其の他諸種の原因が考へられるが，その一つとして個別経済

たる企業の経営に於ても，或ひは国民経済の統制の運営に当っても，常に比較的

完備せる統計と機動力ある管理組織とが備っているが為であり，又その為にPu-

nched card methodが少なからざる役割りを果してい､ると言って過言ではない。

この点に於て，次節に述べるソ聯邦に於ける役割りと正に対蹄的な意味を有して

いるのである。勿論現在に於ても機械化の程度は全事務量の5％であると言はれ，

現在更に一層の普及の為に啓蒙宣伝が行はれているが，5％と言っても他の国に

は比較を見ないところであり，それが国民経済的に重要なる個所に配置せられて

いるならば，全体としての重要性に於ては更に高く評価しなければならないであ

らう。

4．現在に紗ける應用範囲

以上掲げる所は，上述せるアメリカの如き経済状勢に通ずる事情の下にある国

に於て，一般に使用せられている応用範囲を一覧にしたものである。

（1） 宮 庁

(a) 各 種 統 計

国勢調査，労働統計，生産統計，工場統計，農商各種統計

<b)、人 事 管 理

官庁の潅大な人事管理．

(c) 官 庁 会 計

（2） 商 事 会 社

一般会計，販売分析，商品原価計算

（3） 製 造 工 場

原価計算（直接間接材料費，労働費，経費，一般管理費及び販売費等）

材料管理，俸給計算，生産管理，製品・半製品管理，予算統制，原価分

析

（4） 保 険 会 社

業績統計，責任準備金計算，配当金計算，領収証及び払込書通知書作成鐸

・・ 医務統計，給与計算
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．（5）電力，瓦斯，水道会社

料金計算, 領収証発行，営業統計

（6） 鉄 道

貨物運賃計算及び統計，車輌統計，旅客統計

（7） 銀 行 信 託 業

預金及び資金統計，資産運用計算，諸利子及び手数料計算

5. IBM會 赦

次に Hollerith式機械の製作及びその使用に関し，完全に独占的な営業を行

っている田M会社(Internatonal Business Machines Corporation)の歴

史及び制度に就いて述べる。

（1） 歴 史

1890年に於ける成功の後, Dr. HollerithはNew York州の特許を得て1896

年Tabulating Machine Companyを設立し，直ちにWashingtonに於て土

地を購入し研究所及び工場として煉瓦の小建築を設けた。当時，アメリカには外

に計算機及び事務用機械を製作する会社が幾つかあったが，それらの中Compu-

ting Scale Company of America及びInternational Time Recording Com-

panyと合併して, 1911年COmputing-Tabulating-Recording Componyを設

立した｡ 1914年Thos. J・Watsonが社長となって以後会社は飛躍的な発展を遂

げ，1924年社名をInternational Business Machines Corporationと改めた。

（2） 業務及び制度

IBM 会社の業務は機械の製作と機械の貸与である。即ち機械を使用者に売却

せずして, Lease Systern (賃貸制度）に従って貸与するのである。従って収入

源泉は機械の. rental (貸賃料）である。但し使用者に対しては，貸与中の機械

及び組織に対するserviceを提供するのである。従ってIBM 会社の顧客に対

する営業は機械に対するserviceと組織に対するservice (System Service)=

とに分れる。機械に対するserviceとは，貸与中の機械の調整，故障の修理，

inspection (検査）等機械の技術的整備を使用者に対して保証するものである。

system serviceとは経営機械の応用に関して，事務内容のservey及び組織の

編成を行って，機械の利用に関して使用者に協力するものである。機械の単純な

る操作に当る者(Machine Operator)は原則として機械を使用する側に属して
いる。即ち単なるoperatorは高度の専門的知識を必要としないからである。こ
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れに対して，機械のserviceに当る技術者及びsystem serviceの担当者は，

かなり高度の専門的知識を必要とし，何れもIBM会社専属の社員であり, IBM

会社の学校に於て専門教育を受けるのである。経営機械の各種担当者の任務と，

それが如何なる程度の機械に対する知識を必要とするかに関しては次章に於て詳

述する尚IBM会社は特に機械の技術的改良の為に研究を重要視し，研究費とし

て支出する経費は他の会社に比較してその例を見ない程である。

第二節 ソヴィエット聯邦

1．概 説

帝政ロシアに於て既に1897年第一回国勢調査に際して, Hollerith式機械が使

用せられたがその後久しく中絶していた。革命後ソ聯邦に始めて機械が輸入せら

れたのは，1926年即ちネッフ．政策中に於て，社会主義工業化期と言はれる時期

（1926～1929）の第一年であり，それは又第一次五ケ年計画（予定1926～1931,

実施1928～1931）の立案に取掛る（1927年）一年前であった。当時はソ聯邦政府

が正に経済機構の社会主義的計画経済化に積極的に乗り出さんとしていた時であ

り，機械は輸入後直ちに中央統計局に備付けられたのである。叉其の後のソ聯邦

社会主義経済の進展と，以下に述べる同国に於ける経営機械化の進捗状況とを併

せ考察するならば，ソ聯邦に於ける経営機械の応用はアメリカと全く正反対に社

会主義化，計画経済化の線に従った合理主義精神より目覚ましい発展を遂げたと

言ひ得よう。

2．機械の輸入

1926年から1927年にかけて，アメリカよりPowers式及び Hollerith式の機

械が輸入せられて，旧中央統計局，交通人民委員部,､国立銀行及び若干の企業に

於て使用せられた。更に1927～19釦年にかけて多数のmwers式及びHollerith

式機械が輸入せられ，19釦年には4,000台が輸入せられたと言はれている。此の

19釦年はソ聯邦に於て国家統計制度が確立せられた年である。これに先立って19

29年第16回全聯邦党会議に於て次の如き決議が行はれた。「我国諸機関は管理技

術方面に於ける達成を能ふ限り急速に習得すべきである。運輸，第一羊毛トラス

ト，国営電気工業トラストの工場等に於て既にその積極的成果を得たる計算の機

械化を, 近き将来に於て凡ての大規模経済機関に適用普及しなければならぬ｡」

3．機械の國濁上及び要員養成
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更に1931年8月28日ｿ聯邦人民委員会議は，法令「計算の機械化に関する件」

を発布し，機械の国産化及び要員の養成に関し次の如き方針を確立した。「社会

庭主義的計算は機械的手段の最も広汎なる適用に基いて組織されねばならぬ。これ．

が為には現在あらゆる計算の急速的な技術的改装を保障すべき状態にあらざる国

内の計算機械生産を発展せしめ,且つ機械化計算の新幹部職員を養成しな#れぱ
ならない｡」

1935年即ち第二次五ケ年計画（1933～1937）の実施中, SAM (Soviet Auto･

matic Machine)工場（ソヴィエト自動機械工場)が生産を開始した｡勿論ア
メリカ製品の模作より出発したのであるが，既にPunch, Verifier, Card Cou-

nting "rtor, Tabulatorの国産化に成功し，更に MultiPlier, Duplicatorの

製作，各種機械の性能の改良, cardの行数の45行より80行の拡大，原価の引下

等に努めている。1935年にはAlphabetic Tabulatorの輸入を待たずしてType

“5を凌駕するSP型Tabulatorが製作せられたと言はれている。

要員養成の為には，国立統計士養成学校として専門学校2，中等学校13が設立

せられ，すでに養成せられた統計士は20,000人と言はれている。

4．使 用 歌 況

1926年の第16回全聯邦党会議の決議及び特に1931年の人民委員会議の決議以来，

Punched card moth"による経営の機械化は急速な普及を見たのであるが，ソ

聯邦の経営機械の利用に関して特に注目すべきことは，五ケ年計画の樹立及び全

国的計画経済機構の運営のため即ち社会主義経済を成立せしめる重要なる技術的
前提として活用せられている点であるO4

（1） 中央国民経済統計局 。
●

中央国民経済統計局は聯邦国家計画委員会（ゴスフ・ラン）に所属する国家統計

計算機関である｡ 1917年12月5日,10月革命の直後，内閣の一省として最高国民

経済会議(BCHX)が設定せられ, 1918年6月の国有化令により国営化せられた

企業の全部を管理することになった。その中に計画部が設置せられたが当時戦時

共産主義時代（1918～1920）であったため，効果的な機能を発揮することは出来

なかったo120年国内戦の休止を見たので，最初の計画経済の試案として国家電

化計画が立てられそのために委員会が設けられたが，その委員会が1921年初めに

国家計画委員会（ゴスフ・ラン）に発展的解消を遂げ現在に至っているのである。

1925年ゴスプランは初めて綜合的計画案を作った。即ち従来の計画は個々の経済
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部門の部分的計画であったが，ここに於て国民経済の綜合的年度計画が樹立せら

れるに至ったのであるo 1927年3月ゴスプランの所属する最高国民経済会議が労

働国民経済会議と協力して第一次五ケ年計画を考案し発表した。予定は1926年一

1931年であったが，実施されたのは1928年10月1日-1931年であり，これを以て

新経済政策（ネッフ・1921-1928）は清算せられるのである。前述せる如く，最初‘

に輸入せられた機械が中央統計局に備付けられたのは，1926年即ち第一次五ケ年一

計画の立案の最中であった。又機械の大量輸入の行はれた1926,7-]930年は社会

主義工業化期（1926-二1929）に当り，農業生産物を輸出し，見返り品として社会

主義的原始蓄積として外国より諸機械を購入した時期に当っていた。

1932年最高国民経済会議は解消し，ゴスプランは人民委員部並みに昇格して一

本立となり，一切の計画機構が此処に集中せられたのである。之に先立って19鉛’

年国家統計制度が確立せられ，統計様式の統一の徹底，各統計表の有機的結合，

統計の重復の排除，調査間隙の発生の防止等の諸点を考慮して，中央統計局の中・

央集権的な国家統制機構の整備が行はれたのである。五ケ年計画は此処に於て立

案せられた。．‐スプランの任務に関して中央統計局の経営機械が担当する仕事に‐

は次の二つの面がある。

（2） 経済計画の樹立

(a) 計 画 機 構

ソ連邦内閣の下にある経済会議は6つの産業会議より成り，更にそれは50余の

省よりなる経済関係人民要員部に分れる。各省の中には，トラス･ﾄ及び企業を指一

導する多くの総管理局がある。各省及び総管理局には夫々計画機関があり，之等

の計画機関の全体系が産業別計画の機構である。計画機関には更に地域別計画機
●

構がある。これには最上級機関たる．‐スフ・ランより最末端機関に至る迄次の如き
琴

下級機関の段階がある。ゴスフ・ラ ﾝ－構成共和国ゴスフ・ランー自治共和国ゴー

スプランーオププランークラインフ・ラン（州，地方の計画委員会）一ゴル

フ．ラン（都市計画委員会）一ライプラン（区計画委員会）一セリプラン（農

村計画委員会）

(b) 計 画 作 成

計画の作成に当っては，先づソ連邦内閣最高計画機関たるゴスフ・ランに対して

国民経済指令を下す。此の指令は計画の大綱であり，国民経済発展の方向，各経

済部門の相互関係，資本投下の基本問題，再生産の基本問題等の大要であり，ゴー
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スプランは之に基いて計画を作成し，之を産業別，地域別の下級の計画機構に渡

す。下級計画機構はそれに基いて更に具体的に細部に亙る計画を作成し，順次最

末端機構迄及ぼす。次に之に対して下より具体的な実施計画が呼応計画として提

出せられ，それが遡って各段階に於て修正せられ綜合せられ最後にプスフ・ランに

於て全体の計画が統一せられるのである。此の様に複雑を極めた計画作成の過程

が事実に於て極めて短時間の中に行はれるのである。年度計画の場合は7,8月頃

から始められて年中に作成せられ，新年早々発表せられる｡ 五ケ年計画の場合に

はこれよりも長時間が必要である。此の様に迅速に計画が樹立せられるためには

ゴスプランに所属する中央統計局の下部機構が，各下級の地域別，産熱り計画機

構に附属しており，之が夫々経営機械を備へているのである。此の様な国民経済

統計局が全国に約20,000個所に設置せられてあり，機械の台数500,000台，之に

従事する者の数500, 000人と言はれている。

（3）国民経済の管理

上述の様にして樹立せられた計画の実施を管理する為には，専ら産業別組織に

のみよっており，垂直的に最上位のソ聯邦内閣より，経済会議，産業会議 人民

委員部, 総管理局迄の系列は，指揮，命令，監督の関係にあり，それ以下のトラ

スト及び企業は独立採算制によって，個々独立の経営体として運営が行はれてい

るのである。この国民経済全体の管理に当って重要なことは，全体の計画の実施

状況を，常に中央に於て正確且つ迅速に把握しており，計画の棚誤，客観的状勢
． ●

の変動等に対して即刻機動的な対応策を考じ，機敏な措置をとることである｡即

ち常に国民経済の実態の動態的な計数的把握が確保せられていると言ふことが必

須の条件なのである。

此の為に前記の全国50,㈹0個所の統計局に於ては，各工場，官庁等で作成せら

れたcardを計算し，その結果を短波通信でモス．．－の中央統計局へ送る。中央

統計局に於て更に集計し終へる迄に僅か3日を要するに過ぎぬと言はれている。

この様にして出来上った全国的な国民経済の動態的資料に基いて，コースブランは

適宜必要な指令を発するのである。正に DiCkinsonの言ふところの。最高経済

会議(Supreme Economic Council)に於て，各企業が解放的公明さを以て恰

も「ガラス張りの壁」の中で行はれる如く把握せられる状態に，相当近いことが

現実にソ聯邦に於て実現せられているものの如くである。この様に有機的且つ合

理的に整備せられた機械化統計機構と云ふ鋭敏なる神経網を以て張り循らされた
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ソ聯邦国民経済機構が，その組織力及び機動力を発揮したのは今次の世界大戦に

於てであった。即ち国土の広大さにも拘らず，経済力の比較的低いソ聯邦が，職

合国の援助があったにしても予想以上の戦力を発揮し得たのは，実にその綜合的

且つ機動的なる総力戦態勢によるものであり，更にその国家的組織力は，合理化

且つ機械化せられた統計機構に基くものであると言っても過言ではないのである。

1939年独ソ戦勃発当時，1年にして生産，消費，配給に関する全国的国務調査が

完了せられ，独軍の侵入に対･して如何に機敏に兵員のみならず全産業に亙って動

員が行はれ人員配置を整へられたかは，経営機械の活用振りを想像せずしては理

解することは出来ないのである。尚有力な宣伝戦の基礎資料も経営機械により作

成せられていると言はれる。

（4） 其の他の経営体

(a) 官庁

中央統計局以外に，交通人民委員部，国立銀行等の官庁は大規模の機械化計算

所を設けており，更に要員養成を行って，各方面に供給している。

(b) 大企業

大企業の工場其の他の企業に於ては，夫々機械化計算所を設けて，賃銀計算，

生産計画の遂行の管理等各種の計算及び管理事務を，各職場の計算資料を一箇所

に集め中央集権的に処理している。

（5） 科学研究
●

学士院の数学研究所と天文学研究所に備へられてあり，1937年には天文年鑑の，

作成，土地の測定，三角函数の計算等が行はれた。

5．結 語

（1） 経営機械化の必要条件

以上ソ聯邦に於ける経営機械の広汎なる利用の経験の結果，次の事項が経営磯

械化に必要なる条件として挙げられている。

[a)機械の導入は計算自体の整頓，殊に基礎書類の整備を前提とする。

(b)高度の計算業務文化を意味する計算の機械化は,機械の装置のみに限ら

ず，機械の適用が充分に効果を発揮する様な条件を系統的に保障すること。

(c)機械の正しい利用の前提を作ること，即ち機械化計算の組織を必要とす

る。

このことは単一国民経済計算制度と統一的な統計制度を有するソ聯邦に於て特
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に重要であるが，経営の機械化の前提として，事務組織の合理化，組織化，統一

化を計ること，及び経営機械の使用に際し，その能力を高度に発揮せしめる為に

組織の編成が重要なることを主張する点に於て，広く経営機械化の研究に重要な

る示唆を与へるものである。

（2） 計画経済と経営の機械化

上述せる所よりソ聯邦に於ける社会主義計画経済が，統一的な統計制度と経営

機械による機動的な管理機構とに，その技術的基礎をおいていることは疑ふこと

の出来ぬ事実である。この意味よりして，経営機械は近代的社会主義社会の成立

の技術的基礎であると言ふことが出来る。然るに前篇に述べた如くアメリカに於

ては経営機械が資本主義の発達と必然的な関聯の下にあり乍ら，然も自由競争時

代より統制時代に進むに従って益々発展を遂げつつあることは, 社会主義社会と

資本主義社会たるとを問はず，計画経済若しくは統制経済の遂行の為には，即ち

統制様式，統制範囲の如何を問はず効果的なる統制を行はんが為には，経営機械

を技術的手段とする能率的，機動的な管理組織力読備せられなければならないと

言ふことを意味するのである。

第三節 日 本

1．概 ， 況
・／

経営の機械化，特にpunched card methodの利用に関しては，我国は他の

文明諸国に比し箸るしく後れており，且つ国内の他の部面の科学的，技術的水準

に比較してもその普及状況は極めて低度の状態にある◎これは主として我国独特

の計算技術たる算盤技術の箸るしい発達と，戦時を除いては常に慢性的なる人口

過剰の結果,概して人件費が低廉であったﾎｰと等に基くのであった。これらの諸

事情が，経営組織の発達及び経済状勢の変動こより其の他の条件と共に変化した
今日，従来とは幾分異った意味に於て再び経営の機械化に対する関心が一部高ま

りつつあるのである。今此処に諸外国に比し甚だ貧弱なもの乍ら,､今日迄の我国

に於けるpunchedcard methodの普及の歴史を概説する。

2．川口式電氣集計機

1890年に Dr. Hollerithが発明した機械が我国に始めて紹介せられたのは,．

1892年1月パリ一統計協会の前会長シエイソン氏が同協会に報告した雑誌を，我

国の高橋二郎氏が一部を要訳し同年即ち明治25年5月及び6月の「統計集誌｣に
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掲載せられたによる。明治32年統計局長花房直三郎氏は其の後に入手せられた若

干の外国文献に基いて東京統計協会に於て講述した。然るところ，明治35年国勢

調査法案が議会両院を通過したので，政府は委員を設けてこれを審議し同時に統

計局に命じて予算を調査せしめた。この時手力を用ひ22年間で完結するとして，

一月平均2,㈹0人と算定した。これは1895年ドイツの職業調査の人口5,000万人

に対して4－5年で完結すると見て，一日平均6,000人を要したのに比較すれば

決して過大ではないが，更に経費を減らし事務組織を簡便化するために電気機械

を使用せんとし，逓信省浅野博士及び同省電信燈台用品製造所技師川口市太郎両

氏がその研究に着手した。其の後Hollerith式機械の購入若しくは賃借りを実現

することの困難が愈々明かとなったので, 明治37年度に試験的に人口動態統計の

一部に用ひる為に，機械を一台製作せんとして内閣より逓信省に注文L,川口技

師がその実験に従事し遂に完成するに至ったのである。

川口氏はHollerith式機械を見たこともなく且つその内部の構造に関して荷等

知る所がなかったけれども，花房経計局長等の協力を得て, Hollerith式の新式

（1卯2）には及ばないが旧式のものよりは優秀な性能を有ずる機械を製作した。

Punch集計機が製作せられたが，集計機は縦型の分類画と分類せられたcard

の枚数を計量す計盤台とからなり，分類画は左右6分架，合計12分架を有し，計

盤台は100の目盛と長短の指針を有する計器を40備へている。短針が一周すると

1万枚計量したことになる｡ cardの分類函への送り込みは"momrによのろ

ものではないが，手動により連続的に送り込むものであり，一枚一枚機械に差し

入れる Hollerith式の最初のものよりは優れているocardは1日に8, 0"-9, 0

00枚通過せしめ得たが, Hollerith新型は既に平均1時間に12, 000枚に達してい

たo Punchの読取りには1行に10本の針を用ひ, timingの原理を用ひるもので

はない。叉punchの読取りの終ったcardが自動的に分類画に落ちる点に於て

もHollerith式の最初のものよりは進んでいる。即ち 動rterとCard Coun-

tingのみを毎ふTabulatorとを結合した如きものであった。計器を働かすのは

勿論Inagnetの作用である｡

かくして製作せられた機械は結婚及び離婚に関する統計に用ひられたが，手力

による場合14回の合計を要する所が，機械の使用により3回の手数で足ることと

なった。勿論他にPunchの手数を要し，叉調査事項の少い統計に於ては此の機

械の使用は必ずしも有利とは当時に於ては言へなかった。川口氏は此の発明によ
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り内閣より感謝状を受けたj其の後大正12年逓信省式とも言ふべき集計機の完成

を見たが, 大規模の実用に供せられる域に迄は達しなかった。

3. Hollerith式経営機械

大正14年（1925年)森村商事を通じてHollerith式機械が我国に初めて輸入

せられ，名古屋日本陶器株式会社に於て使用せられた。其の後神戸及び長崎の三

菱造船所に於て使用せられたが，当時の為替関係によってcardの原価が高く且

つ経営規模が機械を経済的に使用し得る程度に達していなかった為中止せられた。

叉横浜及び神戸税関の統計課に備へられ，我国最初の80行cardが使用せられた

がこれは後に中止せられた。今日に至る迄Hollerith式機械を使用している経営

は主として保険業及び製薬業に於てであり，次の如き諾会社である。

東 京 第一生命，帝国生命，明治生命，安田生命

名古屋 日本陶器，大同製鋼

大 阪 日本生命，住友生命，塩野義製薬,武田製薬

荷戦時中立川航空機に於ては生産管理に之を用ひた。

IBM 会社は我国に於ては日本ワットソン統計会計機械株式会社(Watson

Business Machines Company of Japan, Ltd.)と営業していたが，戦争中よ

り日本統計機械株式会社が之を代行した。

楠1

現在我国に於てIBM機械を使用中及び使用決定準備中の経営は次の通りである。昭

和27年2月現在

日本陶器株式会社 日本生命保険相互会社 朝日生命保険相互会社 武田製薬工業株

式会社(本社）農林省 通商産業省 第一生命保険相互会社 郵政省簡易保険局 光

生命保険相互会社 国民生命保険相互会社 明治生命保険相互会社 塩野義製薬株式

会社 東京芝浦電気株式会社 総理府統計局 大阪市役所 日本国有鉄道 損害保険

料率算定会 大阪銀行 輸出繊維統計協会 安田海上火災保険株式会社 鐘淵紡績株

式会社 国立世論調査所 福助足袋株式会社 株式会社日立製作所(多賀工場）株式

会社横河電機製作所 古河電気工業株式会社 株式会社日立製作所(亀戸工場） 千代

田生命保険相互会社 大阪警視庁 郵政省 貯金局 人事院 東京銀行 三菱電磯株

式会社 神戸市役所 最高裁判所 三和銀行 関西電力株式会社 八幡製鉄株式会社

（八幡製鉄所）住友電気工業株式会社 日産自動車株式会社 電気通信省 東洋紡績

株式会社 武田薬品工業株式会社(東京支社）文部省統計数理研究所 日本ゴム株式

会社 第一銀行 いす雪自動車株式会社 日本鋼管株式会社 ､日本軽金属株式会社
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大平鉱業株式会社 東京海上火災保険株式会社 大阪住友海上保険株式会社 日本銀

行 株式会社久保田鉄工所 日本興業銀行 株式会社日立製作所(亀有）古川電工株

式会社(日光工場）大和紡績株式会社

補2

現在日本インターナショナル，ビジネス，マシーソス株式会社が前述の日本統計株式

会社の業務を引継ぎ，上述の如き劃期的なIBM機械の普及発展に応じてその内容を拡

張し，営業の象ならず企画，教育，技術のサービスを行っている。

4．Powers式経営機械

Hollerith式がlease systemである為,我国の官庁に於てはその利用に困難

があり，従って能率に於ては劣るけれども我国に於ては POwers式は特に官庁

に於て使用せられて来た。勿論今日迄官庁で経営機械が用ひられたのは主に統計

事務の為である故，特にHollerith式の複雑な組織を用ひる必要もなかったので

ある。機械を使用している主要な官庁は内閣統計局，貯金局，簡易保険局，鉄道

省である。曾って軍関係に於ては海軍水路部，呉工廠等に於て使用せられ，中島

航空機に於ても使用せられていた。

民間に於ては最初，前項に挙げた諸会社に於て Hollerith式Powers式共に

用ひられていたが，次第にPowers式が駆逐せられ現在 Hollerith式のみが用

ひられているのである｡ Powers式機械は三井物産が代理店となってLeming-

ton Rand会社より輸入していた。

捕3

Powers式機械は現在吉沢機器株式会社がRemington Rand会社統計機械部代理店

として取扱って いる。

厚生省統計調査部 総理府統計局 郵政省 電気通信省 労働省 日本国有鉄道 日

・ 本放送協会 に於て使用せられている。

5. Cardの国産

王子製紙, 三菱製紙で試みたが，現在特殊製紙で生産せられている。荷土佐の

和紙で製作せられるcardは生産量は僅少であるが，紙質は極めて優良である。

6.研究及び要員養成

（1） 研究機関

昭和12年神戸商業大学平井泰太郎教授が欧米に出張し，経営機械化に関し調査

し,帰朝後昭和16年5月経営計算研究室を開設した。この際, IBM会社より日本

ワツトソン統計機械会社を通じてHOllerith式経営機械一揃の無償提供を受けた。
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昭和19年第84議会に於て予算可決せられ，同年8月勅令第515号を以て官制公布，

同年10月前記経営計算研究室を解消して，その業務を経営機械化研究所に引継い

だ。其の後昭和21年，勅令第206号官立大学官制により改正を受け，神戸経済大

学経営機械化研究所として，設備としては上記 Hollerith 式機械一揃の外，

Powers式機械二揃，其の他諸種経営機械及び実験装置を2つの機械室に備へて

いる。事業としては, 経営及び経理に関する原理の研究，経営機械化に関する技

術的研究，経営機械化の普及，及び指導を行ふ。尚昭和24年5月組織を拡充して，
現在神戸大学経済経営研究所企業経営科に於てこの研究を引継いでいる。

（2） 要員養成機関

一方昭和19年，経営機械に対する要員の養成機関として，経営計録講習所が上
′’

記研究所に附置せられ，同年4月神戸経済大学内に開設せられた｡養成期間は1

ケ年であり，更にその上に1ヶ年の専攻科が設けられ，第一本科には大事 高専

卒業者，第二本科には中等学校卒業者を収容した。五回の養成の後昭和22年閉鎖

したが，この間に卒業せる者第一本科32名，第二本科男子277名，第二本科女子

100名，合計400名である。

7．現 況（補昭和24年初頭本研究執筆当時）

現在我国に於て使用せられている機械は，すべて今次大戦以前に輸入せられた

ものであり，其の後発展を見ることが出来ないが，終戦後我国に進駐したアメリ

カ軍は多数の Hollerith式機械を備へており，現在多数の邦人が従業している。

特にその中，前述せる総司令部経済科学局に於ては我国に関する諸種の統計が行

はれており，中間賠償，在外資産調査其の他我国側の官庁の能力の及ばない諸統

計が作成せらている。

若干の新型経営機械をも使用せる，この進駐軍に於ける統計及び管理の機械化

組織の，極めて能率的なる事務作業を見聞するに及んで，我国の官庁並びに民間

の識者の間にその重要性が改めて認識せられるに至ったのである。

し

第四節 其他の諸国

IBM会社が国外にその業務を拡張した経過は次の如くであるo 1923年Latin

America,1924年ドイツ, 1925年フランス, 1929年メキシコ等である。

今次大戦前に於てアメリカ及びソ連邦を除いてPunched card method:が最

も発達していたのはドイツに於てであった。ドイツに於ては前大戦後に於ける異
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常なる経済界の混乱の後，プメリカに於ける科学的管理法の運動の刺戟を受けて

合理的経営(rationnelle Betri bsfuhrung)の研究が盛んであり，この状勢に

即応してHollerith式及びPowers式機械は，短期間の間に極めて飛躍的な発

展を遂げたのである。1925年頃より, Hollerith-Lochkartenverfahren5 Masch-

inen･Buchhaltung, Maschinenbuchfuhrung, Hollerith-System, Mechanisier-

ung der Buchhaltung,等の言葉と関連する諸研究が頗る多く発表せられている

のである。叉経営機械の枢要産業に於ける効果的な使用が，曾ってのドイツの経

済力の増大に少からざる役割りを果したのである。

ヨーロッパに於てはイギリスを始めとしてフランス，イタリア等諸国に於て広

く使用せられている。

東洋諸国に於ては，中国，比島のマニラ，英領植民地に於てはシンカポール，

薗領印度に於てはボルネオ及びスマトラの石油業等に於て主として欧米資本の大

事業及び公共事業等に関して使用せられている。異色あるものとしては北京のロ

ックフェラー財団の病院に於ける，中国の病理統計の作成に使用せられている。

●

第五章 経誉機械研究の購成及び領域

第一節 序 説

1．經螢學的研究の構成及び領域の確立

本章に於ては経営機械に関する研究の領域，特に本稿に於て意図するところの

経営学的研究と工学的究研との領域の限界を確立し，併せて経営学的研究の内容

の構成を明かにせんとするのであるゥ第二章Punched Card Methodの系統的

発達に於て各種経営機械に関し極めて簡単なる説明を加へたのであるが，その場

合に於ても明かに見られる如く，我々が経営学研究の態度を以てする場合も，機

械の構造及び機能に関しかなり工学的なる基礎知識を必要とするのである。然し

乍ら我々が何処迄も経営学的或ひは経営技術論的立場に立つ以上は，自から工学

的研究との間に限界がなければならないのである。若しこの限界が明かでない場

合は，遂に徒らに工学的研究の領域へと妨僅して，余りにも広汎な研究領域の中

に自己の体系を哀失してしまふに至るのである。

2．方 法
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へ

然し乍ら機械化経営技術論として，工学的研究と密接なる関聯にある本研究の

如き場合には．一般的なる社会科学としての経営学と自然科学としての工学との：

区別を，そのまま適用して解決がつく問題ではないのである。従って超越的に或

ひは形式的に限界を劃さんとするのではなくして，寧ろ内容的に或ひは現実に即

しつつ妥当なる境界を求めることが，先づ重要であると言はなければならない。

そのために本章に於ては，経営機械の各種担当者の任務とその任務の遂行のため

に必要とせられる内容とを事実に即して明かにすることより出発して，それを手

掛りとしつつ経営機械に関する研究の構成を考察し，併せて工学的研究との区別

を確立せんとするのである。

経営機械の担当者は既に前章に於てIBM会社の業務に関聯して, IBM 専属

'の者としてsystem serviceを行ふ者と機械に対するserviceを行ふ者とを挙

げた。前者は一般にsaleamanと言はれ，後者はrepair･manと称せられるの

である。この他IBM 会社に属する者としては機械設計者及びsuperviserの職

務がある。叉使用側の者として既述した機械の操作に当るmachine operatorは鯵

更に一般のmachine. operamrと punch operatorとに分れる。

3．專門化と協同

これらの経営機械化の各種担当者の分化に応じて，夫々専門的に必要とせられ

る知識の内容に相異があり，叉相互の間に限界が認められるのであるが，この様

な相互の専門化は必然的ではあるが，若しそれが劃一的に行はれる場合には弊害

を伴はざるを得ないのである。即ち経営機械に関する研究は一方工学的諸分野の

斫究より他方応用面に於て経営及び統計の諸科学に迄及び，叉機械の構造が複雑

にしてその性能は極めて多面的であり且つ弾力性を有し，更に精密性を要する機

械として機械の使用に伴ふ偶然性を免れることは出来ないのである。この様な事

情の下に於ては各担当者が相互にその専門知識を通じ合ひ，相互の職務を理解し

合ふことが極めて重要であり，出来得べくんぱ綜合的なる知識を具備せられあふ

ことが最も希ましいのである。然し乍ら機械化組織の発展に伴ふ職能の分化と，

機械の発達及び応用面の箸るしい拡張に伴ふ研究内容の増大は，各担当者に於け

る専門知識の分化を必然ならしめるのである。ここに於てこの困難を突破する唯

一の道は，各担当者相互の間に於ける協同以外にはないのである。叉同一職務の

間に於ける協同も，経営機械の組織の有機的結合と機動的運用を全たうする為に

は必須の条件である。かくしてIBM会社に於ては協同(Cooperation)がその
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守

標語の一つとせられているのである。

第二節 経営機械各種担当者の任務と必要知識

1．機械設計技師

従来の原理の結合叉は新しい原理を基礎とするか或ひは附加することにより，

新種類の機械を設計し，或ひは既存の機械に新しい考案を附加することによって

改良を計ることがその任務である。従って機械設計者は経営機械に対する最も一

般的にして完全なる工学的知識を必要とするのである。其の他工学一般に対する

基礎的研究により，絶へず電気的或ひは機械的原理に関し，新しい考案を導入或

ひは発見し，機械の改良に努めなければならない。この機械の改良は勿論機城設

計者の独自の判断によって行はれるものではなくして，機械の各種の応用面から

来る要求（例へぱ会計方面の応用面より要求せられたTabulatorに於けるbala.

nce counterの考案),組織編成より来る要求（例へぱType 518に於けるre・

producingとend printingとの機能の結合), machine operatorの機械の操

作上の都合より生ずる要求（例へぱType 297に於けるprinting unitの位置

に関する改良）及びrepairmanの故障修理の経験から来る進言等により導かれ

るものであり，常にこれらの職場の担当者との間に密接な協同が保たれることを

必要とするのである。

かく機械設計技師は既存の機械の機能と，応用面より生ずる新しい要求との間

の矛盾を解決し，或ひは既存の機賊の使用上の不便を打開せんが為に，各方面と

緊密な聯繋を保ちつつ，新しい機械の考案或ひは既存の機械の部分的改良に従事

するのである。この場合設計技師は，機械の構造の箸るしい発達と種類の分化の

結果，更に機械の種類に応じて専門的に分化するのである。

2．Repairman

（1） 任 務

現に一つの組織として使用せられつつある機械に関し，使用者側が業務を円滑

に遂行することが出来る様に，常に全機械の調整を良好に保ちおくことを任務と

する。従って先づ第一に必要なことは機械の故障を未然に防止することであり，

次に実際に故障が発生した場合の処理が問題となる。

(a)故障の未然の防止(Inspection)

不測の故障の突発に震よてつて機賊が機能を停止し組織全体の動きを阻碍し，或ひ
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は機械の調節の狂ひの結果遂行中の作業を混乱に陥れる等のことのない様に,re‐

pairmanは一定の計画の下に，使用中の全機械に対して定期的にinspectionを

行ふのである｡ inspectionにはtest cardが使用せられるが，機械の各種の機

能を検査する為に夫々種類の異ったtest cardが予め用意せられてある。通常

inspectionは月一回或ひは二月に一回程度に行はれる。 ‘

(b)故障の発見(Repairing)

突然の故障によって機械が機能を停止し,或ひは機械の調節の狂ひをoperator

が気付いた場合，業務の円滑な流れに忽ち支障を来す故，出来得る限り迅速に修

理し事務作業の組織的な流れを復旧しなければならない。この場合最も重要なこ

とは故障の原因の発見である。何故なれば故障自体の修理は，破損の場合は部分

E (part)の取換へ，調節の狂った場合は調整によって直ちに行はれるのである

が，構造の複雑な機械にあっては故障原因の探索に非常な困難を伴ふのを常とす

るo通常test cardと，特にcircuit (電気回路）中の故障の発見にはtest lump

が使用せられるo機械の修復は一般に迅速なることを要する故, repairman "

修理が終る迄交替し，申継によって連続的に修理が行はれるのである。

（2）必要知織

｡repairmanは自己の担当する機械の機構及び機能に関しては，完全の知識を

備へていることが必要である。特に一般的知識のみならず，各機械の個性即ち故

障を起し易い箇所或ひは調節の狂い易い部分等に就ても通曉していなければなら

ない。叉repairmanは単に科学的知識のみならず，熟練に基く勘の鋭敏さも必

要であるo lBM 会社の附設の学校に於ては，一般工業教育を修了した者を更に

専門教育してrepairmanを養成している。

3．Operator

( 1 ) Machine Operator (機械操作者）

machine operatorは組織の性質に応じて2通りある。組織には組織の細部か

らその運営の仕方に至る迄統一的に計画せられたものと，大綱のみを定めてその

細部及び運営の仕方等はoperatorの判断に委すものとの二種類がある。後者の。

場合にはoperatorの任務は組織の編成の領域迄も拡張せられているのである。

前者の場合, ･machine operatorの任務は予め定められた組織に従って且つ後

述するsuperviserの指揮の下に，担当せる機械を正確に且つ最も能率的に使用

することである。正確にとば組織に定められた作業の系列を誤たず，組織に示さ
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れた通りの機能を機械に発揮せしめることであるが，この場合特に重要なことは，

機械に故障が発生し，調節の狂ひが生じた場合直ちにこれを発見することである。

このためにすべての作業に嚴重なcheCkingが必要であり，常に細心の注意を払

って機械をして組織的及び機能的に正確な働きを発揮せしめなければならないの

である。能率的にとは機械をして最も有効にその機能を発揮せしめることであっ

て，特に他の機械に比し釦rterの能率はoperatorの技価に依存するところが

大きいのであるo特に machine operatorにとって重要なことはcardの取扱

ひに関する熟練であり, 作業中の事故はcardに関するものが最も多く，その原 ‘

因は機械の側よりも寧ろoperatorのcardの不注意な取扱ひに起因するものが

多いのである。例へぱcardが機械設置に引掛かり，多数折重なって詰るjam

の如きであり，この様な場合単に作業が中断されるのみならず，記録のpunch

せられたcardが破損し，その再製の為に多くの手数を要するのである。

かく machineoperatorの任務は機械の操作とcardの取扱ひとに習熟し，

機械をして正確且つ能率的にその機能を発揮せしめることである故, machine

operatorにとって先づ第一に必要な知識は，担当する機械の機能(Function)

及び性能・(CaPacity)であり，機構に関する知識は必要とせられないのである。

特に最小限度としては, 所与の組織に於て使用せられている限りの機能で足りる

が，一方operatorが担当するのは通常一つの機械ではなくして数種類の機械に

豆っており，一般に一つの組織に構成せられている機械に関しては,すべて操作

し得る能力のあることが必要である。次にmachine operatorにとって必要とせ

られる知識は, 所与の組織を完全に了解することと，更に作業の性質即ち応用面

に関する理解とである。この様に機械に関しては与へられた一定の領域，即ち応

用面及び組織により決定せられる限界に於てのみその機能に通暁すれば足りる故，
＝G

IBM 会社に属する専門家としてではなくして使用者側に所属するのが通例であ

り，又機械操作のみではなくして一般事務をも兼ねている場合もある。現在我国

に於て進駐軍従業者としてのo"ratorの採用標準は専門学校卒業者である。

前述の特殊な専門的nlachine operator lX,計画的な組織編成を行っていな

い場合，若しくは老練なるoperatOrがchiefとして指導的任務を担当する場

合等に見られるものであり，この種の模範的operatorにはIBM 社専属の者

がいるo

( 2 ) Punch Operator ｡
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Punch 及び Verifierの操作に当るものであるが，通常女子従業員であり，

typewriter operatorの如く迅速にして正確なることが必要であり熟練を要する。

単純に機械を操作するに止まらず，仕事の内容及び組織の構成に対する理解が必

要なることは勿論であるが，特にPunch及びVerifierの機構に通じているこ

とが希ましい。

4．組織編成(System Building)の担当者

前述せる如く組織編成とは，所与の経営上或ひは統計上の目的を達成せんが為

に組織せられる事務系列に関して機械化が行はれる場合，備付けられてある機械

を有機的に結合して最も効果的なる諸機械の組合せの系列を作成することである。

組織編成の具体的な内容に関しては後述するが，この場合2種類の結合が行はれ

なければならないのである。第一は一つの機械に於てそれが構成せられる基本的

或ひは附加的機構を結合し，諸機能の組合せを行ふこと，即ちplugging (配線）

である。第二には更に諸機械を結合することであるが，これは単に仕事の流れの

系列に従って即ち縦の系列に於てのみ組合せするのではなくして，組織全体とし

て機械の機能を最も高度に発揮せしめる様に，具体的には機械を遊ばさないで常

に同時的に作業が運行する様に縦横の系列に於て，組合さなければならないので

ある。叉この二種類の機能の結合は段階的に前後して行はれるのではなくして，

同時的に行はるのである。

従って組織編成を行ふ者は第一に，所与の機械に関しては自由自在にplugg ･

ingを行ふ能力がなければならないのである。この為に機械の機能に関する完全

な知識と，諾機能を理解するに必要な限りに於ける機構上の知識が要求せられる

のである。更に仕事の内容に対する理解の前提として，一方に於て関連諸業務に

対する理解も必要とせられるのである。叉組織編成は機械の使用に際して一度行

へぱ済むものではなくして，絶へず組織の変更，偶発的なる仕事の為の臨機の組

織編成，或ひは若干系列の組織が結合せられている場合これを機動的に運用統制

すること等’機械が発達し組織が高度化するに従って組織編成の仕事は益を重要

性を加へるに至ったのである。

機械の機能が未だ単純であった時代には，組織編成も比較的簡単であり専門的

知識も必要とせられず，普通の計算機を使用するのと同様に従来の事務系列の中

に組入れて使用せられていたのである。この時代には組織編成の職務はあまり重

要ではなく, IBM 会社のsales manはただ機械の普及宣伝を任務としていた

！（97）
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のであるが,次第に組織が高度化せられるに至り, system service即ち組織編成

の指導をその任務とするに至ったのであり，どの為にIBM会社の学校に於て特

別の教育を受けるのである。然し乍ら組織の一般的な高度化と特に組織が固定的

なものではなくして機動性を具備するに至り，使用者側に於ても肥M会社の指

導にのゑ依存していることは許されず，夫々組織編成の担当者を専任しているの

である。従って各使用者側は機械を有効に活用せんが為には，熟練したoperator

と優秀な組織編成の担当者を有たればならず，若しplugging及び組織編成の技

術が劣る時には，機械は充分にその全機能を発揮せしめられないのである。これ

に反してpluggingの技能の巧みなる場合は，数個の機械の使用或ひは組織上の

迂路が簡略せられ，叉組織編成の凌能の優れている場合は，諸種の機械は常に同

時的に使用せられ，即ち機械を遊ばすことなく全組織を最も能率的に運用するこ

とが出来るのである。

5．Superviser (監督者）

IBM会社の職階制度では, repairman及びsalesmanの何れも夫々junior,

seniorの段階を経てsuperviserの地位に進むのであるが，職務としてsuper-

viserは一つの組織に於てその下に働くoperator, repairman, system building

の担当者のすべてを監督する者である。即ち機械を使用する部課(sectiOn)の

長(chief)である。彼の任務はその支配下にある全人員及び機械を有機的に結合

して全作業を円滑に且つ機動的に運営して，経営者に対して機械化経営技術によ

る所与の経営の械能の遂行の責を負ふものである。従ってsuperviserの職務の

中心は組織の運営即ち組織の管理そのものであり，この意味に於て組織とはこれ

迄述べた如く単に機械のみの有機的結合ではなくして，機械と各種担当者特に

operatorとの有機的結合の全体を意味することに注意しなければならない。

〆

第三節 経営機械に関する研究の構成

上述せる各種担当者の必要知識を総括して，これを次の五部門に分つ｡ 1.検査

及び調整論 2.構造論 （1）構造汎論 （2）基礎構造論 3.機能論 （1）基本的

機能論 （2）機能結合論 4.組織論 5.応用論。これは同時に経営機械に関する

研究の構成を示すのである。

1．栓査(Inspection)及び調整(Adjustment)論

上記のrepairmanの実際上の仕事に関する研究であり，具体的には各種の機

（88）



械に関して検査及び調整の仕方を示すものである。更に機械設計技師の任務に関

聯して設計論とも言ふくきものが考へられる。

2．構 造(MechaniSm & Ci cuit)論

（1） 構 造 汎 論

検査及び調整論の基礎理論であり, repairmanがinspection及びadjustm-

entを行ふ為には，その機械の構造に関しては隅々に至る迄，完全なる知識を有

っていなければならないのである｡ Hollerith式経営機械の構造は概ね械機的機

構(Mechanism)と電気的機構(Circuit),とより成立っている。前者は各種

の歯車(gear-wheel), shaft, cam等より構成せられ，後者は各種のrelay,

emitterb commutator, motor, brush, contact, fuse,抵抗等とこれらを繋ぐ多

数の電線より構成せられている。一つの機械に於けるこれらの諸構成部分の結合

の全体は頗る複雑なものであり，配線図(diagram)に表示せられ，又諸部分

の動態的な関係は Timing-chartに表示せられる。これらの諸機構をcontrol

するものは諸種のswitch及びplugmardである。

（2） 基礎的構造論

構造汎論に於ては一つの機械の構成部分のすべてに亙りたる研究が要求せられ

るが, Hollerith式機械の構造は原則としてすべて第三章の機械の系統的発展に

於て述べた如く ，若干の基礎的な原理及び機構の結合より成立っているのである。

この基礎的構造は更に機能との関聯に於て基本的機構と附加的機構とに分たれる。

基本的機構とはその機械の本来的な機能を営む機構であり, TabUlatorに於ける

reading unit, counter及びprinting unitの如きものであり，附加的機構と

は基本的機構と結合して基本的機能に諸種の弾力性を附加するものであり, Ta-

bulatorに於けるselector, group indicator, comparing relay等の如きもの

である。この基礎的構造の結合によって全体の構造が出来上るのであるが，実際

に於てはそれに関聯して諸種の機械的装置及びcircuitが附随しており，ここに

基礎構造論と構造汎論とを区別する理由が存するのである。叉基礎的構造は基礎

的機能を営み，それが更に結合せられて機械の全機能を発現するものとして機能

論の前提をなすのである。叉基本的機構も附加的機構も多くの機構はplugboard

上にoutlet hub若しくはinlet hubを有しているo Plugboard上に於けるこ

のhubの配置を_Plugboard Arrangementと言ひ，配置せられたhubの名称

によってそのhubに接続する基礎機構が知られるのである。

（99） 幸
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3．機能(Function) "

（1） 基礎的機能論

主として基本的機構の結合によって営まれる機能である。例へぱ Tabulator

に於て基本的機構たるreading unitとcounterとを結合することによって

accumulatingの機能が営まれ，或ひはReproducerに於てreading unitと

punching unitとを結合することによってreproducingが行はれ, Multiplier

に於てreading unitと multiplier及び multiplicand counterと結合し，更

にproducts counterとpunching unitとを結合することによって最も基本的

な乗算及びその結果のpunchが行はれるが如きである。叉附加的機構の作用に

よる附加的機能も，それが基本的機能に対して比較的単純な結合をなす限りに於

て基礎的機能論に於て取扱はれる。

機械の機能(function)を発揮せしめることは通常所与の目的に応じて諸機構
を結合し，且っての結合の仕方をcontrolすることによって行はれる。従って

機能論の研究の内容は基本的及び附加的機構のoutlethub或ひは, inlet hub

をplugboard上に於て結合するplugging,及びその結合をcontrolするplu-

gging, key及びswitchの作用，更にこれに附鰭して機械の性能(Capacity)

即ち速度,_所要電力,cardの制限等に関する研究より成るのである。

（2） 機能の結合(Combination)論

機能の結合論とは基礎的機能論の応用論として，機械の実際上の運用の為に行

忘基礎的諸機能の結合を研究するものである。この場合 Tabulatorに於ける

amumulatingとprintingとの結合, Reproducerに於けるreprmucingと

gang-punchingとの結合，或ひはCollatorに於ける mergingとselecting

との結合の如く基本的諸機能の結合の場合もあり,X Multiplierに於けるmu‐

ltidyingとcross-footingとの結合, Tabulator, Reproducer等に於ける基本

的機能とselectingとの結合の如く基本的機能と附加的機能との結合の場合もあ

り，更にselector同志の結合, Tabulatorに於けるselectorとcounter

controlとの結合の如く附加的機能相互間の結合の場合もある。何れの場合も機

能結合論に於ては，基礎的機能論に於て基礎的構造論を前提として把握せられた

基本的機能及び附加的機能に関する研究の上に立脚しつつ，機械を実際に使用す

る場合の複雑なplugging及びplugging,key及びswitchによるmntrolを

研究するものである。

0
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4. 組 織 論

組織論は機能論を基礎としつつ，所与の機械を縦横の系列に結合して一定の目

的達成の為に合理的にして機動性の強い即ち最も能率的な組合せを編成する技術，

及びそれに附随する研究を行ふのである。先づ機械化事務組織を採用するに当っ

ての予備調査(Servey), Codeの作成の仕方, Cardに関する研究特にCard

Resing (Card設計）の諸原則，次に組織編成の仕方に関する研究である。組織

編成の研究は更に次の如く分たれる。先づ作業系列表の作成を行って機械の縦の

系列を決定し，次に作業時間計算表に於て各作業毎に要する時間を作業の性質と

機械の速度とを基礎として算定する。この作業系列表と作業時間計算表とを基礎

として，組織に於ける機械の縦横の系列即ち空間的時間的結合が決定せられるの

である。これを表示するものは作業運行表である。この作業運行表に基いて，最

適機械構成及び最適人員構成が決定せられるのである。更にこれに基いて経費計

算が行はれ，叉作業管理規準及び機械配置が決定せられる。組織編成に附随する

問題として重要なものは比較研究であり，事務系列の機械化せられた組織と機械

化せられざる組織とを，能率，経費等の見地より比較するものである。

5．應 用(Application)論

組織論は具体的な内容を抽象して機械化経営技術一般論として，組織に関する

研究を行ふものであるが，応用論は具体的な内容に即して特定の関係諸科学の機

械化技術論と同一領域に於て，経営機械の応用に関して研究を行ふものである。

従って統計学, 簿記会計学或ひは経営管理学等夫々の分野に分れて研究が進めら

れるのであり，この応用論の領域は正に機械化経営技術論と各特殊科学とが接触
●

する平面であると言へる。

‘ 、

第四節 経営学的研究と工学的研究

前節に述べた経営機械に関する研究を構成する諸内容は，究極に於て工学的研
◆

究と経営学的研究とに分たれるのである。

・1．エ學的研究

工学的研究は前述せる設計技師及びrepairmanの任務に関する領域であり，

従って検査(inspection)及び調整(adjastment)論と設計論とも言ふくきも

のが研究の中心をなすが，更に構造論即ち機構(mechanism)及び電気回路

(circuit)に関する研究がその基本研究たる地位を占めるのである。構造論に於
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ては機俄の構造の全般に及ぶ構造汎論が中心をなすが, Iiollerith式機械の性質

上構造汎論は更に基礎構造論を前提とするのである。更に構造に関する研究は機

能に対する理解なくしては行はれ難い故，当然工学的研究は機能論に迄及ばなけ

ればならないのである。然し乍ら機能論のうち機能結合論は経営学的研究の課題

に従って構成せられるものとして，工学的研究の領域の外にあるものと老へられ

る故に，工学的研究の限界は基礎機能論を以て割すべきである。かくして経営機

械に関する工学的研究は構造論を基本研究として，検査及び調整論と設計論の領

域に展開せらるべきであり，基礎機能論を以て経営学的研究との限界をなすもの

と考へて差支へないであらう。

2．経営学的研究

（1） 応用面に於ける諸科学との接触

経営学的研究は前述せる組織編成(system building)の担当者及び組織運用

の責任者たるsuperviserの任務に関する領域であり，広義の組織に関する研究

即ち機能結合論及び組織論を中心とするものである。応用論は経営学的研究の重

要なる分野であることは言ふ迄もないが，この領域は寧ろ特殊科学たる統計学，

簿記会計学，経営管理学等の技術論と相重り合ふ部面であり，機械化経営技術一

般の研究を課題とする意味に於ては中心をなすものとは言ひ難いのである。

（2） 経営学的研究と工学的研究との限界

機能結合論は基礎的機能論を基本研究とし，基礎的機能論は叉基礎構造論に於

ける基本的構造及び附加的構造の研究を前提とするのである。故に経営学的研究

の工学的研究に対する限界は基礎的構造論を以て割すべきであると老へられる。

従って基礎的機能論及び基礎的構造論は経営学的研究及び工学的研究の相重り合

ふ領域である。勿論この工学的研究と経営学的研究との限界付けは，夫々の研究

に於て一個の科学としての統一的なる体系を樹立し，同時に工学的側面或ひは経

営学的側面よりなされる経営機械に関する研究の範囲を劃すると言ふ実際上の必
含

要に応へんが為になされるものである故，その限界を超えた研究領域の拡張が適

宜なされることを否定せんとするものではないのである。叉前述せる如く両者の

境界を超えた協同(Cooperation)は特に重要なものであり，例へぱ経営学的研

究に於て機能の結合を行はんとする場合，特に複雑なるplUggingに関しては工

学的研究の援助を必要とし，叉設計技師或ひはrepairmanの手によるspecial

devi"の附加により，所与の機械の機能を比較的容易に拡張し得るが如き場合が
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一

多いのである。叉工学的研究の側に於ても機械の改良及び考案等に関しては経営

学的研究よりの進言に依存する所が甚だ多いのである。

（3） 経営学的研究の構成

かくして経営機械に関する経営学的研究の構成は次の如くである。第一に基礎

構造論は最下位に於て工学的研究と相接触する。ここに於ては先づHdlerith式

機械を構成する諸原理に基いて諸種の機構が研究せられ，次に幾つかの機構の結

合として諸種の機械の基礎構造が研究せられなければならない。この場合その機

械の機能との関聯に於て基本的構造と附加的構造とに分たれるのである。第二に

基本的機能論に於ては，基礎的構造の比較的単純な結合によって営まれる各種機

械の基礎的機能即ちpluggingの基本, key, switchによるcontrd及び機械

の性能(capacity)が研究造られるのである。第三に機能結合論に於ては，基礎

的機能論に於て明かにせられた基本的機能及び附加的機能の各種の結合即ちplu-

ggingの結合及び応用が研究せられ, pluggingを自由自在に行ひ，機械の機能

を完全に且つ意の儘に発揮せしめる技能が修得せられるのである。第四の組織論

に於ては機能結合論に於て基礎的機能が結合せられて決定せられた諸機械の諸種

の綜合的機能が，更に従横の系列即ち空間的及び時間的系列に有機的に結合せら

れ，合理的にして弾力性に富んだ機械化経営技術の組織が出来上るのである。こ

れに附随して組織論に於て行はれる諸研究は前述せる所である。この組織論に於

ける研究は下位よりの諸機能の結合によって構成せられると同時に，一方上位の

応用論より具体的且つ現実的なる内容を与へられ又組織の目的が導かれるのであ

る。

（4） 経営技術の機械化と精神労働の高度化

この様に経営学的研究に於ける，最下位の基礎的構造論より基礎的機能論，機

能結合論，組織論を通じて最上位の応用論に至る階層的なる関係は，恰も数学に

於て定義, 公理，定理，証明と展開せられて行くのと同様の関係にある。従って

経営機械に関する研究に於ては経営学的研究に関しても工学的研究に於ても，推

理と言ふことが特に重要視せられ, IBM会社に於ては協同(Cmperation)と

相並んで"Think'' (考へよ）と言ふ言葉が標語とせられているのである。かく

経営機械に関する研究は強靱な思考力を以て貫かれるべきものであり，特に最近

のHollerith式機械の箸るしい発展に結果する機械の構造に於ける迷宮的なる複

雑さ，機能の箸るしい拡大に結果する機能結合即ちpluggingの高度の技能，更

心
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に縦横の系列に亘る組織編成及び機動的なる組織管理の巧綴なる技術等の高度の

精神労働を要求するのである。かく経営技術の機械化は諸種の事務労働を機械化，

自動化,標準化することによって，人間の事務労働を単純化し且つ軽減するので

あるが，一面に於て人間の高度の精神労働を生み出したのである。即ちpluggi -

ngの技能の拙劣なる時に機械はその機能を充分に発揮せず組織編成が合理的で

なく’組織管理に機動性を欠除する場合には機械化組織はそれに相応した能率を

充分に発揮し得ないのであるo X rePairmanにして綴密なる頭脳を欠く場合は

複雑なる機械のcircuit中に於ける故障の原因を追求してこれを発見することが

出来ず，叉注意力に欠く場合は正確な調整を行ふことが出来ないのである。更に

operator に就ても"cardの取扱ひ及び機械の状態に対する周到なる注意力の

外に旺盛な精神に欠除する場合には高能率の機械を操作しこなすことは困難であ

り，叉機械の有機的結合たる組識の高速度にして而も整然たる作業中に於ては，

些細なる過失も組織全体に甚大なる支障を来すごとになるのである。かく旺盛な

る精神力と綴密なる頭脳なくしては高度に発達した経営機械を充分に駆使しその

能率を完全に発揮せしめることは不可能と言ひ得べく，これによっても亦経営機

械に関する研究の知的水準が些も低く見らるべきものでないことが理解せられる

のである。

（5） 経営機械化技術論

かく経営機械に関する経営学的研究は下限に於ては基礎的機能論及び基礎的構

造論の平面に於て工学的研究と接触し，上限に於ては応用論の平面に於て統計学，

簿記会計学，経営管理学等と接触しつつ，広義の組織研究即ち機能結合論及び狭

義の組織論を中心として成立するのである。換言すれば経営機械化技術に関する

研究は，下部の工学的領域よりの工学技術的制約と同時に工学技術の進歩によっ

て断えず発展を促がされつつ，一方上部の社会諸科学により経営技術に対する目

的と内容を賦与せられることによって，指導と限定とを受けつつ，特定の内容を

捨象したる一般的なる組織研究として構成せられ，ここに経営機械化技術論の成
”

立が見られるのである。この経営機械化技術論が成立すべき歴史的必然性に関し

ては第三章Punched Card Methodの系統的発展の第5期完成期に於てCollator

の出現と関聯して述べたところであり，叉経営機械化技術論に対して一般的経営

技術論とも称すべきものに関しては第一章第二節経営機械1．経営機械の意味に

於て述べたところである。
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本稿に於ては第一部を総説とし，第二部，基本研究に於ては各機械をその機能

に従って適宜分類し類縁関係にある機械を一まとめにして，基礎的構造論，基礎

的機能論を夫々基本的及び附加的機構，並びに基本的機能及び附加的機能に分っ

て述べ，機能結合論に及ぶのである。第三部，組織研究に於ては，本来的なる組

織編成論の他にservey, code, card及び作業管理に関する研究を述べ，例題と

して若干の応用論にも触れんとするのである。
壷叩

第六章 結

第一節 経営機械化の一般的影響と目的

経営機械化の影響として，経費の節減による経済性，人員の節減，人間の事務

労働の軽減，時間の短縮による迅速性，事務作業及び執告書の標準化及び鮮明化，

事務作業の正確性, 大量の事務作業の能率的処理，事業経営の活働性の増大等多

くの利益が列挙せられるが，これらの諸影響を以下単なる羅列ではなくして統一

的に6つの階層に分って考察することにし度い。

1．事務作業の自動化と人間事務勢働の窒化

経営機械化の影響の第一段階は事務作業の自動化である。この場合事務作業と

は既述せる如く，意志的組織的構成体たる経営がその本質的な機能を営む尋に必

要とする経営活動の管理機能の有機的なる結合であり，経営体の活動を基本的に

把握し且つ機動的に運営せしめる恰も経営体の内部に張り循らされたる神経組織

の如き経営技術と人間事務労働の結合の体系である。具体的には記録，整理，計

算の機能が包含せられるのである。一．

従来主として若干の肉体労働を伴ふ精神労働より成る人間の事務労働に依存し

ていた事務作業が，機械化せられ自動化せらると云ふことは，人間の事務労働自

体が直接的なる事務作業より離れて，機械を使用して間接的に事務作業を行ふと

云ふこ､とを意味するのである。記録，整理，計算の諸機能が種々組合さって，単

純な技術的手段と結合して成立していた諸種の事務労働は，機械化経営技術に於

てはoperatorの如く直接機械を操作する労働のみならず，機械の組織を編成す

る労働，組織を運用するSuPerviserの仕事，更に機械の機能を保全するrepai-

rXnan,機械を製作し或ひは改良を加へる設計技師の仕事へと変化するのである。
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この人間事務労働の素朴な労働より科学的な労働への変化は，或る面に於ては単

純化を意味する場合もあるが，一般的に綴密な頭脳と旺盛な精神を要する高度の

人間労働への転化であることは前述せるところである。

ゞ2．事務作業の迅速化，標準化及び正確性：弾力性の増大

第一段階に於ける事務労働の変化及び事務作業の自動化の直接的結果として，

第二段階に於て事業作業の迅速化が実現せられ，正確性，弾力性の増大が見られ

るのである。先づ迅速性は諸機械の性能としての速度のみに関してではなく，機

械の機能の多面性及び弾力性にも基くものであって，通常数回を要する事務作業

が1回の操作で行はれる等, operatorの操作法, plugging,組織編成及び管理

の機能の巧拙に依存する所が大きいのである。又経営機械の持つ迅速性は，作業

人員の増加によって得られる時間の短縮とは異った性質のものであり，単なる人

員の増加によっては達し得ない程度の迅速性を発揮し，この点に於て経営管理の

機動力の基礎となるのである。

事務作業の機械化の結果，記録に於ける読み違ひ，書き違ひ，計算に於ける誤

算，整理に於ける判断の錯誤等人間の事務作業に伴ひ勝ちな誤謬の発生を免がれ

ることが出来るのである。然し乍ら経営機賊に於ても特に相当の精密性を有する

機械として偶発的なる誤謬を避けることは出来ないのである。従って完全な正確

性を保持する為に, repairmanの注意深いinspection, operatorが作業中に於

いてcCheckingを怠らざること，及びsysternの編成に当ってはpluggingに

関しても機械の系列の作成に当っても，必ず要所要所にcheckingの関所を設

けることが必要である。この様に経営技術の機城化に即応して転化せる諸種の人

間事務労働の周到なる協力なくしては，機械の発揮すべき正確性は万全を期し難

いのである。

事務作業の機械化の直接的結果として今一つ重要なことは事務作業の標準化で

ある。人間労働に附随する偶然的要素即ち能力の個人蓋一個人に於ても時間的

なる能率の変化，性癖，習慣等諸種の原因に基く差別及び変化は事務作業の標準

化に対する大なる障碍となっていたのである。先づ事務作業の機械化によって諾

記録即ち原初記録及び中間記録たるcard上のpUnch及び印刷(end printing)

最終記録たる報告書の印刷等は頗る鮮明にして標準化せられたものとなる。

又従来の事務技術に於ては職能的に分化した経験的なる人間の技能が基礎とな

っている故，配置転換は頗る困難であり，例へぱ一箇所に仕事の過重負担となつ
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てもそれを他の閑散な部課に転嫁することは容易に行はれ難いのであるが, Pun-

ched Card Methodによる機械化組織に於ては各機械の機能が標準化せられ且

つ弾力性を有するが為に，この様な事務作業の融通は頗る容易に行はれるのであ

り，常に全体として高い能率を発揮し得るのである。最後に機械化技術に於ける

一つ一つの作業の標準化は組織の極めて合理的な編成と弾力性を有する管理とを

可能ならしめるのである。既述せる如く, COllatorの出現によって人間事務労働

の排除が相当完全に近き域迄達成せられたことは，この意味に於て機械化技術の

完成であると言ひ得るのである。勿論機械及び組織の弾力の充全なる発揮は，

operatorの技術, plugging及び組織編成の精神労働に依存する所が大きいので

ある。

3．少數人員による大量の事務虚理

上述の第一次的結果たる事務労働の迅速化，標準化，正確性の増大によって，

第二次的結果として大量の事務作業を少数の人員によって且つ少規模の事務設備

で以て，処理することが可能となるのである。勿論大量事務作業と言ひ少数の人

員と言っても比較上の言葉であり，実証的な比較研究を以て初めて明白な概念を

得ることが出来るのであり，叉諸種の条件を併せ考察すべきではあるが一般的に

言って従来の事務技術と機械化技術との能率上の相違は実に箸るしいものがある。

叉事実に於て経営機械の採用によって直ちに人員の整理が行はれたと言ふことを

聞かないにしても，この場合同一人員によって箸るしい作業能率が拡大せられ，

その結果従来企て及ばなかった諸種の事務作業が実行に移されるといふ結果をも

たらしているのである。

4．大規模經曹農の集中的機動的管理

上述の大量の事務作業が少数の人員によって且つ小規模の事務設備で行はれる

と言ふことは，先づ大規模経営体に於て事務作業が一個所に於て集中的に行はれ

得ると言ふことを結果するのである。この場合大規模と言ふのは量並びに質的に

老へらるぺきものである。即ち工場に於ける操業度，商事会社に於ける商品の廻

転率，或ひは国民経済に於ける統制の集約度等を併せ考察した意味に於て大規模

経営体と言はるべきである。叉経営体とは既述せる如く私企業たると国民経済た

るとを問はず意志的組織的構成体のすべてを包含するのである。この様な場合，

事務作業の集中化は経営体に於ける計画の合理化及び特に経営管理に於ける機動

力の発揮を可能ならしめるのである。

汐
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5．合瑠上及び能率化

上述の四段階に亘る経営技術に関する経営機械化の影響は，これを最も簡単に

表現すれば事務作業及び経営管理の合理化であり能率化である。技術論それ自体

が元来目的に対する手段の適合関係を課題とするものであり，目的に対する理性

的なる適合を意味する合理化，及びその適合の高度化を意味する能率化が機械化

経営技術の目的であり，従って経営機械化の影響がここに見られることは至極当

然のことと言はなければならない。

6．經 濟 性

技術論の領域に於ては上記の様に目的に対する手段の適合関係のみが問題とせ

られるが，経営経済学的見地に立つ場合には更に目的の実現とそれに要する費用

との間の経済的衡量がなければならないのである。即ち成果は何処迄も損益の差

額として計上せられるのであり，この点より機械化経営技術の適合が再検討せら

れなければならないのである。経営機俄の採用はそれによって経営体が経済性を

増進すると言ふ条件の下に於てのみ行はれ得るのであり，ここに経営機俄化の経

済性による限界が割せられるのである。今日の如き変動期に於ては機械のrent・

al,人件費, cardの原価等諸費用に関して安定した原価を計上し標準的な原価計

算を行ふことは困難であり，この経済性の一般的な算定は事実上行ひ難いが，そ

の経営体が質的及び量的に相当の規模を有すること，及び経営の機械化によって

見込まれる収益の増大が相当に期待さるべきこと等が経営機械採用の条件として

挙げられるのである。

ここに於て注意しなければならない重要な問題は，この経済性の内容に関金る

考察である。即ち広義に於て実現せらるべき成果とそれに要する費用の衡量と言

ふ場合，それは単に営利性に基づく貨幣価値の衡量のみを意味するのではないの

である。例へぱ営利性と云ふ見地より経営機械の採用によって人件費が節減せら

れ企業として収益が増大する場合も，社会的見地よりする場合は失業者の増加と

して望ましからざるものと判断せられざるを得ない場合がある。又経営機械の使

用による効果的なる統制経済の実施は，企業の経済性を阻碍する場合があり得る

も，他面社会の共同利益の増大と云ふ成果をもたらし得るとも考へられるのであ

る。かくして経営磯城化の目標が究極的に経済性にあるとしても，その経済性の

内容如何が価値評価の問題として更に深い基礎問題と関聯して考究せられること

なくしては，遂に問題の究極的な解決を見ることは出来ないのである。

●
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第二節 経営機械化の意義と将来

1．経営機械化の斌会的意義

上述せる如く，経営機械化の影響及び目的に関する検討の結論として，経営機

械に関する研究は単に技術論の立場より合理性，能率性を中心とし，或ひは経営

経済芋的見地より経済性を中心として行ふことのみを以て充分とはせられず,更

奉篭壹蹴駕撫撫鯏鮒壽墓
に経

学の

する場所ではないが,我々が経営の機械化を問題とする場合，単なる技術論的意

味或ひは外国に於ける事情の紹介と言ふ程度の意味ではなくして，我々の歴史的

社会に於ける現実的なる問題としてその意義を把握しなければならないのである。

一

今Eに於て我々にとって最も現実的なる課題とは，我国の新しい文化及び社会

秩序の建設に当ってその基礎構造たる我国民経済の再組織に対して，経営の機械

化が如何なる意義を有するかと言ふことである。我国の国民経済の再組織とは単

位経済の再編成と全体経済の再編成を包含せる全経済的なる問題であり，単に戦

争に』|る破壊の回復のみならず経済民主化及び経営民主化を目標とし,一方基礎
的経溌卜機構の歴史的発展に基く全面的なる転換が要求せられる等,諸種の条件が
錯綜しているのである。然し乍ら理論的にも或ひは政治的にも現代に於ける社会

的鋤的諸問題の焦点は,自由経済か計画経済か，資本主義か社会主義かの課題

、

しているものと考へて差支へないであらう。

經螢機械化の二つの赦會的檬式

に集

2

＝

ｰ

即ち

ない

経済

いて

中！

に於て我々は第四章に於て述べた経営機械化の二つの典型的な社会的様式，
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メリカ的様式とソ聯邦的様式との対比をここに再び取り上げなければなら

である。この二つの様式の根本的な差異は上述せる経営機械化の目的たる

の内容即ち経済性を内容的に決定する価価判断の基準の世界観的相異に基

るのである。即ち資本主義社会は個人主義的世界観の上に立ち，社会構成

員の営利追求と社会全体の富の増加との調和を前提とするのである。この様な市

民社会の生成期即ち初期資本主義時代に於ける個人主義的社会観は, 最早今日に

至ってはその儘の形態に於て容認せられると言ふことはあり得ない。たとへ賀本

主義を固守する場合も自由資本主義を認歌する者は少なく，国家統制の必要を是

認する修正資本主義が種々なる程度に於て主張せられるのが通例である。これに
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対して社会主義社会に於ては，その慨界観の重点の相異によって種常の形態がと

られるが，常に営利性は否定若しくは大巾に制限せられ,経済性の判断は社会的

見地よりなされるのである。勿論営利性の制限若しくは否定は私有財産制に対す

る制限に基いてなされるのであり，特にソ聯邦社会主義社会に於ては生産手段の

完全な共有の原則に基いて，営利性は極度に制限せられているのである。

先づ経営機械化のアメリカ的様式に於ては, 資本主義の高度化即ち独占盗本主

義の発展とこれと歴史的に結合して発達を遂げた科学的管理法の普及が，1920年

頃に於てpmched card methodの劃期的な普及を促した地盤であった。即ち

市場に於ける自由競争の武器として，或ひは経費の切下げ其他生産競争に於ける

有利な条件獲得の営利的手段として，経営機械が採用せられたのである。これに

続くNew Deal時代に於ては，統制経済の遂行の為の重要な条件として，国民

経済的及び私経済的組織体の経営管理技術の合理化が要求せられ，経営の機械化

はこの線に沿って飛躍的な発展を遂げたのである。今日アメリカが資本主義国と

して比較的安定した秩序を常に保持しているのは，経営技術の高度の発達に依存

する所少なしとしないのである。

経営機械化のソ聯邦的様式に於ては，既述せる如く社会主義計画経済の技術的

基礎として全く社会的見地よりその重要性が着眼せられ，1929年の第16回全聯

邦党会議に於ける決議及び1931年の人民委員会議の決定に基いて急速の発展を遂

げ，数次に亘る五ケ年計画遂行の技術的手段をなしているのである。即ち進大な

ソ聯邦国内に張り巡らされた鋭敏な神経網として，経済計画の樹立，計画の実施

状況の動態的把握及び計画経済の機動的な管理にpunched card methodが果

している役割は軽視すべからざるものである。

3．我國に齢ける経営機為蹴上の將来

現在の我国に於ける社会経済的基本課題たる盗本主義か社会主義か，自由経済

か計画経済かの問題に関して論議することは，本稿の取扱ふべき領域ではない。

従ってここに於ては何等かの実践的意図を以て経営の機械化を論ぜんとするので

はなく，現在の我国に於て経営の機械化が必要とせられるならば，それが如何な

る意味に於てであり，又それが如何なる影響を費すであらうかと云ふことに就て

若干の考察を行ひ度い｡・

先づ現在の我国の経済状態に於て全面的な自由経済への復帰が望まれないこと

は言ふ迄もない所である｡勿論統制技術上の理由に基く統制の非能率に対して自
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由経済への復帰を主張することはあながち理由のないことではないが,国民経済

全体として特に重要産業及び重要物資に関して統制が持続すること及び重要産業

のあるものに於て国有国営が行はれることは今後に於てもさしたる変化はないと

考へて差支へないであらう。即ち修正資本主義を基本としつつ，若干の社会主義

的政策が加味せられたるものと言ひ得よう。

この様な状態に於て経営機械を更に使用し得る途が開かれるならば，先づ第一

に事務作業の機械化が行はれるべきは行政官庁に於ける統計及び統制事務である。

それは大規模経営体に於ける集中的，機動的管理と云ふ点に於て機械化技術の採

用に最も適合しており，且つ現在の我国に於ける統制経済の最大の塩路の一つと

ホ言ふべき統計資料の不備及び統制管理の機動性の欠如がこれによって相当に改

善せられ得ることが，ブメリカに於ける修正資本主義及びソ聯邦に於ける社会主

義的計画経済の運営の例に照して容易に期待せられ得るのである。勿論統計に於

ては抽出法の研究の発達によって大量観察の技術的困難は一応解決せられてはい

るが，事務作業の機械化と抽出法との併用によって統計計算は益々迅速化せられ

得るのみならず，統制機構の管理運営に於ける機動性はpunched card methOd

の採用によって箸るしく増大し，合理的にして能率的なる統制経済の実現と，こ

れに基く我国民経済全体の繁栄と国民すべての福祉の増進が予想せられ得るので

ある。

次に主要産業に於ける大規模経営及び大規模官庁の行政経営法等に対してであ

る。主要産業中特に国営若しくは国有に移管せられたる経営に関しては, 一般に

それに対する反対論の根拠が官僚経営の非能率の指摘に存することよりしても，

先づ経営の合理化が徹底せられなければならないのである。同時にそれが我国民

経済に於ける枢要産業である場合；経営の合理化によって得られた利益は広く国

民全体に及ぶものと老へられる。私経営に関しては我国占領政策の一環たる企業

集中排除が若干緩和せられつつある時, punched card methodの採用に適合し

た経営体が相当に存在すると考へてよい。

経営の機械化の普及に必然的に附随する問題は事務労働者の失業である。然し

乍ら上述せる国民経済的見地よりする重要順序に従って除々に機械化が行はれる

場合には，一度に多数の失業が発生する如きことは考へられず，寧ろ重点的なる

経営機賊の使用に基づく国民経済の繁栄は，容易に一部に於て排除せられた人員

を他の方面に於て吸収することを可能ならしめるのである。かく経営技術の高度
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化はその配置の宜しきを得るならば，一般産業構成を更に高度化することになり ，

失業の問題は些かも懸念することなく，叉経済政策及び社会政策の運営の適切な

る場合には，我国の経済力を高度化し，国民全体の福祉を高めることが出来るの

である。

勿論早急に機械を入手する道なき現在に於ては，これらの予想は未だ空想の域

を脱しないのである。然し乍ら敢て本稿を草するのは我国に於て今日迄軽視せら

れて来た経営の機械化，特に高度の機械化たるpunched card methodが如何

なるものであり，又それが枇界各国に於て如何に使用せられており，更に我国の

再建の途上に於て如何なる役割を果し得るであらうかと言ふことを述べ，広く識

者の関心を得て機械の更に広汎な使用が可能となる日の為に備へ，且つ協力を得

てその日の一日も早からんことを希ふが故である｡(昭和24年3月9日脱稿）

献文

特にpunched card methodに関しては，我国に於て利用し得る文献は極めて少ない。

外書の文献の中蝋印を附したものは神戸経済大学附属図書館蔵書若しくは平井教授私蔵書

であって参考に供し得たものである。

1‘邦 書

城 憲 三 著 数学機器総説 増進堂 昭22年

城 憲 三 箸 数学機械とその理論 雑誌「機械及電気」6巻5号－8巻3号

城 憲 三 著 数学機械の分野と其の使命 雑誌「機械」17巻1号 数学機械編

小 宮 勇 蔵著 統計数機に就いて 〃

齊 藤 齊著 事務用計算機と統計機に就いて 〃

森 数 樹著 統計機械の撰択に就いて 〃

杉 本 秋 男 箸 娩近簿記組織論 同文館 昭13年

（機械簿記として主にドイツ文献に基づいて帳簿組織の立場より紹介せられてある）

丹波 康太郎 著 簿記機械採用上の諸問題 国民経済雑誌 68巻6号

( Jan, W. MacDonald Supervising the installation of book-keeping machinesに

就て）

中 川 友 長著 統計機械･統計計算要説 第一出版 昭23年

（第一篇統計機械に於てPowers式及びHollerith式機械の中基本的機械に関して構

造論的説明がなされてある｡)

山 下 勝 治箸 簿記組織の発展と機械簿記経営機械化研究所業績報告昭23年6月

米 花 稔著 計録機械工業 〃 昭22年9月

（112）
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平 岡 雅 英著 ソ聯邦に於ける自動計算機械の利用状況(上）統計集誌昭18年12月

花房直三郎著 川口式電気集計機 明治39年

安 藤 馨著 電気で計算する機械 、雑誌「科学朝日_ウ 昭23年8月

(IBM Selective Sequence Electronic Calcuiatorに関する紹介である｡),

2． 英 米 書 h

International Busmess Machmes Corporation "

* Machine Methods of Accounting _

* Mechanical Service lnstructions ,

（上記2書はIBM会社が社員のhandbookとして実行せるものであり, HOllerith式

機賊の機構,機能,調整，組織及び応用に関する最も完全な説明書であるが，公刊書

ではない｡）

" Baehne G;W. PraCtical AppliCations of the Punched Card Method in Call eg*
and Universities l935

〃

(Hollerith式機減によるHarverd大学の事務機城化の研究である｡）

* Bryant G. A. Municipal Cost and Works Accounts, London l933

（都市行政に関するHollerith式機械の応用に関する研究である｡）

* Paton W．A. Accountant's H 3ndboOk, second e Jition p、1480, New York

* Ralph Curtis C. Mechamzed Accountancy, London, 1932

* Graham W.J. Cost Accounting and Office Equipment, Chicago, 1929

* Burton J.H. Store Accounts and Store Control, London, 1930

Schnodxel H.C. & Lang H.C. Accounting by Machine Methodsj 1929

* Mac Donald Jan. W. Supervising the lnstallation of Book=keeping Machines,

･ the Accountants2 Magazine, Vol. XLIV No、433 March l940

BIack B.J, & qds E.B・A Punched Card Method for Presenting, Analyzing, and

Comparing Many Series of Statistics f or Areas, Journal of the American

Statistical Association, 1946, September Vo1. 41 , No．235 1

* Electronic Calculatorに関するもの
心

Newsweek Feb, 18. 1946

Time Feb, 25. 1946
〃

NewSwedK Jan, 20. 1947

Newsweek Feb、9. 1948

3．独 書・

ドイツに於ける文献は非常に多いが，掲載は雑誌論文を省略し且つ重要なるものの承に

’

Q
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止める。

* Eichenaur J.C. Analyse der Wirtschaftlichkeit des Hollerith Lochkart"systems,

・ 1”3

* Wegener H・Wirtschaftlichkeit von Buchungsmachinen m der Fabriklohn-mate-

rial-und Auftragsrechmmg, Berlin, 1930
‘

Baum R. Neuzeitliche Buchhaltungsmethoden unter Beriicksichtigung der Masc・

hina1buchfiihrung, 1939

BodenthaI A. Praktischer Leitfaden fUr Maschmen-buchhaltun9, 1"9

Bott K. Durchschreibebuchfiihrung. Eme systematische Darstellung der Hand-und

MasChmen-Durch"hreibe-buchfiihrung, 1934、

Griiner F・Technik der Maschmen-Buchhaltung, 1928

. Feindler R. Das Hollerith Lochkartawerfahran fiir maschinelle Buchhaltung皿d
／

、：

Statistik, 1929

Hesselman W. Die maschinelle BankbuchhaltImg, i935

Rottke H. Die Buchhaltung von lndustriebetrieben und Handelgeschiften liiCka1los

durchgefiihrt mit Hollerith-Lochkartenmaschm", 1929

Walffgang Prelinger, Dr. Grundriss der maschinellen Buchhaltung, 1930

補

清水辰次郎著 統計機数値計算法 東海書房 昭26年

日本インターナショナル，ピジネスゥマ,シーンス株式会社

IBM機械緬職について 昭26年

Pease, K. Machme COmputation of Elementary Statistics, New York, 1949

〃

1

＃

ｰ

､

9

（114）
も



J1

．
Ｙ

４
狐
６ →上

“・惨糾
ｆ
ｉ
，
傘
．
＆
パ
侭
老
逗

〃
於
咋
，
、
ヂ

ゞ」〕？、←
お
◇
、
４
争
。
｝
Ｉ

ｰ

』

あ と が き '
ウーL

本研究は約3年前即ち昭和24準3月9日に脱稿したものである。其後国際状勢

の変動により我国経済が戦後新しい進路の段階に入るに及んで，状勢は一変し我

国に於ける経営機械化の目覚しい発展期に入ったのである。それと同時に機械そ

のものについても，ブメリカ,に於ける戦後の新しい進歩改良の結果が続々と紹介

せられ，今日本研究を公刊する為には相当の修正増補を加へなければならない。

然し乍ら差迫った出版計画であり，叉本研究が私にとって過去9年間に亘る経営

機械化に関する研究過程であったと言ふ意味もあり，最少限度の補正に止めるこ

とにした｡従って（補）としてことわった若干の補正の外はすべて3年前の原稿
の通りである。

経営機械化の研究は経営合理化の一側面として経営技術の一貫した科学的研究

であるが，その研究の置かれた社会状勢は思へぱ波潤を極めたものであった。本 ，

研究は我る意味で最悪の情勢の下に，即ち専門的研究の科学的性格とその社会に

於ける認識との間の箸るしい距離に苦慮しつつ，我国の再建にこの研究が役立ち

得る日の一日も早く到来することを希ひつつ筆をとったものである。この研究に
ィ『ャ

就いて終始御指導を給つ牟当時の神戸経済大学経営機械化研究所長平井泰太郎博

士の御恩顧に厚く感謝申上げ，併せて絶へず御難渋を給つた経営機械化研究所員

故林建二博士，水谷一雄教授，古林喜楽教授，山下勝治博士，丹波康太部教授，

久保田音二郎教授に御礼申上る次第である。 、

今回出版の機会を得た第1部総論の外に第2部機能論,第3部組織論は略同時

に完成し，現在第4部応用論を各種業態及び業務に就て研究を進めている。然し

乍ら今日尚ほこの種の研究の公刊は容易ではない。ここにこの拙い研究が出版の

機会を与へられたととに就き,御尽力を給つた神戸大学経済経営研究所長宮田喜
代蔵博士，企業経営科渡辺進教授其他の方々に感謝し，併せてこの機会に私のこ

の研究に対し常に御理解ある御協力を給っている日本インターナショナル，ビジ

ネス，マシーンス株式会社及び各会社のIBM関係の方々に御礼の言葉を述べさ

せて頂き度い。本研究は経営機械化研究の綜合的体系化の試みの一里塚である｡ ’
広く御批判御鞭燵を得て，国際的水準に於ける自立を要請せられている我国経済
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の合理化と繁栄に些かでも姿することが出来れば幸に存ずる次第である。荷，写

真の機械の中若干のものは，現在我国に於て使用せられていないが，今後輸入せ

られる最新式の型のものである。カード及び機械の写真は日本肥M株式会社より

提供を受けた。

心昭和27年2月17日

岸 本 英 八 郎
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第2図 穿孔 カ ー ド （一例 販売分析カード）
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第5 1" Type 082 分 類 機 Sorter

第6図 Tye 405 英字式会計機
AIphab"ical Accounting Machinc

第7 1XI Type 402災'j･&式会計|* Alphab"ical Accounting Machine



第8図 'rype 552英字穿孔雛訳機
Alphabetical lnterpreter

第9図 Type O77 照 合 機
Collator

第10図 Typ3 519 集団複写合高|印刷穿孔機 Document Ol･iginating Machine



第11図 Type 602-A 計算穿孔機Calculating Punch

第12図 IBM 機賊室の一例



第13図 Type 519に装入し
た一面式配線盤
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第16図 配 線 (一例Type 601)舟受
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第17図 配 線 盤 （一例 Type O77)

○○

C<O'○○u○○○○○○

w66,O6 6 066 一《い》《ハｗ》《鋤》《小ｗ》《細》（ｗ》（〉〈〉卿
、
ｆ

、
〃

０
″

０
９

９
ｆ

０
６

０
●

０
９
《
Ｒ

’一
・

一
グ

ー
グ

、
少

、
ジ

『
グ

、
Ｐ

、
Ｐ
Ａ

一一か一屯、
夕，●■、

少少も》や
〆９も、

クｆＱや
グ００、

クヴ０、
グヴもロハ》Ｎ

一
〈
地
球
↓
へ
郡
》
（
〉
《
鍬
》
（
〉
（
〉
《
畑
》
《
叩
〉
四
Ｆ３

．－、りづ
垂、ｊ夕

、９０夕
』、〃夕

、０９づ
金、βグ

、９りづ
やｑ〃．夕

｜空ｆＬ←
〆０６、

ヂヴ＄、
ク９０℃

づ０９、
タリも、

夕６８口
つり０、

一《００》《０』《。、》《０》《。〉《；》《；〉《・も》一
．、、，●ゆ

、舎１４〃夕
垂１０グ

『ｂりづ
や１４夕

、６０夕
、６４少

今１０グ
タワｔ》、

〆ｊｐＢ』
グ０９口

グリ０』
グウも』

夕ｏ二も、
つりも、

夕６８、

｜』、Ｊ今
や、″少

、０〃タ
ロ、《″一

、０りっ
、ロ、９妙

、０〃夕
口も〃今

｝
ヂ

、
一

、
グ

、
夕

、
ク

や
グ

』
少

』
〆

、
９
０

グ
も

９
０

４
０

●
も

ｊ
も

〃
も

〃
０

，
０

、
８

、
９

９
〃

、
〃

も
〃

６
．

０
０｜

，
、
り
づ
、
ノ

『
、
設

司
り
づ
、
ｂ
〃
タ

、
獣

、
グ
タ
、
６
．
ク
タ

彦
・
、

／
０
、
。
，
Ｌ

Ｆ
、
、
。
．
‐
、

〆
、
、
李
・
・
・
、
〃
ひ
、
。

、
，
づ
』
、
ノ

、
、
ク
グ
、
．
、
０
．

，
ノ

、
〃
の
、
９
Ｊ

、０り。
｝

ク
。

夕
、

ザ
、

伊
』

ず
や

タ
ら

づ
●

夕
、－

９
０

０
、

ｇ
、

β
《
も

〃
０

９
国
、

９
６

●
０

《Ｑ凸〃己
。、凸″づ

。、〃つ
『００夕

、、，グ
、。凸〃づ

、０９ヶ
、０－０ク

ロ
Ｑ

夕
、

の
や

少
、

今
、

Ｐ
ｑ

Ｐ
』

夕
、

Ｃ
Ｑ

８
０

Ｊ
Ｏ

９
６

″
０

〃
０

〃
も

〃
０

。
、
ノ

、
ノ

、
ク
ヂ
、
Ｊ

、
ノ

、
ざ

、
１
．
口
０
ノ

グ
、

夕
』

の
勺

グ
む

つ
、

戸
、

ク
つ

？
、

０
１

〃
ｑ

〃
０

０
も

ヴ
も

け
９

ひ
６

●
、

、
〃
．

、
０
タ

グ〃も『
夕凸｛５勺

０
０

ｂ
〃

』
グ

ー
ダ

ウ
、

Ｐ
、

●
０

●
０

、
。

、
８

－
ご

今
タ

グ
、

ｐ
、

０
６

β
も

Ｏ
ｊ

Ｇ
ｄ

勺
Ｐ

、
ジ

グ
令

少
。

ｆ
０

β
も

も
〃

、
８

、
今

●
グ

タ
、

夕
、

Ｃ
６

●
０

１
６

９
〃

口
合

一
タ

グ
句

ク
、

９
０

ｆ
も

、
今
●

Ｑ
・
■

勺
の

。
タ

グ
、

Ｐ
、

ｐ
Ｏ

Ｇ
も

、
〃

９
ｆ

一
口

一
ｐ

〃
Ｇ
Ｂ
、

ク
●
も
、

、
〃

、
ひ

ら
づ

●
グ

ク６もロ
夕●二も。

、６‐
もり一

一
ａ

や
Ｐ
、

グ、
● 、
0 0
℃グ

ター

リ G
も り
‐づ

ぢりざづ-石~ろ~己~さ．己~石 9○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○
25 J｡ 3＄棚

難
㈱

○
四
○
“

哩
○
⑤
○
卵

○
ぬ
○
ぬ
○

㈹
函
㈹
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
蛎
○
”

弟
○
蕊
○
石

○
”
○
心
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

ｃ
ｃ

○
○
○

○
○

○
○

Ｊ
○
○

“計一
○

○
○
○
叱
○
岬
○
０
皿
Ｏ

Ｃ

○
○
○
韮
○
岬
○
①
拝
）ｖ

○
○
○
○
○
①
即
Ｏ

○
蝦
○
門
）
○
○
の
い
○Ｍ

○
○
○
○
○
①
洲
）

○
○
○
○
○
①
”
○

○
○
○
○
ｑ
べ
Ｙ
Ｏ

○
○
○
○

○
①
‐
○



第18図 配 線 盤 （一例 Type 405)
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